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一、真っ昼間のカーボーイ（ララミーララミー）





　四月。

　春の訪れ、スプリング・ハズ・カムヒヤー。カムヒヤー・大胆なだいたーん・三人ーすりー。

　寒い寒い冬が終わって、陽気はぽかぽか、心はうきうき。

　耕こう太たが通う薫くん風ぷう高校の校庭には一本の桜の木があったが、その花のつぼみもみごとに咲きほこって、あとはもうはらはらと舞い散るばかり。

　なんて、そんなじつにほがらかな四月、最初の登校日。

　すなわち、耕太が高校三年生となって初めて迎える学校行事――始業式の日。

　耕太は、おっぱおに迫られていた。

　それもだぶるのおっぱおに。

　恋人であるちずるの、大きなおっぱお、略しておおおっぱお。

　アイジンである望のぞむの、小さなおっぱお、略してちぃおっぱお。

　そのふたつの大小それぞれ違った味わいのあるおっぱおが、耕太の左右両面から、じわ、じわと、迫ってくる。

　ついさきほど始業式を終えた、体育館の用具室にて。

　体育の授業や、部活動で使用する用具類――跳び箱やら平均台やら体操用のマットやら、金属製のカゴに入ったバスケット、バレー、ハンドの各種ボール類やら、バレーのネットに鉄柱に、バスケのスコアボード、ハンドのゴール、その他、畳まれた卓球台などなどなど――がひしめきあう、狭く、薄暗い用具室のなかである。その体育館とはドア一枚を隔てただけの場所にある用具室の、奥に置かれた高跳び用のやわらかくて大きなマットの上で、ちずると望のぞむは、膝ひざ立だちになって、生おっぱおを露出させていた。

　薫くん風ぷう高校の制服であるブレザーのボタンを、みんな外して。

　なかに着ていたブラウスのボタンも、みんな外して。

　首もとに締めていたリボンも、しゅるりとほどいて。

　最初からこうするつもりだったのか、どちらも肌着類は着ていなくって。

　ってゆーか、肌着どころか下着までのーぶららー状態で――望は元からのーぶららー状態だったけど――だって必要ないから――ふたりは大きくブレザー、ブラウスの前を両手で広げて、すっかり上着の中身をあますことなくあらわにして、チェック柄のスカートから伸びる膝を、沈むマットの上、ずり、ずりと動かし、じわりじわり、耕太の元へと迫る。

　そうして迫るたび、ふたりのおっぱおは、互いに違った反応を示した。

　ちずるの大きなおっぱお、略しておおおっぱおは、ふるん、ふるるんって。

　望の小さなおっぱお、略してちぃおっぱおは、しーん、しぃぃーんって。



    

  
    
      



    

  
    
      　喧けん噪そう、そして静寂。

　そんな互いの自重および形態による反応の違いをいろんな意味で顕著にしつつ、ちずると望のぞむ、ふたりのおっぱおは、耕太へとすこしずつ近づいてゆくのだった。

「だ、ダメですぅ、ちずるさぁん、望さぁん！」

　耕太は広げた両手を前に突きだし、ふたりの接近を制止する。

「うん？　どうして、耕太くん？」

　ちずるは本当に理由がわからないといった顔つきで、眼めをぱちくりとさせながら、首を傾かしげた。服の前を大きく広げて、おおおっぱおも思いっきり突きだしたままで。

　このとき、耕太の制止により、ちずるは突然止まった。

　結果、慣性の法則により、そのおおおっぱおは激しい反応を見せた。

　ふるるるん！

　と、これまででいちばん大きく揺れ、

　るん、るん、るん……。

　なんて、じつになごり惜しく、静まったりして。

「わあ……」

　耕太は思わず息を呑のむ。

　す、すごいや！

　大きさは、ただそれだけで迫力を生む。それが動けばなおさらだ。ちずるのおっぱおは、まさに五十インチ地デジテレビ級の――いや、もはや映画館のスクリーンクラスといっても過言ではないほどの迫力、臨場感、そして凄すごみを持っていた。

　はっ。

　耕太は視線を感じて、ぱっ、とその３Ｄおっぱおの上を見る。

「本当、耕太くんって、正直者だよねー？」

　ふふーん。

　ちずるは大きな胸を大きく突きだしたまま、得意げな笑みを浮かべていた。

　あう。

　笑顔を前に、耕太は固まる。

　ちずるは、いつものように綺き麗れいだった。

　そう、美しいというよりは、綺麗。

　その艶つややかで長い、腰までもある黒い髪も、つんと軽く目め尻じりのつりあがった大きな眼も、その上にある、すっ……と細く長い眉まゆも、筋の通った小高い鼻も、そしていま、得意げな笑みにＵの字を描く唇も、みんなみんな、とっても綺麗だった。

　そんな綺麗なちずるに、そんな笑みを浮かべられたら、耕太は、耕太は、もう。

　耕太はうつむき、きゅー、と眼を閉じる。あうー。

「ほらほら、いいじゃない、耕太くん……自分に正直に、ね？　気持ちよくなろ……？」

　はっ。

　そのちずるの言葉に、すっかり小動物化していた耕太は、自分を取り戻した。

「だ、ダメです、ダメなんです！　ノー・おっぱお、ノー・クライ！　おっぱお、禁止！」

「えー、どうしてー？　だってもう、始業式は終わったよ？」

「始業式はたしかに終わりましたけど、でも、このあと……」

「本当はわたし、今日、耕太くんとふたりっきりで始業式をしようって思ってたんだよ？　でも我慢した。だって耕太くん、きっと三年生になって最初の始業式は、ちゃんとしようと思ってるに違いないってわかってたから。だから我慢して、わたし、ほかの生徒たちといっしょに、あんなつまんない学校の始業式、ちゃんと受けたんだよ？　だから……ねえ、褒めて？　耕太くん、褒めて褒めてー？」

「あ……ハイ。ちずるさん、いい子でしたね。いい子、いい子」

　耕太はせがまれるままに、ちずるの頭を撫なでてやる。

　横の望のぞむがうらやましそうに指をくわえて眺めるなか、耕太にいい子いい子されて気がすんだか、ちずるは、えへへー、と嬉うれしそうに笑った。

　笑って、「でね？」と話を続ける。

「無事に始業式も終わった以上、もうわたしたちを邪魔するものはなにもないわけで……まあ、あいかわらず鼻の利く邪魔モノが、横に、こんなすぐ近くにいるわけだけども！」

　きっ、とちずるは睨にらむも、望は指をくわえたまま、ん？　と首を傾かしげるばかり。

「でも、こうして三人になっちゃった以上、しかたがないし……だから、始めよう？　ねえ耕太くん、始めようよぅ！　わたしたちだけのプライベート始業式……お互いに三年生になったことを、いまこそ祝おー！」

　耕太くっふーん！

　と、三年生になったちずるが、満面の笑みを浮かべて、耕太に抱きつかんと、両手を大きく広げる。

　そう、耕太とちずるは、お互いに、三年生になっていた。

　前々からの宣言どおり、ちずるは強引に留年して、もういちど三年生になってしまっていたのだった。

　すべては、耕太と同級生になるために――。

　耕太とおなじクラスになって、日々の授業を、修学旅行を、体育祭を、文化祭を、大学受験を、もしかしたら就職試験を、いっしょに体験するために――その執念が実って、ってゆーかおそらくは学校側の配慮で、見事、ちずるは耕太とおなじクラスになった。

　まあ、どうせ別々になっても、ちずるは強引に耕太のクラスにくるだろうし？

　なんてことを、耕太がぼんやりと考えているうちに。

　ちずるは、迫る。

　抱きつくために腕を大きく広げて、だからブレザーとブラウスは開かれてはおらず、なのに、大きく突きだされた大きな胸のふくらみはおのずから衣服を押しのけ、隙すき間まから飛びだしていた。飛びだし、ゆたん、たん、たん……と迫るちずるの身体の上下に合わせて、揺れていた。先端の淡い色彩で、薄桃色の残像を直線にして残していた。

　そうして、満面の笑顔でもってちずるが耕太に抱きつこうとした、その瞬間。

「耕太……くふっ!?」

　突然、ちずるはふっとんだ。

　衝撃による、おそらくは「耕太くん」といおうとしたのだろう、「耕太……くふっ!?」なんて声を残して、縦揺れするおおおっぱおと、その所有者であるちずるは、真横へとすっとんでゆく。

　すっとんで、そして、ずどん。なにかにめりこんだ。

「ち……ちずるさんー!?」

「う……うう……」

　ちずるは転がり、高跳び用のマットの横にあったハンドボール用のゴール、そのネットに、逆さまになって絡まってしまっていた。

　まるででんぐり返しの途中のような姿勢で、大おお股また開びらきの状態で、ちずるはうめく。

　大股開きである。

　でもって逆さである。

　当然ながら、スカートは逆さにまくりあがり……まくりさがり？　その中身を、大きく広げられた張りのある太ももとともにあらわにして……て……て？

　や？

　ややや？

　やー？　やーやーやー？

　耕太はなんどもまばたきする。

　ごしごしと眼めをこする。

　まちがいがなかった。

　そう、なかった。

　スカートの中身は……ふささが……ふささで……ふさふさふっさー！

　そして！

「の、の、の……ノー!?」

　ノー・ぱんちー、ノー・クライ？

　そんな耕太の驚きよう愕がくが、伝わったのだろうか。

　いたた、いた……と逆さになって顔をしかめていたちずるが、ん？　となにかに気づく。

　逆さまの状態で、耕太を見た。

　そして、耕太の熱い視線をたどるように、自分の身体を見あげ、でんぐり返しになってまくりさがっていたスカートの、その中身を確認する。

　ちずるの顔は、すーっ……と青ざめた。

　ぷるぷるぷる、震えだす。

「き、き、き……」

「き？」

　きゃー！

　思わず耕太が尋ね返したとたん、ちずるは絶叫をあげた。

　きゃー！　きゃー！　きゃー！　声を振り絞り、じたばたと身もだえする。

　どうにかスカートを元どおりにしようと両腕を動かすが、なにせハンドボールのゴールのネットに絡まっているため、思うようにならない。だからもう、ふささがふささで、ふさふさふっさー、ふささっさー――。

「ダメ！　見ないで、耕太くん！」

「ハイ！　見ません！」

　そうですよね、見ちゃダメですよね！

　いまさらながらではあるが、耕太は視線を逸そらした。もう焼きついてしまっていたのだが。網膜やら記憶やらに、すっかり焼きついてしまっていたのだが。忘れようったって忘れられないと思うのだが。

「ち……違うんだよ、耕太くん！　これは、その、サプライズというか……びっくりするかなーって思って、だから……」

「ハイ！　びっくりしました！」

「だから違うんだって！　こんなかたちで見せるつもりじゃ……やーん、どうしてこうなるのぉ!?　自分で見せるつもりだったのに！　自分の手で！　すこーしずーつスカートをまくりあげて、じらしつつ……なのに……望のぞむ！　こら、望ー！　なんてことをするんだあああー！」

　そ、そうだ！

　耕太は、ちずるのスカートの中身から逸らした視線を、こんな事態を引きおこした張本人へと向ける。さきほど、いきなりちずるを真横から突き飛ばした人物である、望へと。

「の、望さん！　な、なんてことを――」

「ほら、耕太」

　目の前にあらわれたのは、ちぃおっぱおだった。

　小さなおっぱお、略してちぃおっぱお。

　そのちぃおっぱおがよく見えるように、望はボタンをすべて外した制服とブラウスの前を、両手で持ち、大きくはだけていた。そうして、耕太の眼前にぴったりと突きだしていた。だからよくわかる。その肌のきめ細かさも、色素の薄さも、ふくらみの淡さも。

　触ったら、壊れちゃいそうだなあ……。

　どんなことでも受け入れてくれそうな母性あふれるちずるのふくらみとは違って、まるで精巧なガラス細工のような繊細さが、望のぞむの胸にはあった。それか、時計か。精密な機械じかけの、たくさんの歯車が噛かみあって動く、懐中時計――チクタク、チクタク――。

　って、そうじゃなくって。

「の、望さん！」

　意識を強引に望の胸から引きはがして、耕太は顔をあげる。

「ちずるさんに、どうしていきなりあんなことしたんですか？」

　望の顔を見つめた。

　ちずるとおなじで、望もやはり、いつもと変わらない。

　いつもと変わらず、綺き麗れいだった。

　瞳ひとみの色は、銀色。

　その瞳とおなじく銀色だった髪は、普段どおりにすこしぱさついていて、長さも襟足がわずかに背中に届くくらいと、いわゆるショートカットと呼ばれる長さである。顔のつくりはそのおっぱおとおなじくあどけなくて、眼めも、鼻も、口も、ちずるとくらべれば幼めに映る。

　そんな綺麗な銀色の瞳で、望は耕太をまっすぐに見つめ返して、そして、こういった。

「耕太……」

「はい！」

「わたしたち、もう三年生なんだよ」

「……はい？」

　意味がわからず、耕太は聞き返した。

「だから、わたしたち、もう三年生なんだよ、耕太」

　あくまでも真剣な表情で、望はくり返す。

「え……ええ。そうです。ぼくたち、今日で三年生になりました。ですけど……それが、あの、ちずるさんを突き飛ばしたことと、どう関係が？」

　ふっ。

　望は、なんともハードボイルドな感じで、鼻を使って笑った。

　笑って、その視線を横へと向ける。

　視線の先には、逆さまになって、ハンドのゴールのネットに絡まったちずるがいた。

「まあ、あそこのモロだし痴女キツネは、二回目の三年生だけど。あそこのってゆーか……あそこがモロだし化け豚とんトロは？」

「だれのせいでモロだしになってると思ってる！　そして留年に関しては望のぞむ、おまえに文句をいわれる筋合いじゃないし！　でもって、さりげなく豚とんトロとか……ブタってか！　わたしはモロだしのメスブタってか！　うるさいうるさいこの鶏とりガラオオカミ！　肉がないからって嫉しつ妬とするなー！　あと耕太くん、見ちゃダメだってば！」

「す、すみません！」

　望の動きにつられて、ついついいっしょにちずるを見てしまった耕太は、すぱっ、と彼女に対して背を向ける。

　ほ、ホントだよ!?　ぼく、望さんにつられたんだよ!?

　と、耕太が心のなかでひたすら言い訳しているあいだにも、ちずるは望に向かって声を荒げていた。

「そんなことより、望！　どうしてわたしを押した！　いきなり横から突き飛ばした！　怪け我がでもしたらどうするつもりだったのよ！」

「ん？　だいじょうぶだよ、ちずるなら」

　望は、にっこり笑って、答えた。

「……なんでよ」

「だってちずる、こんトロだもん」

「あー、なるほどねー。あぶらみが多いから」

「そう。あぶらみが多いから。衝撃を吸収して」

「ぼよよんって？　あはははー」

「うん。ぼよよんって。ぶよよんって。でぶよんって」

「――って、いいかげんにしろー！」

　ちずるが吠ほえる。

　耕太は耳だけでふたりの会話を追いながら、そりゃ怒るよねー、と思った。

「ナメてんのか！　ナメてんのか！　ナメてんのかー！　ぶつよ？　グーで。利き腕の右でぶつよ？　右のグーで！　こんの鶏ガラオオカミがー！」

　んがー！

　ちずるは吠え、そしてなにやらじたばたともがく音を耕太の耳に伝えてくる。

　きっと暴れているのだろう。手足の絡まったハンドボールのゴールのネットから逃れようと、ちずるは動きまくっているのだろう。で、たぶん、もっと絡まって――。

「あーん！　どうしてさらに絡まるのよー！　この縄！　ムカツクー！」

　やっぱり。

　耕太は抜けだす助けをしてやりたかったが、なにせ見ちゃダメなわけで、難しい。

　無力感に襲われながら、はあ、と耕太が息を吐いた、そのとき。

「ねえ、耕太」

　望のぞむに頭をつかまれた。

　両側から挟みこむようにつかまれ、ぐい、と強引に顔の向きを変えさせられた。

　胸へと。望の、ひかえめにふくらむガラス細工の胸へと。

「――って、望!?　ちょっと、なにを……」

「わたしたち、もう三年生なんだよ？」

　ちずるを無視して、望はまたも例の言葉をくり返す。

「え……ええ。それは聞きましたケド。もう三回も」

　耕太は望に頭をつかまれたままなため、視線を彼女の胸から移すこともできず、見つめたまま、答えた。

「そう。三年生になったいま……そろそろ耕太も、オトナになっていいころだと思う」

　どきん。

　お……オトナ？　オトナって、え？

　まったくもって予想だにしていなかったせいか、望のオトナ発言は耕太の胸を揺さぶった。鼓動を跳ねさせ、さらにどきどきまでさせる。え？　ええ？　オトナって……ええ？

「――望！　こら！　わたしを放ほうって……」

「小さな恋のメロディ」

　ヒートアップしてきたちずるを無視して、望はさらに予想外の言葉を発した。

「ち……小さな恋の、メロディ……ですか？」

「もとい」

「も、もとい？」

「小さなおっぱい大好き」

「それ、『小さな』しか合ってませんよ！」

「聞きなさい、耕太」

　望は、それまでつかんでいた耕太の頭から、両の手を外す。

　こんどは、そっと抱きしめるように、両の腕を頭の後ろへと回して、組んできた。

「大きなおっぱい大好き……それはすなわち、耕太の深層心理が母性を求めている証あかし」

「母性……ですかあ？」

「そう。つまり耕太、あなたはマザコンなのです」

　うわーい！

　なんとなく自分自身でも薄々は勘づいていた事実を指摘され、耕太はもうなんだかたまらなくなってしまった。熱い。顔が熱い。きゅーっとみぞおちのあたりが嫌な感じに引き締まってくる。ああ、どこかに隠れたい！　すっごくひとりになりたい！

「マザコン……それは死に至る病」

「うえ!?　し……死ぬんですか、ぼく!?」

　望のぞむは自分の胸に抱きしめるようにしていた耕太を見つめて、しっかりと、深くうなずく。

「世界保健機関、通称ＷＨＯにも認定されてる……あぶらみおっぱいを吸いすぎることで、脂肪分を過剰に摂取してしまい、結果、各種生活習慣病と化し、やがては……」

「望さん……嘘うそはやめましょうよ」

「嘘じゃないよ、耕太？　ほら、鰯の頭も信心からっていうし」

「それって、この場合の例えにはふさわしくないと思うんですケド」

「さあ耕太、早くオトナになろう。あぶらみ過剰なあぶらみおっぱいなんかポイして、小さなおっぱいを好きになろう。でかちちを捨てよ、ぺたを得よう！」

「なんかどこかで聞いたような……えっと、『書を捨てよ、街へ出よう』でしたっけ？」

「ほらほら、耕太」

　望は耕太を抱きしめた。

　すでに頭の後ろに回して組んでいた腕を、ぎゅっ、と締める。

　ふぎゅ。

　耕太の顔面は、望の胸元に埋うずまった。

　埋まるほどはないだろう……と耕太は外見から予想していたが、なかなかどうして、望のいう『あぶらみ』分はきちんと存在していた。もちろんちずるほどではない。しかし、決して、顔を埋めればすぐに骨が当たるといったことはなかった。あれ、すこし育った？

「オトナになりなさい、耕太……」

　望は耕太を自分の胸元に抱きしめ、そうささやく。

「お……オトナに……？」

「そう、オトナに……耕太よ、おまえはオトナだ、オトナになるのだ。がおー」

「オトナ……」

　それをいうなら、『おまえは虎だ、虎になるのだ』じゃないんですかー、望さんー、と耕太はうっすら思いつつ、『オトナ』なる甘美な響きに誘われるまま、頬ほおに当たる小さなおっぱお、略してちぃおっぱおに意識を没入させた。なので、ちずるの『耕太くーん！　耕太くーん！　騙だまされないでー！』という声も、どこか遠くに聞こえてしまった。

　ちぃおっぱお……。

　耕太がよく知るとおり、望の胸のふくらみは小さい。

　そして耕太は望がズバリ指摘したとおり多分にマザコンの気があるので、ってゆーかー、男の子ならやっぱり大きなおっぱおには弱いってゆーかー、ぼくもこう見えて男だしー、だからしかたないってゆーかー……ってなわけで、やっぱりどうしてもちずるの胸ほどには、望の胸に対して集中したことはなかった。

　が、いまこうしてあらためて、味わってみると。

　ふーむ。

　なかなかに趣は、深い。

　たしかに、ちずるとくらべれば、かなりボリュームは少なかった。

　ぺたんこと揶や揄ゆされてもしかたないと思えるほどだった。

　が、まったくないわけではない。

　ある。

　ゆるやかに、ある。

　春の夜の夢のごとく、儚はかなげではあったが、たしかに存在して、息づいている。奥の鼓動を耕太に伝えている。この『儚げ』という印象は胸だけではなく、望のぞむの身体ぜんぶにいえることでもあって、たとえば手足はとても細いし、脇わき腹ばらなんかにはうっすらと肋ろつ骨こつが浮く。

　か弱い。

　いや、実際には望はとんでもなく強いわけだが――だって人じん狼ろうだし――しかし外見は、なんともか弱く、自分が守ってあげなきゃって耕太に感じさせるくらいで――。

　って、あれ？

　なんだろう、この気持ち？

　耕太は思った。

　守ってあげなきゃって思った瞬間の、この、胸がきゅんとなる感覚は――。

「それが、オトナになるっていうことなんだよ、耕太」

　耕太の心の動きを察したのか、望が静かに語りかけてくる。どうじに『耕太くーん！　耕太くぅーん！』という呼びかけも聞こえてはくるが、やっぱり遠い。

「相手を守りたいと思うココロ……それこそが、オトナになるための第一歩」

「オトナになるための……第一歩……」

「さあ、耕太、触れなさい。その小さな恋のメロディに、ただしやさしく、そっと。こんトロキツネのオバケあぶらみと違って、いま耕太が頬ほおを埋うずめている小さな恋のメロディは、可か憐れんなつぼみなのだから。ガラス製。割れ物注意、天地無用。だからやさしく、やさしく」

「や、やさしく……やさしく……」

「さあ。さあさあさあ。さあ」

　望は耕太の頭を抱きしめ、押さえつけていた腕を離す。

　そうして、ブレザーとブラウスの前を広げ、誘ってきた。

　誘われるままに、耕太はその割れ物注意、天地無用なふくらみに、そっと手を伸ばす。

　ふゆん。

　指先で触れると、沈んだ。

　ちずるの、最初はぱつんと弾はじき返しながらも、進めば進んだだけどこまでも沈んでゆき、最後まで受けとめるかのような安心感、絶対感、万能感はないものの、なんとも繊細な、弱々しい感じで、指先は沈む。

「んっ」

　ぐっ、と押したら、望のぞむが息を詰めたような声を洩もらした。

　これは……。

　ふーん、なるほど。

　なるほどなるほど、なるほどー！

　耕太はなにか、いままでにないあたらしい感覚に目覚めた――ような気がした。

　その刹せつ那な。

「い、い、か、げ、ん、に……」

　んがー！

　なんて、だれかの叫びとともに。

　ぶちぶちぶちぶちぶち。

　なにかを引きちぎる音が聞こえてくる。

　耕太がぼんやりと、その方向へと顔を向けると、そこには――わ!?

「ふしゅー……」

　ちずるが、手足にハンドボールのゴールネットの断片をまとわりつかせながら、ゆらりと、うつむきながら立っていた。

　その姿は、さながら幽鬼のよう。

「マザコンが……死に至る病だと？」

　ドス黒いオーラを漂わせながら、ちずるがつぶやく。

「だったら……ロリコン、それは監獄に至る病だ！　ダメだよ耕太くん、そっちの世界は危険です！　溺おぼれるなら……わたしのこのマザーな牧場でララミーララミーしてぇ！」

　そういって飛びこんできたちずるの眼めには、涙が浮かんでいた。

　その涙が、数滴、こぼれて――。

　耕太の顔面は、飛びこんできたちずるのマザーな牧場、すなわちおおおっぱおへと、ハイヨーシルバー、ローハイドーとめりこんだ。

　わあ！

　ララミーララミー！

「あああん、耕太くん耕太くん耕太くぅぅぅぅぅん！」

　ちずるは耕太の頭を抱きしめ、そのすでに胸の谷間へと埋うずまった顔面を、さらに深く深く沈めてゆく。

　ずぶぶ、ずぶぶぶ。

　そのやわらかくも暖かな、いや、熱いといっても過言ではないちずるの底なしおっぱおに、顔面をすっかり捉とらえられながら、耕太は思った。

　これは――。

　この安らぎは、やはりおおおっぱおでなくては――。

　ふはーふはー。

　ふははーははー。

　耕太はふくらみのなか、呼吸する。ちずるのおおおっぱおはとろけて、耕太の顔面を覆いつくし、だから呼吸も多少、阻害される。自然と呼吸は深くなり、深くなった呼吸は、耕太をまどろみへと誘って、そして、インナーへ。ちずるの内へ。

　母なる海へ――。

　原初の世界へ――。

　コズミック・ダイブ――。

「どーお、耕太くん？　やっぱりロリより、こっちのほうがいいでしょ？　なんたってわたしは一児の母……いわばリアルマザー乳！　まさに母性愛、いや、母乳愛のカタマリ！」

「ら……」

「ん？　なあに、耕太くん？」

「ららみー……ららみー……」

　耕太の返事に、ちずるは笑った。うふっ、とじつに嬉うれしそうに笑った。

　それは勝利の笑いだった。実力で恋人をアイジンから取り返した、歓喜の笑いであった。

　が、しかし。

「いいの、耕太？　娘のおっぱいを奪って」

　ララミ!?

　望のぞむのささやきに、耕太は震えた。

「ら、らら、ら……」

「そのおっぱいは、もう娘の、まどかのものなのにー。なのにいいの、耕太？　父が娘の乳を奪って。チチがチチを奪ってー」

「ち、チチが……チチを……チチ……チチチチ……チッチキチー……」

「ちょ、ちょっと、耕太くん？　だいじょうぶだから！　見てのとおり、わたしのミルクタンクは大きいから！　耕太くんのぶん、まどかのぶんって、ちゃんとふたりぶんあるから！　ってゆーか、実際にミルクをだしてるわけじゃないし！　わかってるでしょ、耕太くんだって。〈気〉だから。でてるのはわたしの〈気〉だから！　それをまどかに分け与えているだけで……」

「耕太……ボインはお父ちゃんのものじゃないんやでー。まどかのものなんやでー」

「だー！　なんだそのエセ関西弁は！　やめろ、鶏とりガラオオカミ！　耕太くんにヘンな刷りこみしないでよ！　これから先、耕太くんがわたしのおっぱいをちゅっちゅしてくれなくなっちゃったら、いったいどーしてくれるのよ！」

「ん？　そうなったら、わたしのをちゅっちゅすればいいんじゃない？」

「ふん！　そんな鶏とりガラオオカミのおっぱいをちゅっちゅしたら、ミルクじゃなくって鶏ガラベースのラーメンスープがでるでしょうが！　このラーメンおっぱいが！」

「じゃあちずるはとんこつおっぱいだね」

「ああ、こんトロキツネだけにねー、って、やかましい！」

　と、ふたりが口げんかをしているあいだに。

　耕太は、我に返った。

　ちずるの内から、母なる海から、原初の世界から還かえってきて、耕太は顔をあげる。耕太の呼吸でしっとりと湿ったちずるの胸の狭はざ間まから、ゆっくりと。

「あー！　耕太くん、醒さめちゃった！　わたしのおっぱいに醒めちゃった！　ほら、望のぞむ！」

　ちずるは横の望を睨にらみ、睨まれた望は「ん？」とすっとぼけて首を傾かしげる。

　だが、耕太は首を横に振った。

「違いますよ……ちずるさん」

「え？　ど、どうしたの、耕太くん？　なんか……いつもと雰囲気が」

「ちょっとばかり、宇宙の深奥を覗のぞき見てきましたから……まあ、それはともかく。ちずるさん。ぼくはちずるさんの胸に醒めてなんかいません。夢中です。ぼくはちずるさんの胸に、いつだって、いまだって、虜とりこなんです！」

「あ……そ、そう。ありがとう、耕太くん」

「いえ、こちらこそ！」

「じゃ……じゃあ、どうしてわたしのおっぱいから、耕太くんは、顔を外したの？」

「だって……これから、対面式が始まるじゃないですか。体育館で」

「対面式……？」

「そうです。対面式です。新入生である一年生と、在校生である二年生、三年生が、初めて顔を合わせる学校行事……その対面式が、この用具室とはドア一枚を隔てただけのそこの体育館で、もうすぐに！　たしか予定だと……始業式のあとで……」

　耕太の言葉に、ちずると望は、顔を見あわせる。

「いや、耕太くん……もうそれは遅いんじゃないかな」

「や？」

　ちずるの横で、望もこくこくとうなずく。

「――まさか？」

　耕太は耳をすませた。

　聞こえてくる。

　ドアの向こうから、マイクを使った声が、体育館からの声が、すこしくぐもって。

『ぼくたち新入生は、このたび薫くん風ぷう高校に入学し――』

　……。

　耕太は、ちずるを見つめた。

　ちずるは、黙ってうなずく。

　望のぞむを見たら、やはり望も黙ってうなずいた。

「もう、とっくに？」

「うん……さっき、たしか在校生代表の挨あい拶さつ、やってたよ、耕太くん」

「いまのは新入生代表の挨拶」

　ふ、ふふ。

　ふははははは！　ははは！　ははははは！

　耕太は笑う。

　あはははー、あははははー、と笑って、笑って、そして、へふう。

　ため息をついた。

「……どうしてぼく、気づかなかったんでしょうか」

「だって耕太くん、ほら、わたしのぜんぶ、見ちゃったり……」

「ちずるとわたしのおっぱいに、夢中だったり」

「さっきはわたしのおっぱいで、えっと、宇宙の深奥？　覗のぞき見てたし」

　ああ、なるほど！

　そりゃあ、体育館の様子なんか聞こえやしませんよね！

　納得して、くすん。

　耕太は泣いた。

「や、やだ、泣かないでよ、耕太くん」

「だってぼく……三年生なのに……下級生の見本にならなくちゃならない、最上級生の立場になったのに……いつもと変わらず……いや、いつもよりヒドク……」

　しくしくしく。

　哀かなしくって耕太は泣いた。顔を両手で覆って、さめざめ泣いた。

「だーいじょうぶだってば、耕太くん！」

　と、ちずるが、前方から耕太を抱きしめてくる。

　望も、「耕太ー」と後方から抱きしめてきた。

　耕太は前はちずるに、後ろは望に、前後を挟まれ、サンドイッチ状態となった。

「いまから始めればいいじゃない、耕太くん」

「そうだよ、耕太」

　前から後ろから、ちずると望はささやいてくる。

　ちずるは耕太の右耳に、望は耕太の左耳に、それぞれ唇を寄せ、熱い吐息とともに、慰めの言葉を伝えてきた。

「そ……そうですよね！　いまからでも、対面式にでて……」

「じゃなくって」

「違うよー、耕太ー」

「……え？」

　なにが？

　なにが違うんですか？

　疑問に思った耕太に、ふたりは熱く甘くささやく。

「だから、これから始めるんだよ、耕太くん……」

「そうだよ、耕太……」

「わたしたちの……」

「わたしたちの……」

　ふたりは、ここですこし間まを置いた。

　そして、左右両耳で、ハモる。

「「対面式を」」

　……は？

　耕太は、その言葉の意味するところを考えた。

　わたしたちの……対面式？　それって？

「あの……」

「きゃーん、耕太くぅーん！」

「耕太ー」

「ぬわ!?」

　耕太が問いかける前に、ちずると望のぞむはだぶるで押し倒してきた。

　高跳び用のマットに耕太は前から後ろから挟みこまれたままで押し倒され、そして。

「見て見てー！　ほら、耕太くん、対面してー！　わたしのすべてー！」

「もうすでにさっき見せたけどね、ちずるはすべて」

「だったら、あらためて見てー！　なんどでも見て、耕太くっふーん！」

　ら、ら、ら……。

　ララミーララミー！



★



　三み珠たま未み弥やは、あくびをした。

　体育館に並べた椅い子すに全校生徒といっしょに座って、だれかさんたちとは違い、未弥はしっかりと対面式に出席していた。そうして、新入生代表である一年生男子の挨あい拶さつを聴きながら、くわあっと口を開く。

　いちおうエチケットとして覆った手のなか、大きく大きく口を開き。

　ふあああ……。

　と、気持ちよーく息を吸って。

　ふっはー。

　なんて、気持ちよーく吐こうとした、その瞬間。

「――んんん!?」

　未み弥やはなにかを感じとった。

　なにやら、『らら――』とかなんとか、おたけびにも似た、妙に感極まった感じの声がどこからか聞こえてきたような気がして、未弥はあたりを見回す。

　未弥は、その長い水色の髪を、頭の左右で細く束ねて、すらりと下に流していた。

　いわゆるツーテールとかツインテールなんて呼ばれる髪型だったのだが、そのため、未弥があたりを見回そうと首を左右に振るたび、ふた振りの髪が、ひらりひらりと舞った。

　未弥はさんざんにあたりを見回して、んー？　と首を傾かしげる。

（気のせい……かな？）

　体育館のなかに、とくに異常はなかった。

　変わらず、対面式が続いていた。

　対面式。



    

  
    
      



    

  
    
      　在校生と新入生とが顔を合わせる、最初の学校行事。

　その行事名のとおり、新入生である新一年生と、在校生である二年生、三年生は、それぞれ体育館の左右に分かれて、互いに向きあうかたちで整列していた。クラスごとに横に一列となって、いまは新入生代表である一年生男子の挨あい拶さつを聴くため、みな、椅い子すに腰をおろしている。折りたたみ式の、いわゆるパイプ椅子だった。

　未み弥やは三年生なので、在校生の側にいる。

　その在校生の列で椅子に腰かけて、未弥はまだ、んー？　と首をひねっていた。

（たしかになにか、聞こえたような気がするんだけどなー？）

　未弥は、普通の人間ではない。

　国内有数の退魔の組織である、〈葛くずの葉は〉――。

　その〈葛の葉〉の頭領を、代々の当主が務める三み珠たま家――。

　その三珠家の、未弥は若き当主だった。

　当然、それなりの能力を持っている。

　生まれつき、人を〈魅了〉できたり……人の行動を見通す、天気予報ならぬ〈人間予報〉ができたり……もちろん、身体能力や五感だって人並み以上に優れていた。

　そして、未弥はそんな自分の能力をそれなりに把握している。

　自分が『聞こえた』以上――きっと、どこかでだれかが『らら――』と叫んだはず――でも、どこで？　どこでだろう？

（意外と近いような気がするんだけどなー……）

　と。

「んん？」

　未弥は、またなにかを感じとった。

　ただし、それはさっき未弥が感じた『らら――』ではなかった。

　視線だった。

　ずらりと座る生徒たちの列、その向こう側の、教師たちが並ぶ壁際から、その鋭い視線は注がれていた。

　教師たちの、ひとり。

　竹刀しないを手にしかめっ面する黒いスーツの男、三白眼も見事な凶相の、八や束つかたかお、彼からのものであった。

　八束たかお。

　薫くん風ぷう高校にて生徒指導を担う教師であり、その鋭い眼光と迫力と竹刀は、決して生徒に有無をいわせない。もっとも、その厳しさは相手を思うがゆえであり、そこらへんはちゃんと生徒たちにも伝わっていて、なかなか人気があったりもする。

　その八束は、じつは未弥とおなじ、〈葛の葉〉の一員だった。

〈葛くずの葉は〉の中枢を成す八つの家のひとつ、八や束つか家の現当主なのであった。

　そんな八束からすれば、あまり未み弥やには目立った行動はとって欲しくないのだろう。なるほど、みなが黙って一年生男子の挨あい拶さつに耳を傾けるなか、きょろきょろとあたりを見回したり、んー？　と首をひねったりしていたら、目立つことこの上ない。

　ただでさえ、未弥は人の目を惹ひくのだから……なにせ〈魅了〉の能力持ちだし。

（ごめんごめん）

　未弥は片目をつぶって、ぺろ、と小さく舌をだす。

　いちおう、未弥としては謝ったつもりだったのだが、鋭い視線を向けていた八束は、さらに苦々しそうに顔を歪ゆがめて、はあ、とため息をついた。どうも、ふざけているのだと感じたらしい。

　まあ、立場的には未弥のほうが上だったりするし。いろいろ大変なのだろう。

　どっと疲れた顔になった八束を、そのとなりに立つ女性教師が、なだめだす。

　丸い大きなメガネをかけ、髪は太い三つ編みにした彼女は、砂さ原はら幾いく。

　薫くん風ぷう高校の教師であり、未弥のクラスの担任でもって、やはり〈葛の葉〉の一員であり、例の八家のひとつ、砂原家の当主であった。

　ふふっ、と未弥は笑う。

　ふたりの姿は、まるっきり仲のいい恋人同士だった。

（本人たちは気づいてないみたいだけど……いや、幾は気づいてるかな？　ああ見えて幾は鋭いから……知らぬは八束ばかりなり、か。生徒たちのあいだでもひそかに噂うわさになってたりするのにねえ。まったく……）

　と、未弥は笑みを浮かべながらうつむき、視線を床に落とす。

　そして、未弥は思った。

（すこし、うらやましいかもー）

　かもー、かもー、かもー。

　未弥の心のなかで、魂の言葉が残響音を残す。

　わかっていた。

　だって未弥は三み珠たま家の当主だ。

　でもって〈葛の葉〉の、組織全体の頭領だ。

　恋なんて……ＬＯＶＥなんて……許されない。

　いや、恋自体はべつにいいだろう。しかし、結ばれはしない。未弥の伴はん侶りよは能力やら家柄やらなにやら、そういった細々なものを考慮した上で、決められるのだ。

（いいさ。わかっているのさ。組織の上に立つものに、自由なんてないのさ）

　視線を床に落としたまま、未弥は薄く笑う。

　それは自じ嘲ちようだった。なんだかんだで諦あきらめてしまっている自分に対する笑いだった。

（だけど……いまは……）

　また未み弥やは笑う。

　ただし、こんどは嬉うれしさからのものだった。

（いまのわたしは、普通の学生だ……）

　まさか、こんなときがくるだなんて。

　自分が普通の生徒たちと交ざって、高校生をやれるだなんて。

　まったく未弥は想像だにしていなかった。人ひとりの行動ならかなりのところまで読めても、自分の未来はちっとも読めやしない。ふふふ。ふふふふ。未弥はそれがなんだか嬉しくって、声をひそめ、うつむいたまま、笑った。

　その笑いが、ぴたりと止まる。

（四し岐き……）

　未弥は思った。

　感謝しなくちゃいけないのかな？

　かつては三み珠たま家の次期当主候補でもあった、未弥の兄、三珠四岐に。

　四岐は、〈葛くずの葉は〉を我がものにせんとする野望に燃え、そして、結果的に踊らされ、破滅した男でもあった。

　自分の手駒だと思いこんでいた少女、三珠美み乃の里りによって――。

　美乃里に知らず知らずのうちに誘導され――四岐は当時の当主であった実の父に毒を与え、当主の座を簒さん奪だつし――それだけでは飽きたらず、〈葛の葉〉全体を手に入れようとして――最後は、〈神〉と美乃里の闘いに巻きこまれ、消えた。

　おろかな男ではある。

　が、未弥は知っていた。

　四岐の、そのおろかな行動の原因が、自分にもあるのだということを。

　兄は、妹である未弥を怖おそれたのだ。

　いつか、未弥が自分を超えてゆくことを。

　超えて、すべてを奪うことを。

　当主の地位を、名声を、なにもかもを。

（ビビりすぎなんだよ、兄上は……）

　どうしてそんなことを考えたのだろう？

　未弥は、当主の座なんて欲しくもなかったのに。

　だから、ずっと力を隠していたのに。

　力を隠して、表にはでなかったのに。

　なのに、四岐は見ぬいた。

　未弥の才能を見ぬいて、怖れた。

　皮肉な話ではある。

　つまり、それは四し岐きにも高い才能があったということなのだから。才能があったからこそ未み弥やの才能を見ぬけた。見ぬいて、『なぜ隠してたのか』と疑心暗鬼になった。

（本当に……兄上は……）

　未弥は笑った。

　こんどの笑いは、自じ嘲ちようではなく、喜びでもなく、憐れん憫びんからのものだった。

　あわれな兄に、捧ささげる笑い――。

（いったい、どこでなにをやってるんだろーねえ……）

　未弥は顔をあげ、体育館の天井を見あげる。

　四岐を巻きこんだ〈神〉、小お山やま田だ耕太からは、「たぶん、逃げたと思います……美み乃の里りといっしょに」と聞いていた。未弥も四岐は生きているように思う。もしかしたら、ただ、そう思いたいだけなのかもしれないが……。

（……そういえば、あの三人も、どこでなにをやってるんだろーねえ？）

　あの三人。

　小山田耕太、源みなもとちずる、犹えぞ守もり望のぞむの三人である。

　彼、彼女らは、始業式のあと、すっかり行方がわからなくなっていた。クラスの委員長である朝あさ比ひ奈なあかねと、そのしもべ、源たゆらのふたりで、校舎内の三人がいきそうなところを捜したらしいが、見つからなかった。おかげであかねの機嫌はたいそう悪く、たゆらは八つ当たりされて涙目だったり、どこか嬉うれしそうだったり。

　おそらく、どこぞでまた、愛の行為に勤いそしんでいるのだろうが。

（ま、いっか！）

　未弥は気持ちを切り替えた。

　いまは楽しむとしよう――。

　そう、この対面式を――。

　この退屈を――！

　まったくもって、退屈だった。

　だいたいの場合において『式』と名がつくものは退屈だと相場が決まっているものなのだが、それにしたってこの対面式は濃い。特濃の退屈だった。そりゃあくびだってでる。

　まあ、未弥が眠いのは、ここ最近の過密スケジュールのせいもあるのだけれども。

　最近、妙に侵入者が増えた。

〈葛くずの葉は〉以外の組織やら、妖よう怪かいやらが、やたらめったら街に入りこんでくる。

　原因はわかっていた。

　例の行方不明になっている三人組のうちふたり、耕太とちずるが誕生させた赤ん坊のせいだ。

　なにせ〈神〉の子である。

　その力ときたらとんでもなく、この前なんかは人ふたりを過去へとタイムスリップさせたらしい。それもはるばる一億五千年ほど前へ。時空を超えて、恐竜が闊かつ歩ぽする太古の世界へ、ぴろろーんと。まさに人の為なせる業わざではない。もちろん未み弥やには不可能だ。

　そんな〈神〉の力、手に入れたくなるのは未弥にだってわからないでもない。

　だからって、あいつら、集まりすぎだ。

　一匹いたら百匹いると思えといったのは、ゴキブリのことだったろうか？

　その言葉がじつにぴったり当てはまる集まりっぷりで、でるわでるわ、まったく、赤ん坊を陰から守っている〈葛くずの葉は〉としてはたまったものじゃあない。〈葛の葉〉を率いる未弥なんか、まさしく眠る暇もないくらいだった。

　とかいいつつ、未弥は眠気をコントロールすることだってできなくはないのだが。

（だって、せっかくの学生生活だし、ねえ？）

　もったいない、もったいない。

　だから未弥は味わう。

　あえて眠気をコントロールせず、そのままにして、あくびをする。猫のように細めた眼めで、目め尻じりに涙を浮かす。

　未弥は楽しかった。

　退屈なことが、とてもとても楽しかった。

　くわあああああ。

　ふしゅううううう。

（ああ……楽しい……楽しい……眠い……楽しい……眠い……眠い……）

　あくびを終え、未弥はすっかり涙でにじんでしまった眼を、こする。

　一生懸命にマイクを使って挨あい拶さつしている、新入生代表の一年生男子を見た。

（うん……がんばってるね……）

　新入生と在校生は、体育館の左右に分かれて並び、座っている。

　その新入生と在校生のあいだに空いたスペースに、彼は立っていた。

　マイクスタンドの前に立って、話す内容を書いてきたのだろう、大きな紙を広げ持ち、スピーチをする。天然パーマというやつなのだろうか、くりくりした髪型だった。眼も大きく、くりくりしていて、話す声はハキハキと、うん、悪くない。

　悪くないけど――ごめんなさい。

　未弥はあくびする。

　くわあああああ……あ？

　未弥は口を閉じ、ぱっ、と振りむく。

　にたり。

　口元に、笑みを浮かべた。

（わかったぞう……！）

　だいぶ前に感じた、なにか。

『らら――』という声。

　その発信源が、わかったのだ。

　未み弥やは立ちあがる。

　まだ一年生の挨あい拶さつは終わっておらず、そのため、立ちあがったのは未弥だけだった。当然ながら未弥の姿は目立つ。ざわざわとざわめきだす。遠く、八や束つかは眼めを剥むき、砂さ原はらが「あらあら～」と笑うのが未弥には感覚でわかったが、しかし、かまってられなかった。

　未弥はかまわず、歩きだす。

　座ったままの生徒たちの列、その隙すき間まをのりこえ、まっすぐに、目的地へと。

　目指したのは、用具室だった。

　体育館に備えつけの、用具室。

　その金属製のドアの前に、未弥は立つ。

（まったく……まったく！）

　未弥は興奮していた。

　退屈は悪くない。

　平凡な日常という名の退屈は、非日常を生きる未弥にとっては新鮮なものだ。

　だから、悪くはない。

　悪くはない、のだが。

（まったく、退屈させてくれないよ！　あの三人は！）

　やっぱり、あの三人は別格だった。

　非日常の、おもしろさ。

　それが三人の行動にはある。

　だから未弥は、用具室のドアに手を伸ばした。

　思ったとおり、結界が張ってあった。

　かなり高度な結界である。

（なにせ、いちどはわたしの眼をごまかしたんだから……）

　さすがは〈神〉の張った結界といえよう。

　もっとも、〈神〉の一柱である男のほうは、力はあれど術はからきし使えない。そしてもう一柱である女のほうは、術は巧みだが力を失っている。だから、おそらく、この結界は女が男の力をこっそりと借りて張ったものなのだろう。

　例の『らら――』が洩もれたのは、そういう不完全な方法だったからだ。

（さあて……いくよ？）

　未み弥やは、結界を解いた。不完全なせいか、あっさりと解けた。

　そして、ドアを開く。

「ララミー！」

　例の声が飛びだした。

　声は、未弥の行動によってざわめいていた体育館中に、響き渡る。

　ららみー、ららみー、ららみー……。



★



　用具室のなかでは、ちずるが耕太の顔を挟むようにして膝ひざ立だちとなって、『わたしたちの対面式』を実行していた。

「ほら……耕太くん、対面して？」

　ちずるはスカートをつまんで、すこしばかり持ちあげる。

「どう……わたしの？」

　耕太は、やわらかな高跳び用のマットの上に、仰あお向むけにさせられていた。

　そのため、見あげるスカートのなか、うすぼんやりと白く浮かびあがる太ももや、その奥のふささ……が、なんともはや、ふさふさふっさーだった。

　だから耕太はちずるの問いに、こう答える。

「ララミー！」

　耕太の返事に、ちずるは満足そうに笑った。

「ねえ、耕太……」

　そして望のぞむは、仰向けになった耕太の、その身体を、すんすんと嗅かぎ回っていた。

　首筋から、胸元、脇わき、おなかときて。

　とうとう、耕太のマザーな牧場にまで。

　すんすん、と匂においを嗅ぎ、こう告げる。

「せっけんの匂い、するよ……」

　そりゃあ、朝にお風ふ呂ろ、入りましたからね！

　しっかり洗いましたからね、じゃこじゃこと！　タオルで！

「それに……いやらしい匂いも、するよ……」

　そりゃあ、こんなことされればね！

　まさに前門のふさふさふっさー、後門のオオカミ！

　だから耕太は叫んだ。

「ララミー！」

　ああ、もうなにがなんだか、ぼく、わからないですぅ。

　耕太は混こん沌とんのなか、ただただ暴ぼう虐ぎやくめいた『わたしたちの対面式』が終わるのを、ひたすら待つのだった。

　ハイハイ、ララミー、ララミー。

　ってゆーか、ララミーってナニ？　なんですか？

　と。

「――わー、すっごーい。さっすがハイパーエロスクリエイターだよね！　ね、ね、きーちゃん！　これは世界に誇れるよ！　世界に誇れるエロスっぷりだよ！」

「やめてよ、誇らないでよ、そして撮らないでよ、ユッキー！　まさかその映像、世界に向かって公開するつもりじゃないでしょうね！　捕まるわよ、いろんな意味で！」

　んん？

「うーむ、さすがはパパ、ママ、そして所長だな……三年生になってすぐこれか……」

「おい、蓮れん。もうアイジンセンパイは所長じゃないぞ。すでに犹えぞ守もり望のぞむ探偵事務所は……」

「そ、そうだったな。すまない、藍あい。いつまでも引きずっていて」

「いや、気持ちはわかる。わたしだっておなじだ。忘れ得ぬ、あの栄光の日々……ぐろーりーでいず……だが、そろそろ前を向かなくちゃダメだ。そのことを、あの所……アイジンセンパイは、ああやって身をもって教えてくれている。わたしはそう思う」

「なるほど……ふふっ、藍はオトナだな」

「なにをいう、蓮。我らは一心同体、双子じゃないか」

「そうか、そうだな。あっはっはっ」

「そうだ、そうだよ。あっはっはっ」

　んんん？

　なんだ？

　なにかこう、非常に聞き覚えのある声が、用具室のドアのあたりからやってくるような……おまけに、風のようなものも吹いてくるような……まるでドアが開いているかのような感じで……そよそよと……。

　え？　そよそよ？

　耕太は身体を起こして、ドアのほうを向く。

「きゃ!?　こ、耕太くん、やだ、ダイターン！」

　身体を起こしたため、耕太はちずるのスカートのなかにすこし頭をつっこむかたちとなってしまった。それで勘違いしたのか、ちずるは恥じらいつつも、なにかを待ち構えるように、ぴーん、と両の太ももを張りつめさす。

「ち……ちずるさん……」

「なあに、耕太くん……わたし、覚悟はできてるけど……」

「なんの覚悟はわかりませんが……あ、あれ、あれを見てください」

「ええ!?　見るの!?　見ながら!?　そんな……それはさすがにわたしでも恥ずかしい……でも、耕太くんが求めるなら……」

「じゃなくって！　ドアです！　用具室のドア！」

「え？」

　ちずるが、腰をひねる。

　いた。

　みんながいた。

　わずかに開いたドアの隙すき間まから、みんなが顔を覗のぞかせていた。

「やっほー、エロロ軍曹ー」

　と、フレンドリーに某カエル型宇宙人のようなニックネームで耕太に向かって呼びかけてくれたのは、ぴんぴん跳ねたくせっ毛頭に、頬ほおにうっすらと浮いたそばかすもキュートな、ボーイッシュな女の子、佐さ々さ森もりユウキ、通称ユッキーだった。

　ユウキは、その手にハンディサイズのビデオカメラを持っていた。

　なにを？　なにを撮ったんだろう？　まさか？

「なんて軸のブレない人たちなのかしら……悪い意味で……」

　と、すっかりドン引きした様子なのは、真ん中できっちりと分けた前髪も正確なら、すらりと両サイドに落ちた髪のかたちもまったく乱れず、服装もきちきちっとした、きっちりきちきち潔癖ガール、高たか菜なキリコ、通称きーちゃんであった。

「パパー、パパー！」

「ママー、ママー！」

「「アイジンセンパーイ！」」

　そして、妙に望のぞむに懐いた様子で、ぴょんぴょんと跳ね、その左右対称な片方だけのおさげ髪を揺らしていたのは、七な々な尾お蓮れん、七々尾藍あいの双子だった。左のおさげが蓮、右のおさげが藍である。そこ以外にふたりを見わけるわかりやすいポイントはない。

　ふたりは、耕太のひとつ下、二年生だった。

　ちなみにさきほどのユウキ、キリコは耕太のクラスメイトなので、おなじ三年生。

　蓮と藍は、姿だけを見ればまるで中学生のような、幼い顔つき、体格の持ち主だった。胸だって望以上にぺたんこである。が、じつは〈葛くずの葉は〉八家のひとつ、七々尾家の次期当主候補であり、その小さな身体に、恐るべき力を秘めていた。

「な、な、な……」

　ユウキ、キリコ、蓮、藍らがドアの隙間から、体育館からの逆光のなか、顔を覗かせているのを見て、ちずるはわなわなと震えだす。無意識のうちにか、自分の身体を抱くようにして、ちずるはオープンセサミだった制服の前を押さえこんでいた。

「な……なんで？　どうして？　だって、ちゃんと結界を……」

　と、耕太の身体の上にまたがったまま、小声でつぶやきを洩もらす。

　そんなちずるの疑問に答えたのは、最後に顔をだした人物だった。

　ごめーん。

　そろそろとドアの隙すき間まに顔をだした、ツインテールの少女――三み珠たま未み弥やは、ぴしっ、と指先をそろえた手を縦に置いて、すまなそうに片目をつぶり、ぺろ、と舌をだす。

「あ、あなた、まさか……！」

　未弥が、結界を破った？

　と、いうことは？

「ホント、おまえらはなあ……」

　ひょい、と未弥の後ろから、背の高い男が姿を覗のぞかせた。

　髪の毛先が肩まで届くくらいに長く、ぴしっと顔のつくりの整った彼は、源みなもとたゆら。

　ちずるの弟であり、姉とおなじく、化ばけ狐ぎつねという名の妖あやかしだった。

　そのたゆらが、はー、とため息をつく。

「ったく、捜したんだぜー？　始業式が終わったとたん、いきなり姿を消すもんだから……おまえらの歴代プレイスポットを捜したってーのに、まさか、こんなところにいるたあなあ？　灯台もと暗しってゆーか、なんてゆーか……それにしたって、ララミーはねえだろ、ララミーは」

「ララ!?」

「いきなり未弥のヤツがこんなところに向かうからなあ……なにかと思ったらなあ……ドアを開けたとたん、体育館中に響き渡るくらいのララミーの絶叫でなあ……そのあとはララミーの連呼……つーか、なんだ？　ララミーってのは？」

「ら、ララ……」

　耕太はもう、ララミー語しか話せない。

「ま、わかってるとは思うけど。始まるぜ？　おしおきタイムがな」

　そういって、たゆらは横に避よけた。

　代わってあらわれたのは、鬼だった。

　おでこをつるんと剥むきだしにした、メガネをかけた、小柄な鬼だった。

　鬼の名は、朝あさ比ひ奈なあかね。

　いや、彼女はれっきとした人間である。ちゃんと校内には〈鬼〉の妖もいる。ちずるの昔の彼女で、なんの因果かいまは体育の教師なんてやってる、〈鬼〉の妖が。

　しかし、耕太はいま、あかねを鬼と呼びたかった。

　眉み間けんに刻みこまれた皺しわが――への字型の口が――肩幅に開いた足が――ぴんと張った背筋が――片方の腕は腰に当て、もう片方の腕ではメガネのつるをつまんでいる姿勢が――そして、くい、とメガネの位置を直すたびに、光を反射して輝くレンズが――それらすべてが、耕太の背筋を震わせ、ごくりと喉のどを鳴らせたからだ。

　クラスの委員長鬼、あかねが、ゆっくりと口を開く。

「――なにをやってるんですか、あなたたちはー！」

　どがらがらがっしゃーん。

　カミナリが落ちた。



★



「がみがみがみがみがみがみがみ！」

　あかねのカミナリは、ひたすら落ち続けた。

　そのお説教の様子は、開きっぱなしになっていた用具室のドアの隙すき間まから、すっかり体育館中へと届く。用具室のなかでは、耕太、ちずる、望のぞむの三人が、それまでくんずほぐれつしていた高跳び用のマットの上に正座して、神妙にあかねのお説教を受け続けていたのだが、その姿を実際に見なくても、なにが起こっているのかはもう、だいたい全校生徒に伝わってしまっていた。

　生徒たちの反応は、二種類に分かれた。

　在校生である二年生、三年生は、もうすでに慣れたものだった。



    

  
    
      



    

  
    
      　また始まった……。

　さすがよねー！

　などと、にやにやしながら、そんな会話を互いに交わす。

　いっぽう。

　新入生である一年生たちが受けた衝撃は、それはもう、激しいものだった。

　互いに顔を見あわせ、「噂うわさには聞いていたけど……」「す、すごいな……」「これが毎日……」と、不安と恐怖と、若干の期待が入り混じった表情を浮かべる。

　その様子を見て。

「あの阿あ呆ほうどもが……！」

　生活指導を担う教師、八や束つかたかおは、怒りをあらわにした。

　ぎりぎりぎりと奥歯を噛かみしめ、それでも足りずに、持っていた竹刀しないを力まかせにヘシ折る。べききっ。

「あらあら～。困ったものねえ、小山田くんたちも～。年々ヒドクなってゆくような～？」

　横に並ぶ、耕太たちの担任教師、砂さ原はら幾いくは、あくまでも呑のん気きなものだった。

　頬ほおに手を当て、あらあら～、と微笑ほほえむばかり。

　そして、そのさらに横に並ぶ、ちずるを慕うあまりに薫くん風ぷう高校へ教師としてやってきた女性、じつは〈鬼〉である体育教師、乱らんは――。

「う……うらやましい！　うらめしいッ！」

　そのジャージに包まれた筋骨隆々なたくましい身体を、嫉しつ妬ともあらわによじる。ぼさぼさな髪もワイルドな顔で、耕太への怒りからか、眼めには涙まで浮かべていた。最後には、ぐい、と着ていたジャージの胸元を引っぱりあげ、かじる。

　かじかじかじ。

　ジャージを引っぱりあげたため、筋肉でぼこぼこな腹筋が覗のぞいた。

　で、もって。

『うああ、さすがだなあ！』

　体育館中にマイクごしの歓声を響かせたのは、いまのいままで新入生代表としてスピーチをしていた、一年生の男子であった。

　その声に、全校生徒が、ぎょっ、となる。

　すっかり全校生徒の視線を集めながら、彼は、くりくりした眼を、ひたすらきらきらと輝かせるのだった。

「セイジくん……」

　と、さらにもうひとり、一年生の女子のなかにも、彼を見つめておなじように眼をきらきらと輝かせる少女がいたのだが、気づくものはいなかった。



    

  
    
      


二、ベスト・カポー





　　　１



「がみがみがみがみがみがみがみッ！」

　あかねのカミナリは、教室に戻ってもまだ落ち続けていた。

　耕こう太た、ちずる、望のぞむの三人は、それぞれの椅い子すに正座して、あかねのお説教を聞く。

「がみがみ!?　がみ、がみがみがみがみ!?」

　あかねのお説教は、体育館から教室へと戻る廊下のあいだも、続いていた。

　そして、教室に戻って、掃除をするあいだも、続いていた。

　まわりの生徒たちももうすっかり慣れっこだったので、「ああ、いいよいいよ、掃除、こっちでやっておくから」と、ある意味で余計な気を回してくれる。おかげで、教室を掃除しているあいだも隅で耕太たちは「がみがみがみッ！」、机を運べば移動しながら「がみがみがみッ！」、ホウキで掃いてる最中も「がみがみがみッ！」、机を戻したらこうして各自の座席でもって「がみがみがみッ！」と、まさしく、エンドレス・説教であった。

　今日は、始業式と対面式を終えたら、あとは掃除、ホームルームだけ。

　そしていまは、掃除を終えたあとの、ホームルームまでの休み時間だった。

　まさか……と、耕太は思う。

　ホームルームの時間まで、続かないよね……？

　いや、しかし、なにせ担任はあの砂さ原はら先生であって……わからない。わからないぞ、とだんだん耕太は不安になってきた。あの砂原先生なら、「あら～、お説教かしら～？　いいわよ～、わたしの手間、はぶけるし～」なんていいだしかねない。

　うわ！　なんかどんどんそうなる気がしてきた！

　ところが。

「……あれ？」

　いつのまにか、「がみみッ！」は終わっていた。

　そのことに気づいて耕太が顔をあげると、あかねは腰を屈かがめて、はー、はー、はー、と肩で息をしていた。ムリもない。なにせずっと怒鳴りっぱなしだったのだから。

「あ、朝あさ比ひ奈な！　よくやった！　よくやったぞ！」

　横からたゆらが、タオルをぶんぶんと振り回して、あかねに風を送る。

　にやにやしながらビデオカメラで撮影していたユウキが、「飲む？」とスポーツドリンクを差しだした。あかねは素直に受けとり、と思ったら、ぐい！　と一気に飲む。背筋を反らして、ごきゅん、ごきゅん、ごきゅん……。たゆら、ユウキ、キリコらが「おー……」とぱちぱち拍手するなか、あかねは「ぷはー！」と飲み干し、ぐいっと口元を拭ぬぐった。

　なお、この災厄を引きおこした張本人ともいえる、三み珠たま未み弥やは。

　あえてこちらには近づかず、廊下側の後ろ、耕太たちとは対角線上の向かい側にある自分の席で、頬ほお杖づえをつきながら悠然と眺めて、にやにやと笑っていた。うう。

　と。

　はあ、はあ、はあ……と、あかねが息を整え、こういった。

「すこしは……わかっていただけましたか、みなさん」

　きらりとメガネを光らせ、耕太たちに問いかけてくる。

「も、もちろんです！」

　耕太は正座していた椅い子すの上に、膝ひざ立だちになるいきおいで答えた。

「心に染みました！　ね、ちずるさん、望のぞむさん！　もうしませんよね、あんなことは！」

　しかし。

　耕太の左側に正座していたちずるは、ぽん、と椅子の上、手を叩たたく。

「よーし、決めた！　今日の晩ご飯は、たけのこご飯にしよう！　旬のたけのこをたっぷり使ったたけのこご飯ー！　細かく刻んだたけのこにー、忘れちゃいけない、あぶらげも混ぜてー、うーん、きっと美お味いしいよー、耕太くん！」

「……は？」

「あれ？　どうしたの、耕太くん？　もしかして、たけのこ……苦手だった？」

「い、いえ、むしろ好物ですけど……あのー、ちずるさん、まさか、いまのお説教のあいだ、ずっと、今日の晩ご飯について……？」

「あー、だってけっこう大変なんだよ、毎日の献立を考えるのって！　耕太くんに『ねえねえ、耕太くん？　今日、なにが食べたいー？』って訊きいてもさ、『なんでもいいですよ、ちずるさん』ばっかりなんだもん！　あ、でもね、でもね、そのあとで『ちずるさんの作った料理なら、ぼく、なんだって美味しいんですもん』なーんてステキな笑顔でつけくわえられちゃうと……わたし、ついついがんばっちゃうんだなあ……あれ？　わたし、もしかして都合のいい女？　でもいいもん！　耕太くんためなら、わたし、いくらだって都合がよくなっちゃうんだもん！　つごんつごーん！」

　と、ちずるは椅子の上に膝立ちとなって、盆踊りのような奇妙なダンスを踊りだす。

「あの、その件につきましては、すみません、いま聞いてぼくも反省しましたけど、これからはなるべく、ちゃんと食べたいものを答えるようにしますけど、そーゆーことではなくってですね、あの、朝あさ比ひ奈なさんが、あれだけ一生懸命、ぼくたちの将来を思ってお説教をしてくださったわけで、それを完全スルーして今晩の献立を考えるっていうのは……」

「えー、だってさー、毎度毎度おなじことばっかり『がみがみがみッ！』じゃあさー、耳にタコってゆーか、ミニにタコってゆーか。ほら、望だって、なんか悟りを開きかけてるよ？」

「え……？」

　いわれて、耕太は自分の右側に座る望のぞむを見た。

　ちずるの言葉どおり、望は椅い子すに正座したまま口を半開きにして、その口から、いまにもよだれを垂らしそうになっていた。

「わ！　の、望さん!?」

「……がう？　ん？　なに、耕太？」

　望は、じゅるるん、とよだれをすすり、耕太のほうを向いた。

「いや、いま、望さん、なにをやっていたんですか……？　って、いうか、朝あさ比ひ奈なさんのお話、ちゃんと聞いてました……？」

「ん？　いま？　いまはね、お肉の星にいってたよ？」

「お肉の……星？」

「うん。リンゴ・スターならぬミート・スター。地面がお肉でできていてー、海は背脂ちゃっちゃ系でー」

　うわあ。

　想像しただけで、耕太の胸にはなにかこみあげてくるものがあった。

「まわりの樹きには、豚とんトロやらカルビやらー、牛タンやらー、いろんなお肉の実がなってー、ぼたんの花は、まさしくボタン肉でできていてー」

「ボタン肉……？　いのししの肉の花ですか……？」

　じゅるじゅる、じゅる。

　望の妄もう想そうは止まらない。

　いまにも口からよだれをあふれさせそうになる。

　いや、あふれた。だらだらとあふれさせた。

「わわ！　望さん！　よだれ、よだれ！」

「そしてー、あたりを歩くお肉星人はー、骨つきお肉のかたちをしていてー、かぶりつくと、もう、もう、肉汁が、じゅわっ」

　望のよだれをひたすらティッシュで拭ぬぐっていた耕太は、その発言に、え？　となる。

「た……食べるんですか？　お肉星人、食べちゃうんですか？　そ、それは、あまりにもかわいそうじゃ」

「ん？　どうして？　耕太、牛さんや豚さんや豚キツネのお肉、食べるのに？」

「あ……」

　望に哲学的な命題を突きつけられて、耕太は返す言葉を失った。

　そうだ……。

　ぼくたちは、生き物の命を奪って、生きているんだ……！

　なーんて耕太がおのが原罪について考えこみかけたとき、さりげなく豚キツネあつかいされた彼女が、どーん、と横から割りこんでくる。

「待てい！　この鶏とりガラオオカミ！　その豚キツネというのはわたしのことか！」

　ちずるの問いに、望のぞむは、ん？　と首を傾かしげた。

「マルちゃん、豚のキツネとみどりのたぬき？」

「そんなカップうどんはございません！　あのねえ、わたしの、このパーフェクツ・バディーのどこにブタ呼ばわりされる要素があるってのよ！　たしかにね、胸やお尻しりや太ももは耕太くんがラブホルモンをどぴゅどぴゅと分泌させるものだから育っちゃったけど、しかし！　おなかは！　このおなかには贅ぜい肉にくなんてひとつもないんだから！」

　ちずるは椅い子すの上に膝ひざ立だちとなって、制服のブレザー、ブラウスをまくりあげる。

　するん、としたおなかを思いっきり見せつけた。

「ぬあ！　ち、ちずるさん！」

　教室のなかだというのに、クラスメイトの前だというのに、おなかをさらけだしたちずるに、耕太はあわてる。

　そんなあわてまくる耕太の後ろで、ゆっくりと、望が椅子の上、膝立ちとなった。

　ふっ、と笑う。

「贅肉のないおなかとは……こういうおなかをいう」

　ぺろーん。

　望も制服のブレザー、ブラウスをまくりあげて、おなかを剥むきだしにした。

　なるほど、ちずるのおなかには、一見、まったく無駄な肉がないように感じるが、こうして望のうっすらと脇わき腹ばらに肋ろつ骨こつが浮くほどのスレンダー・ボディーを目の当たりにすると、これこそが真の贅肉なし・おなかに思える。

　なにせ、その贅肉なしっぷりは、耕太だけではなく、まわりのクラスメイトたちにまで賞賛の声をあげさせるほどだった。

「わあ……」

　男女問わず、みな、ため息ともつかない声をあげる。

　ユウキはめざとくビデオカメラに録画し、キリコもさりげなく自分のおなかに触って、もぞもぞと撫なでだした。

　そして、さらにもうひとり。

「う～……」

　なにものか、うなり声まであげだす。

　え？

　うなり声？

　なに、その反応？

　最初、耕太は、勝ち負けでいったら負けになったちずるが、悔しさのあまりあげた声なのかと思った。しかし違った。ちずるは制服をさらにまくりあげ、おなかの代わりに下乳のふくらみっぷりを見せつけることで新たな勝負を挑んでいたからだ。

　じゃあ、だれ？

　疑問に思った耕太が、声のあがった方向を見ると――。

「わ！」

　それはあかねだった。

　耕太たちをずっとお説教して、最後に「わかっていただけましたか」と尋ねていた、朝あさ比ひ奈なあかね委員長、そのひとだった。

　あかねは、うつむき、うなり声をあげていた。

　だらんと両腕を垂らし、ぷるぷると震え……ひぃ！　ひぃぃ！　耕太の背筋には、怖おぞ気けが走る。ぞびぞびぞび、走りまくる。

　鬼だ。

　鬼が復活した。

　委員長鬼が！　嚇かく怒どのあまりに！

「よーく、わかりました……」

　身体だけではなく、その声まで、あかねは震えていた。

「あなたたちは、まったくもって、微み塵じんも、人の話なんか聞くつもりがなかったということが！　わたしの話なんて、一ミクロンたりとも興味がないってことが！　ええ、ええ、わかりましたとも！　よーく、心の底から！」

　顔をあげたとき、あかねの眉み間けんには、深い深い皺しわが刻みこまれていた。

　その皺は、びしびしびしっと、あかねのつるんとしたおでこにまで広がっている。

　ひいいいいい！

「ち、違いますよ、朝比奈さん！　ぼく、ぼくは聞いてましたから！　ちゃんと！」

　耕太は、なんとかあかねの怒りをなだめようと試みた。

　なのに。

「あー、耕太くんたら、自分だけイイ子ぶってー。耕太くんだってけっこうスルーしてたくせに」

　と、横から、ちずるが肘ひじでつんつんと突っついてくる。

「な、ななな、なにをいうんですか、ちずるさん!?　ぼくはちゃんと……」

「嘘うそはいけないなあ、耕太くん。どーせ、『がみがみがみがみッ！』としか聞こえてなかったでしょ？　怒られていることはわかっていても、中身はスルーでしょ？」

　うっ。

　す、鋭い。

　つつっ、と冷たい汗を流した耕太を見て、ふふーん、とちずるが意地悪っぽく笑った。

「耕太くんのことは、みんな、ぜーんぶ、お・み・と・お・し・なんだから！」

「う、うう……」

　微笑ほほえむちずるに、耕太はただ、だらだらと冷たい汗を流すしかなかった。

　そして。

　ふっ、とあかねは笑った。

「そう……そうなんだ……。小お山やま田だくんは、小山田くんだけは、ちゃんとわかってくれるって、わたし、信じてたのになあ……。どれだけ言葉を尽くしても、校内で不純な行為をくり返しまくりだったけど……だけど、いつかは、わかってくれるって……だけど、そうなんだ……小山田くんも……わたしの言葉なんか、『がみがみがみがみッ！』としか……あははっ、それじゃあしかたないよね！　不純な行為、くり返しまくりだよね！」

　あはははっ、あはははっ、あはははっ！

　あかねは笑う。

　まるで壊れた笑い袋のように、ひたすら笑い続ける。それは、たゆらが肩をつかんで揺すっても、止まることはなかった。

　きっ、とたゆらが、耕太たちを睨にらむ。

「耕太ァ！　ちずるゥ！　望のぞむゥ！　おまえら……おまえらのせいで！　朝あさ比ひ奈なが壊れちまったじゃねえか！　どうしてくれる！　どうしてくれるんだよゥ！」

「あ、ああ、ああああ、ああ、ご、ごめん、ごめんよぅ、たゆらくん！」

　耕太はわたわたと両手を振りながら、ひたすら謝った。

　が。

　左右の恋人、アイジンは、まったく気にしたところがない。

　どちらも、じーっと、笑い続けるあかねの、なにやらおなかのあたりを見つめていた。

「んー……」

「ち、ちずるさん？　望さん？」

「ちょっとあかね。あなたのおなかはどうなのよ？」

　と、ちずるが、手を伸ばす。

　あかねの制服の、ブレザー、ブラウス、そしてなかに着ていたシャツまでもをいっしょにまくりあげて、おなかを露出させた。

「お？　あかね？」

　と、そのおなかを指先でつまんだのは、望だった。

　ぷにぷに。

　ぷにぷに。

「ふーむ、意外と……」

「――ぎゃー！」

　あかねの叫びが、教室中にとどろく。

「ぎゃー、ぎゃー、ぎゃー!?」

「あらー、ダメよー、あかねったら。お勉強ばかりじゃなくって、ちゃーんと運動もしなくちゃ……わたしたちみたいに、うふ、毎夜毎晩？　ねー、耕太くーん」

「ぎゃああー!?」

「失礼だよ、ちずる」

　望のぞむが、たしなめた。

「あかねは冬に備えて、あぶらみをためていただけなんだから。ほら、冬は寒いし」

「ぎゃああああ！　ぎゃああああ！　ぎゃあああああああ！」

　あかねはさきほどちずるにまくりあげられたおなかを両手で押さえこんで、くの字になり、叫びながら首をぶんぶんと横に振る。その顔は熟れたトマトのように真っ赤で、メガネの奥の眼めは、すっかり涙目になっていた。

「だ……だいじょうぶだぜ、朝あさ比ひ奈な！」

　と、ここで、びしっ、とたゆらが親指を立てて、にかっ、と笑う。

「おれはちょっとぽっちゃりなぐらいのほうが、好きだからさ！」

「だ、だ、だ……だれが豚おでこだー！」

　べちこーん。

　渾こん身しんの力で振り抜かれたあかねの右手に、たゆらの頬ほおはブチ抜かれた。

「ぐべはーっ！」

　平手打ちされた衝撃で、ぎゅるん、ぎゅるん、ぎゅるん、とたゆらはその場で三回転する。どかーん、と机や椅い子すを巻きこみながら、派手にぶっ倒れた。

「あーん！　わたしそんなおでぶじゃないもーん！」

　とうとうあかねはへたりこみ、泣く。

「たしかにわたし、最近、ちょっとおなかのあたりが……とは思ってたけど、でもちゃんと毎朝ジョギングはしていて、だけどほら、冬って寒いじゃない？　すこしサボってしまって……でもでもだけど、春になったら再開するつもりで！　なのに豚おでこだなんて！　マルちゃん、豚なおでことみどりのたぬきだなんて！　そこまでいわれるほどヒドクないもーん！」

　あーん、あんあん。

　あかねは泣き、さきほど平手打ちによってみごとにＫＯされたたゆらが、地面を這はいずって、そんな彼女に向かって手を伸ばした。

　が、ぴしゃりとはねのけられ、あわれ、たゆらはがくりと倒れ伏す。

「ちずるさん……望さん……」

　さすがに耕太は、ふたりに対して非難の視線を向けざるを得なかった。

　てへ、とちずるはかわいく舌をだす。

　望のぞむは、なにが悪かったのかわからないのか、ん？　と首を傾かしげる。

　そして、遠く、対角線上の席に座っていた未み弥やは、机に突っ伏し、ぷるぷると震えていた。きっと笑っているのだろう。思いっきり笑っているのだろう。

「まあまあ、耕太くん。ほらほら、もうホームルーム、始まるみたいだよ？」

　と、ちずるは、ごまかすように教室の入り口を指さした。

　どうじに、がらり、とドアが開く。

　が。

　入ってきたのは、クラスの担任である、砂さ原はら先生ではなかった。

　ふたりの男女だった。

　男も、女も、どちらも教師には見えない。

　若者っぽい服装もそうだし、年格好もそうだ。男も高校生くらいの年齢に映ったが、女はもっと若い。まるで小学生のように幼かった。

　そして、ふたりとも、耕太は見覚えがあった。

「き……桐きり山やまさん!?　澪みおさん!?」

　耕太の声に、つんつん頭の男、桐山臣おみは、「おう」と片手をあげる。

「変わらないな、おまえら！」

　そのとなりに寄りそって立つ長おさヶか部べ澪は、クラス中の視線を集めてしまっていることが恥ずかしいのか、頬ほおを赤らめ、それでも、ぺこりと頭をさげた。

　桐山臣。

　長ヶ部澪。

　ふたりは、先月、薫くん風ぷう高校を卒業した、ＯＢ、ＯＧだった。

　どちらも妖あやかしで、桐山はかまいたち、澪は人とかえるの半はん妖ようである。

　留年したちずるとは違って、ふたりは無事にここを卒業したあと、大学生になったはずだ。薫風高校とおなじく、〈葛くずの葉は〉が陰から経営している大学のため、ほとんどエスカレーター方式で進学できたと、耕太は聞いていた。

　その、いまは大学生なはずのふたりが、なぜここにいるのか？

　みなが疑問に思うなか、ずかずかずかと、桐山は教室のなかへと入ってきた。そのあとを、澪がちょこちょこちょこと続く。

「な……なにやってんだ……おまえら……」

　あかねにトドメを刺されて床に倒れたままだったたゆらが、顔をあげ、うめくように尋ねた。その頬には、綺き麗れいな手形がついている。

「その質問、おまえにしたいぞ、たゆら。なぜおまえ、倒れてる？　その頬、なんだ？」

　桐きり山やまの問いに、床にへたりこんで泣いていたあかねが、ぱぱぱっと背中を向けた。

　んん？　と桐山はその様子を見て、首を傾かしげる。

「つーかよ……初めて見たな、おまえの私服……いっつも制服だったろ」

　そんなあかねをフォローするためだろうか。

　たゆらが身体を起こしながら浴びせた質問に、桐山は「おう！」と胸を張った。

「おれたち、大学生だからな！　もうおまえらみたいなガキ、違う！　それなりにオトナな格好、しなくちゃダメだ！」

　と、胸を張る桐山は、黒のワイシャツに、黒のスラックスなんて姿だった。

　全身黒ずくめで、首やら手やらにぎらぎらと光るネックレス、ブレスレットのチェーンなんかは、まったく堅気の大学生のものには見えない。黒いワイシャツの胸ポケットにはサングラスが引っかけられており、どうやらここにくるまではサングラス姿だったらしい。

「オトナな格好っつーか……なんかＶシネマな格好っつーか」

　正直なたゆらの感想に、桐山は胸を張ったまま笑う。

「はっはっはっ、褒めるな褒めるな」

「褒めてねーよ」

「うん？　そーなのか？」

　なんて、いぶかしげに眼めを細める桐山の横に、ぴたりと寄りそう澪みお。

　その澪は、薄手のカーディガンを羽織って、なかもひらひらしたワンピース姿だった。

　すこしはオトナに見せたいのか、ワンピースの丈はやや短めだ。が、いかんせん、高校在籍当時から小学生にまちがわれる体型だったため、桐山とはまた違った意味で、普通の大学生には見えなかった。

「って、ゆーかよ……なんだっておまえら、こんなところにいるんだ？　大学生なんだろ？　大学がいつから始まるのかしらねーけど、新入生ってのはいろいろと忙しいもんなんじゃねーのか？」

　もっともな質問を、たゆらはぶつける。

「ふん。知らないのか、たゆら」

「なにが」

「大学生は、ヒマなんだぞ？」

　にかっ、と桐山は笑って、その白い歯を覗のぞかせた。

「……おまえな、世の大学生がみんな遊んでると思うなよ？」

「も、もう、桐山くんったら……」

　桐山の陰に隠れるようなかたちで寄りそっていた澪が、おずおずとたしなめる。

　が、しかし、なぜか桐山は、ぷいっ、とそっぽを向いた。

　おや？

　耕太たちだけではなく、クラスの一同が、どうしたんだろう……？　と興味深く見つめるなか、澪みおは困ったようにうつむいた。大勢の前だったために最初から赤かった顔が、さらに赤く染まってゆく。桐きり山やまのシャツの裾すそに小さな手を伸ばし、つかんで、にぎにぎにぎ、にぎりしめた。

「も……」

　も？

　一同、注目するなか、澪はうつむいたままで、言葉をつむぐ。

「も、もう……お、臣おみったら……」

　名前呼びっスか！

　おまけに呼び捨てのコンボっスか！

　それを間近で聞いた耕太たちはもちろん、まわりで聞き耳を立てていたクラスメイト一同が、ひゃっほう！　と歓声をあげた。

　ひゅー、ひゅー！

　おめでとう、おめでとう！

　桐山は前の番長であり、一般の生徒的には怖おそれられていた存在だったのだが、このときばかりは関係がなかった。初々しいカップルの初々しいさまを見せつけられたことで、みな、幸せゲットだったのだ。耕太もすっかり幸せな気分にひたって、拍手をする。祝福の声をあげる。みな、ひとつだった。桐山と澪のもと、ひとつだった――。

　あ……あれ？

　気がつくと、耕太の視界は涙でにじんでいた。

　鼻をすする。

「もう、耕太くんたら……また泣いて……」

「そ、そういうちずるさんこそ……」

　ちずるも、すっかり瞳ひとみをうるませていた。

　みな、おなじだった。みな、泣いていた。拍手していた。祝福していた。そんなクラス中からの祝福に、桐山は「はっはっはっ」と笑う。澪は真っ赤になってうつむき、しかし、しっかりと桐山に寄りそって、離れない。

「澪、やるう」

　望のぞむが、指先でつんつんと突っつき、からかった。

「き、桐山くん……最近、名前で呼ばないと、へ、返事、してくれなくって……」

　と、澪は真っ赤になってうつむいたまま、答える。

「あ」

　このとき、得意げに笑っていた桐山が、突然、妙な声をあげた。

「すっかり忘れてた。耕太、ちずる。おまえらに、客だぞ」

「……え？　お客さん、ですか？」

　ちずるの差しだしたティッシュで涙を拭ぬぐい、ちーん、と洟はなをかんでいた耕太は、いきなり桐きり山やまにそう告げられて、眼めをぱちくりとさせる。

「おう。ほら、あそこにいるぞ」

　そういって桐山が指さしたのは、教室のドアだった。

　そのドアから、ひょこ、とふたりの男女が顔をだす。

　どちらも、薫くん風ぷう高校の制服を着ていた。その胸のワッペンは、ふたりが一年生であることを、今年の新入生であることを示している。

　ぺこりと頭をさげた新入生ふたりに、耕太は戸惑いを覚えた。
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「で……弟子入り？」

　思わず聞き返した耕太に、突然やってきた一年生の男子は、ハイ、と元気よく答えた。

「ぼくたち、小山田センパイと源みなもとセンパイに、弟子入りしたいんです！」

　その一年生男子の横で、いっしょにやってきた一年生の女子も、しっかりとうなずく。

「お願い……します」

　耕太とちずるは、互いに顔を見あわせた。

　突然、耕太たちのクラスを訪れた、一年生の男女。

　ふたりは、それぞれ、北ほく斗とセイジ、南みなみユウコと名乗った。

　セイジと名乗る一年生の男子は、くりくりしたくせっ毛頭で、眼もくりくりと大きく、じつに素直そうな顔だちだった。用具室でララミーララミーだった耕太は知らなかったが、彼はさきほどの対面式で、新入生の代表を務めたらしい。

　そのセイジの横に立つ一年生の女子、ユウコは、ゆったりとした髪を後ろでゆったりとまとめて、じつにおっとりとした顔で、にこやかに微笑ほほえんでいる。

　耕太には、目の前の一年生がとてもかわいらしく感じられた。

　センパイとして、最上級生として、できるだけのことはしてやりたい。

　素直にそう思えた。

　だが。

「あの……弟子入りって、なんの？」

「ハイ！　ぼくたち、おつきあいしてまして！」

　素晴らしくハキハキした声で、セイジは語った。恋人宣言された横のユウコが、恥ずかしげにうつむく。その口元には誇らしげな笑みを浮かべながら。

「あ、ああ……そうなんだ……で？」

「ハイ！　ぼくたち、小山田センパイと源みなもとセンパイのお噂うわさは、かねがねお聞きしてまして！」

「う……噂？　ぼくとちずるさんの？」

「ハイ！　小山田センパイと、源センパイのです！」

　しかし、それにしても彼、北ほく斗とセイジの返事は素晴らしかった。

　ハキハキと明るく、姿勢もよく、新入生の代表に選ばれたのもなるほどと思える。

　ちなみに、目の前に直立する北斗セイジ、南みなみユウコの一年生カップルに対し、耕太、ちずる、望のぞむの三人は、さきほどまで正座していた自分たちの席の椅い子すに、こんどは素直に腰かけていた。もちろんセイジ、ユウコのふたりには椅子を勧めた。が、固辞されたのだ。

　たゆらはさきほどまで倒れていた床に、そのままあぐらをかいていた。

　その横にはあかねが立ち、後輩に対して威厳を保つためか、それとも直前までのアレが恥ずかしかったのか、難しそうな顔をして、口をへの字に曲げている。

　ユウキ、キリコら野次馬サイドのかたがたは自分の席に座ったまま聞き耳を立て、セイジ、ユウコを紹介した桐きり山やま、澪みおも残って、ふたり窓際に並び、話を聞いていた。

　つまり、みんなに会話は丸聞こえだったわけで。

　それでも、おそるおそる、耕太は尋ねてみる。

「あのー……ぼくたちの噂って、どんな……？」

「ハイ！　小山田センパイと源センパイは、ベスト・カップルだって！　いや、ベスト・カップルなんて言葉じゃあらわせないな、そう、コンプリート！　まさに完全無欠の、コンプリート・カップルです！」

「こ、こんぷりーとぉ……？」

「やーん！」

　と、ちずるが、嬉うれしそうな声をあげて、横から耕太に抱きついてきた。

「なあに？　なになに？　わたしたちのこと、そんな噂になっちゃってるの？　この学校だけじゃなく？　あなたたちのところまで？」

「ハイ！　ぼくたちの中学校までです！」

「やんやんやーん！　ちずる、恥ずかしいぃい～！」

　ちずるは耕太に抱きついたまま、恥ずかしいといいながら顔には喜びに満ちた笑みを浮かべて、ぶんぶんと顔を横に振りだす。ばっさばっさと背に伸びる黒髪が揺れた。

「ね、ね、どうしよう、耕太くん？　わたしたち、コンプリート・カップルなんだって！　この子たちの中学校にまで噂、広まっちゃってるんだって！　やだ、ちずる、困っちゃう……明日から変装しなくちゃダメかなあ？　じゃないと街、歩けないかなあ？」

「なにを呑のん気きなこといってるんですか、ちずるさん！」

　耕太はちずるの耳元に、小声でささやく。

「そんなぼくたちの存在がみんなに知られてるんじゃ、もうまどかを連れて街まち中なかを歩けなくなっちゃうじゃないですか！　どうします？」

「あ……そっか。そうだ！　どうしよう！」

「――待ちなさい」

　と、厳しい声を響かせたのは、あかねだった。

　あかねはセイジとユウコを見つめ、くいくいっとメガネの位置を直す。

「あなたたち……北ほく斗とくんと、南みなみさんっていったわね？」

「ハイ！　朝あさ比ひ奈なセンパイ！」

「……どうしてわたしの名前を、知ってるの？」

「だって、小山田センパイ、源みなもとセンパイにとっては、朝比奈センパイは犹えぞ守もりセンパイにつぐ、第二のアイジンじゃないですか！」

　ぶふふー！

　あまりに衝撃的な言葉に、耕太は噴きだし、あかね、たゆらもどうじに噴きだした。

「だ、だだだ、だれが!?　だれがアイジン!?」

　あかねが、セイジに詰めよる。

「え？　中学校での噂うわさで……」

「ふざけんな、てめえ！　朝比奈が耕太のアイジンとか、いくらなんだっていっていいことと悪いことがあるだろーが！」

　たゆらも、セイジに詰めより、こちらは胸元をつかんで引きよせた。

「ですから、中学校での噂で……」

　たゆらからほとんど恫どう喝かつめいた行為をされても、セイジは変わらず、くりくりっとした眼めで、明るい表情で、ハキハキと答えていた。ある意味、スゴイ。

「あー……」

　その喧けん噪そうをビデオカメラに収めつつ、しみじみとユウキがつぶやく。

「噂ってのは、広まってゆくうちにだんだんと内容が変わっていっちゃうものなんだよねー。ほら、伝言ゲームみたいなものだから。人はなかなか細部までは覚えないものなんだなあ、これが」

「ユッキー……あなたが広めたんじゃないの？」

　そのユウキを、となりの席のキリコが、ジト眼で見つめながら、いった。

「ええ？　わたし？　違うよ、きーちゃん！　わたしはあくまでもこの学校のなかだけ！　それも噂じゃなくって、真実だよ！　まあ……真実が、人を介して外に伝わってゆくうちに、だんだんと変わってゆくのは避けられなくはありますが……」

「と、ととと、とにかく！」

　メガネの位置をくいくいくいっとなんども直しながら、あかねは叫んだ。

「わたしは小山田くんのアイジンなんかじゃありません！　いい、納得した？　納得したでしょう？　なんでもいいから納得しなさい！」

「ハイ！　納得、しました！」

　セイジの素直な返事に、あかねは「よろしい！」と力強くうなずく。

「では、こんどはこちらが納得させていただく番です！」

「朝あさ比ひ奈なセンパイを……ですか？」

「ええ！　あなたたち、こういったわよね？　小山田くんとちずるさんに、弟子入りしたいんだって！」

「ハイ！　弟子入りしたいです！」

「なんの弟子入りなの？　だってさっき、あなたたちも対面式に出席していたなら、知っているはずでしょう？　この人たちが対面式の場で、いったいなにをやっていたのか！　悪いことはいわないわ。やめておきなさい。この人たちに弟子入りなんて、高校生になって早々、いきなり人生を棒に振るような真似は！」

「なによー、それ、どーゆー意味よー、あかねー」

「そのままの意味です！」

　ぶーぶーと唇を尖とがらせて文句をいったちずるを、あかねは、きっ、と睨にらむ。

「悪人には、二種類いるんです……最初は善良で、次第に悪に染まったものと、生まれたときから悪一色だったものの、二種類が！　小山田くんに、ちずるさん！　あなたたちは後者です！　いわば生粋のエロス！　ナチュラル・ボーン・エロス！」

「え、ええ？　ぼくもですか？」

　思わず耕太は声をあげた。

「……ぼく『も』？　耕太くん、その『も』ってなあに？　どういう意味？」

　とたんに、抱きついていたちずるに、にこにこと問い詰められる。

　し、しまった！

　失敗した！

　笑顔のちずるに迫られるがまま、耕太は、「あ、えーと」と視線を逸そらしてしまった。すぐさま、「ん？　んんー？」と、その笑顔をぐいぐいとさらに近づけられる。

　うう、怖い、怖いよう！

「ああ、だいじょうぶですよ、朝比奈センパイ！　ぼくたち、ちゃーんとわかってますから！　ね、ユウコちゃん？」

　と、ここで、セイジがあかねの忠告に対して回答し、横のユウコに同意を求めた。ユウコは黙ってうなずく。

「わかってる……？　わかってるって、小山田くんと源みなもとさんの、なにを？」

「ハイ！　〈あまえんぼさん〉です！」

　げぼはっ！

　あまりにも尋常ならざるキーワードをハキハキとした声で聞いて、耕太は咳せきこんだ。

「あ、あああ、ああ……」

〈あまえんぼさん〉だってー!?

　なぜ！　なぜその言葉を！　耕太とちずる、そして望のぞむのあいだでしか使われていないはずの隠語を！　〈あまえんぼさん〉――すなわち〈ちちまくら〉を示す隠語を、なぜ、彼らが!?　まさか、そんなことまで噂うわさに!?

「あとは〈おまたくにくに〉に、〈おへそつぷつぷ〉に……」

「〈ひみつのケーキ〉」

「ああ、そうだね！　それを忘れちゃいけないよね！」

　セイジとユウコ、ふたりの新入生カップルは、あくまでもほがらかに笑った。

　とても耕太は笑えなかったが。

　むしろ、あまりの戦せん慄りつに身体の震えが止まらなかったが。

　どこまで……噂になっているんだ……？

「よく知ってるわねー、あなたたち」

　ちずるも、すっかり耕太を問い詰めるのを忘れ、感心したような声をあげた。

「ハイ！　なにせ有名ですから！　噂で！　ですから、ぼくたち、そんな、四十八の殺人技ならぬ、四十八の純愛技を使いこなすコンプリート・カップルである小山田センパイと源みなもとセンパイに、弟子入りしたいんです！　だってスゴイじゃないですか！　普通、そんなの思いつきませんよ！　よほど愛情がなくっちゃあ……」

　あ、愛情……なのかなあ？

　耕太にはあまり自信が持てなかった。

　ついでに身体の震えも止まらなかった。

「ねえ、小山田くん？　〈あまえんぼさん〉って、なあに？」

　と、ここで、あかねがじつに答えづらい質問を浴びせてくる。

「え？」

「だから、〈あまえんぼさん〉よ。なんなの、それって？」

「あ、いや、その……べつになんでもないんです！　朝あさ比ひ奈なさんが気にするようなことでは！　まったく！」

　あかねの眉み間けんには、むっ、と皺しわが寄った。

「つまり、わたしには伝えちゃマズイことなわけね！　なに、なんなの？　答えなさい、小山田くん！　〈あまえんぼさん〉とは、なんなんですか！」

「で、ででで、ですからあ」

「お願いします！　小山田センパイ、源センパイ！　弟子入りさせてください！」

　と、ただでさえ厄介な状況だというのに、さらにセイジとユウコが交ざってきた。一年生カップルはふたりそろって、深々と頭をさげてくる。

「って、やめなさい！　よくはわからないけど、きっと〈あまえんぼさん〉とやらもイケナイことに決まってるし！　いやらしいことに！　エロス、禁止！」

　忠告を無視して弟子入りをせがむ一年生カップルに、あかねが声を荒げた。

「ですけど、ぼくたち、どうしても弟子入りしたいんです！」

「そうです！　わたしたちも、コンプリート・カップルになりたいんです！」

「だーかーらー！　どうしてわざわざ汚れようとするの！　あなたたちは綺き麗れいなのに！　純粋なのに！　もしかして破滅願望？　思春期にありがちな？」

　だああああああ。

　激しくやりとりを交わすあかね、一年生カップルを前に、耕太は頭を抱えた。

　ど、どうしよう？

　どうすればいいんだ？

　あかねには〈あまえんぼさん〉がバレるし、一年生カップルは弟子入りしたいとかいうし、耕太たちの噂うわさはプレイレベルまで広まってるし、もう、いったいどこから手をつければいいのかさっぱりわからない。なのに耕太に抱きつくちずるはといえば、あかねと一年生カップルのやりとりを見て呑のん気きに笑ってるし、望のぞむは、口を半開きにしてよだれを垂らして、またもお肉の星に星間旅行してるしで、まったく気にした様子がなかった。

　ああ、ぼくも……。

　お肉の星に、いきたくなっちゃったなあ……あぶらみ……。

　と、耕太が、全力で現実逃避しかけた、そのときだった。

「はいはいは～い。ホームルームのお時間ですよ～」

　丸い大きなメガネをかけた担任教師、砂さ原はら幾いくが、こんどこそ本当に教室に入ってきたのは。

　砂原はにこやかな笑顔で歩を進め、教壇に立つ。

　立って、耕太たちのほうを眺め、ん～？　と首を傾かしげた。教師としては多少、威厳に欠ける感じだった童顔の、その眼めを細め、口を開く。

「あら～？　なにやら見慣れない顔がいくつかあるようだけど～？　桐きり山やまくんに～、長おさヶか部べさんに～、あと～？」

　砂原に問いかけられ、一年生カップルはあわてた様子で、自己紹介を始めた。

　とりあえず、助かった……？

　耕太は、ほっ、と胸をなでおろす。

　まあ、とりあえず、なんだろうケド。耕太は、へふう、とため息をついた。
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　それから。

　ホームルームが終わったあとで、耕太たちは例の一年生カップルの件について、みんなで話しあうことにした。

　みんなとは、耕太、ちずる、望のぞむ、たゆら、蓮れん、藍あいの、六人である。

　あえてあかねは入れていない。〈葛くずの葉は〉絡みの話はちょっとできないからだ。

　あまり人には聞かれたくない内容になるだろうと予想できたので、放課後、空いていた視聴覚室を勝手に使わせてもらうことにした。鍵はかかっていたが、耕太たちにかかっては無いも同然。ちょちょいのちょいで開いて、それぞれ、思い思いの席に座る。

「――ハイ、怪しいです！」

「――ハイ、敵の可能性があります！」

　耕太たちからの説明を受けて、さっそく、蓮と藍は挙手をして、発言した。

「弟子入りすると見せかけて、近づき……」

「パパとママに、なにかよからぬことを企たくらんでいるのでは！」

　蓮と藍の意見は、なかなかに手厳しい。

　もっとも、ふたりは一年生カップル、北ほく斗とセイジ、南みなみユウコを実際に見ていない。そのぶん、あの好感度あふれまくる姿は知らないわけで、ある意味、余計なフィルター抜きで判断できるのかもしれなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      　なんて、耕太は好意的に捉とらえたのだが、たゆらは違ったらしい。

「あー、そういえば、おまえらもそうだったもんなー。耕太とちずるに近づいて、よからぬこと企たくらんでたもんなー。なんだっけ、乳がなくなるクスリだっけ、飲ませたんだもんなー。うんうん。さすが経験者の意見は説得力があるぜ」

　と、腕を胸の前で組んで、たゆらはうなずく。

「う」

「うう」

　過去の罪をほじくり返されて、どうーん、と蓮れん、藍あいは挙手したまま、うなだれた。

「たゆら」

　そのさまを見て、ケケケ、と笑ったたゆらを、横から望のぞむがつんつんと突っつく。

「うん？　なんだよ？」

「ハードボイルド・アターック！」

　振りむいたたゆらのおでこに、なぜ持っていたのか、望は縦にした卵を突きたてた。

　どうやら卵は固ゆで卵――ハードボイルド・エッグだったらしく、べぢ、と鈍い音をたてて潰れ、たゆらに悲鳴をあげさせる。

「ふんぎゃー！」

　たゆらは座っていた椅い子すから転げ落ち、おでこを抱えてのたうち回った。

　望は、そんなたゆらには見向きもせず、彼のおでこを使って割った卵の殻を、ぱりり、ぱりり、と剥むきだした。

「な、なにを、なにをすんだよ、望！　ぐ……おおおおおお」

「ん？　人のトラウマをほじくるやつは、狼おおかみに噛かまれて死ぬんだよ？」

　身もだえるたゆらに、望は殻を剥いたゆで卵にぱくつきながら、そう答えた。

　それをいうなら、『人の恋路を邪魔するやつは、馬に蹴けられて死んでしまえ』じゃないですか……と耕太は思ったが、「わーん」「所長ー」と望に抱きつく蓮と藍を見てしまうと、もうなにもいえない。望は、よしよし、とふたりの頭を撫なでていた。

「あのー……ちずるさんは、どう思います？」

　耕太は、自分の机の上を見あげ、そう問いかけてみる。

　ちずるは視聴覚室の席ではなく、耕太が座る机の、その上に腰かけていた。腰かけて、ぶらりぶらりと脚を揺らしていた。

　耕太の問いかけに、ちずるはその揺らしていた脚を止める。

「うん？　なかなか見どころのあるカップルだなって思ったけど？」

「見どころ……ですか？」

「だってそうじゃない？　わたしたちをコンプリート・カップルだなんて……さらに弟子入りしたいだなんて、ねえ？　まだ若いのに素晴らしいじゃない」

「――けっ」

　と、吐き捨てたのはたゆらだった。

　たゆらはすっかりやさぐれた顔つきで、床から身を起こすところだった。

「なーにがコンプリート・カップルだよ。どっちかっていえばコンクリート・カップルだろ。速乾性の。出会ったとたんに、速効で固まりやがってよ……けっ。けっ」

　たゆらは立ちあがって、椅い子すに座りながら、そう毒づく。

　な、なかなかうまいことをいうなあ……。

　なんて、すっかり耕太は感心していたのだが。

「あら、たゆら？」

「あん？　なんだよ、ちずる？」

「ハードボイルド・アターック！」

　ひょい、と望のぞむが放ほうった卵をちずるは受けとって、たゆらのおでこ目がけ、ブン投げた。

　すぱーん。

　見事に命中し、固ゆで卵の殻は、たゆらのおでこで砕け散る。

「ぐむぎゃー！」

　たゆらはおでこを押さえて、またも椅子からひっくり返った。

「なにを、なにをー!?」

　床の上でくねりながら、たゆらは叫ぶ。

　そんなたゆらをちずるは呆あきれたような眼めで見下ろしながら、はあ、とため息をついた。

「いちいち絡んでくるんじゃないっての、バーカ。あかねにつれなくされたからって、まわりに八つ当たりするんじゃないの」

「べ、べべべ、べつに、朝あさ比ひ奈なは関係ねえだろ……」

　そういいつつ、なんだかたゆらは小さくなったように、耕太には感じられた。

「――で？　耕太くんはどう思うの？」

　と、たゆらに対するのとはうってかわった笑顔で、ちずるは尋ねてくる。

「え？　ぼくですか？」

「そう。あのふたり、どう思った？」

「ぼくは……」

　耕太は、んー、と視線をさまよわせた。

　頭のなかに、ふたりの姿を思い浮かべてみる。

　耕太とちずるに弟子入りを願った、あのふたり。

　くりくりした髪に、くりくりしたまなこの、北ほく斗とセイジ。

　ゆったりした髪に、おっとりしたフェイスの、南みなみユウコ。

　ふたりの初々しい新入生カップルの姿は、きらきらと輝いて、くもりひとつなくって、すこしばかり耕太はまぶしく感じるほどで――。

　ああ、昔はぼくも――。

　あんな風に、汚れなく――。

　なのにいまは――。

　あまえんぼさーん！　さーん！　さーん！

　……。

　へふう。

　自然と、耕太の口からはため息がついてでてきた。

「ど、どうしたの、耕太くん？　なんだか急に、どっと疲れたような顔つきになって」

「あ、いえ……なんといいますか、オトナになることの残酷さを思い知ったような、そんな気分になってしまいまして……えっとですね、弟子入りうんぬんに関してはともかく、ぼくはあのふたり、北ほく斗とくんと南さんは、決して悪い人じゃないように思うんですが」

「うん……そうだよね。悪い子たちには見えなかったよね」

「へっ、どーだかね」

　と、たゆらがおでこをさすりさすり立ちあがって、またそんなことをいう。

「一見、マジメそうなガキほど裏じゃなにを考えてんのかわかんねーもんだぜ……っつーかよ、いまどき、あんなきらきらした眼めをしたガキがいるかってんだ！　いないね！　いません！　最近の子供ってのはな、夢も希望も失っちゃって、腐った魚のような眼をしてるもんだ！　だって情報過多社会だからね！　知りたくもない現実を知ってしまうからね！　現実は残酷なんダ！　夢は叶かなわないんダ！」

「ねー、望のぞむー？　まだゆで卵、あるー？」

　ちずるの声に、望はポケットからあらたな卵をとりだした。

「ちょっと待った！　これは八つ当たりじゃねーぞ！　ただの事実だ、事実！　わたしは事実を話してますぅー！　そもそもだな、コンプリート・カップルとやらになりたいからってだな、おまえらに弟子入りする時点で、どう考えてもマトモじゃねーだろ！」

「たゆら……」

「な、なんだよ。やめろよな、もうゆで卵は。あれ、マジで痛いんだからな！」

「おまえ、すっかり歪ゆがんでしまったわねえ……あれかしら、恋がこじれると、こうなってしまうものなのかしら。世の中を斜めから見てしまうようになるというか……あのね、たゆら。いくらあかねが自分の思うようにならないからって、自分が悪いんじゃない、世の中が悪いんだとか考えるようになっちゃうと……いろんな意味で、辛つらいわよ？」

「うるさいな！　だから朝あさ比ひ奈なは関係ないってーの！　ほっといてくれよ、もう！」

　すっかりすねてしまった様子のたゆらに、ふふっ、とちずるは笑う。

　視線を、まだ望のぞむに抱きついたままの蓮れん、藍あいへと向けた。

「ねえ、蓮、藍、あなたたちは？　さっきと意見は変わらない？　つまり、やっぱりセイジとユウコのふたりは信用できない？」

「「わ、わたしたちは……」」

　蓮と藍は、互いに顔を見交わす。

　うん、とどうじにうなずいた。

「たゆらと同意見になるのはちょっと複雑ですが……」

「ハイ。パパとママに弟子入りを求めたふたりは、やっぱり怪しく思います」

　蓮と藍はうつむき加減になりながらも、上目づかいでしっかりとちずるを見つめ返して、そう答える。

「ふむふむ……望は？　どう？」

「ん？」

　ちずるに問われて、望は、ん～……と首を左側にゆっくり、続けて、右側にゆっくりと傾けて、しばらく悩んだ。

「……肉」

　ぽつりと洩もらす。

「肉？　なにが？」

「ん？　今日の夕ご飯じゃないの？」

「今日の夕ご飯はたけのこご飯です。じゃ、あとは耕太くんね。耕太くんの意見は？」

「ぼくは……あのふたり、北ほく斗とくん、南みなみさんが、悪い人だとはやっぱり思えないです。でも、ぼくたちへの弟子入りは、ちょっと……だって〈あまえんぼさん〉とか、人に教えることじゃないと思いますし、絶対、朝あさ比ひ奈なさんにもすっごく怒られるでしょうし」

　目の前の机に腰かけるちずるを見つめ、耕太は答えた。

　すると、んー、とちずるは天井を見あげ、考えこみだす。

「そっか……耕太くんは反対か……」

「え？」

　ぼく『は』反対？

　じゃあ、ちずるさんは……と、耕太が質問しかけた、そのとき。

　ドアをノックする音が、視聴覚室に響く。

　見ると、視聴覚室のドアのガラスごしに、たったいま話題になっている例の一年生カップル、くりくりした髪にくりくりしたまなこの北斗セイジと、ゆったりした髪を後ろでまとめたおっとり顔の南ユウコが、顔を覗のぞかせていた。

「む！」

「まさか、アレが！　アレがそうなんですか！」

　蓮れんと藍あいの表情が、険しいものへと変わる。

「うん、そう。アレが例の一年生カップル、北ほく斗とセイジと南みなみユウコよ。はーい、セイジくんに、ユウコちゃん、どうぞー？　入っていいわよー？」

　ちずるは蓮と藍に説明してから、セイジとユウコをなかへと呼びこんだ。

「ハイ、失礼します！」

　あいかわらずのハキハキした声で、セイジはドアを開ける。

　ユウコとともに、視聴覚室のなかへと入ってきた。

　ふたりは、まっすぐに耕太とちずるの元を目指す。

　しかし、その前に、蓮と藍が立ちはだかった。

「待て！　おまえら！　よく我らがここにいるとわかったな！」

「我らは行き先をだれにも告げていないのに！」

「あ、七な々な尾おセンパイですね？　えっと、こちらが蓮センパイに、こちらが藍センパイ。初めまして、ぼくは北斗セイジです！」

「わたしは、南ユウコです」

　警戒心を剥むきだしにする蓮と藍に対して、セイジとユウコはじつに友好的に接した。しっかりと蓮、藍を見わけた上で、自己紹介し、深々とおじぎをする。

　蓮と藍は、眼めを丸くした。

「わ、我らのことも知っているのか？」

「見わけかたまで？」

「もちろんですよ！　左のおさげが、蓮センパイ。右のおさげが、藍センパイ。なにせおふたりは小山田センパイ、源みなもとセンパイのお子さんですからね！　源センパイによく似た、とてもとてもかわいい娘さんだって中学校でも噂うわさですよ！　いやあ、でも、実際に見ると、本当にかわいいよねえ、ユウコちゃん？」

「センパイに対してかわいいなんて、失礼だよ、セイジくん」

「あ、そうか！　すみません、蓮センパイ、藍センパイ！」

　セイジは頭をさげて謝罪するが、蓮、藍はちっとも聞いちゃいなかった。

「わ……我らが……」

「パパとママの、娘……」

「ママ似で……」

「とてもとてもかわいい娘！」

　ほわほわほわ～ん。

　蓮と藍の顔は、すっかりとろけてしまっていた。「娘……」「かわいい娘……」とつぶやきながら、にたにたと嬉うれしそうに笑いだす。

「あ、そうそう！　どうしてぼくたちがセンパイたちの居場所がわかったかでしたね！　いやあ、捜しましたよ！　ぼくたちの弟子入りについてお返事をいただこうと、放課後になってすぐセンパイたちの教室にうかがったんですが……もうみなさん、どこかにいかれてまして！」

「――で、校内を捜しまわったってか？　なんかおかしくねーか、ん？」

　と、あっさり陥落してしまった蓮れんと藍あいの代わりに、セイジとユウコ、ふたりの一年生カップルの前に立ちはだかったのは、たゆらだった。

「どうしてもう帰ったと思わなかったんだ？　おっと、教室のやつに訊きいたなんてぬかすなよ？　さっきそこの双子がいったようにな、おれたちは教室のだれにも行き先を告げずに、こっそりと素早く姿を消したんだ！　そう……朝あさ比ひ奈なといっしょに帰るのをあきらめてな！　あきらめたんだよ、おれは！　なのにどうしてまだおれたちが校内に残ってると思ったんだコノヤロー！」

「え？　だって、コンプリート・カップルであらせられます小山田センパイと源みなもとセンパイが、ぼくたちの弟子入りについてなーんにもいわずに、無視して、まさか帰るわけがないじゃないですかー？　だからぼくたち、きっとどこかにいるんだって思って、がんばって捜したんですよー？」

　セイジは、くりくりっとしたまなこで、きらきらっとした表情を浮かべながら、まっすぐにたゆらを見つめ、答えた。

「お……そ、そうか」

「ハイ！　そうなんです！」

「くっ……オイ、耕太ァ！　答えてやれ！　こいつらに、弟子入りについてなァ！」

　まっすぐな眼めを持つ新入生の前に、あえなくたゆらも陥落したらしい。

　完全に耕太へと丸投げしてくる。

　た、たゆらくん……。

　と、一瞬、耕太はたゆらに対してなまあたたか～い感情を持ちそうになってしまったが、考えてみればこの件は自分とちずるの問題である。耕太が回答するのがいちばん誠意ある対応だろう。

　だから耕太は、椅い子すから立ちあがった。

　セイジとユウコのふたりに、向き直って――。

「あのね、セイジくん、ユウコちゃん。ぼくたち、考えたんだけど、やっぱり……」

「いいわよ？　弟子入り、許可しましょう」

　耕太が断りかけたとき、横から、ちずるが弟子入りを許可した。

「……や？」

　呆ぼう然ぜんとして、耕太は自分の机の上に腰かけたちずるを見る。

　すでにちずるは机から、ぴょん、と降りて、セイジ、ユウコの前に立っていた。

「ほ……本当ですか、源みなもとセンパイ！」

　信じられないといった様子で、セイジが尋ね返す。

　もっとも、信じられない様子なのはセイジの横に立つたゆらもおなじで、口をあんぐりとさせていた。蓮れん、藍あいもおなじく、口をあんぐり。望のぞむも口を半開きにしていたが、「たけのこご飯……たけのこ肉詰めご飯？」とよだれも垂らしかけていたので、おそらく、違う種類のものだろう。

「ええ、本当よ？　コンプリート・カップルに二言はありません」

　セイジに向かって、ちずるは、にっこりと微笑ほほえんだ。

「や……やったあ！」

　一年生カップルは喜び、互いに手と手をとって、その場で跳びはねだす。

　はしゃぐふたりに、ちずるは、うん、うん、と感慨深げにうなずいていた。

　と、セイジが、ぼんやりと立っていた耕太のほうへと向かってくる。

「ありがとうございます！　小山田センパイ、ありがとうございます！」

「え？　あ……う、うん。おめでとうございます」

　感極まったらしく、セイジの顔は涙で濡ぬれていた。

　その涙顔に押されるかたちで、ついつい耕太は祝福の弁なんか述べてしまう。

　ああ、もう、とても弟子入りをなかったことになんか、できない。

　な……なんで？

　ちずるさん、どうして？

　ほとんど独断で弟子入りをオッケーしてしまったちずるを、耕太がうつろな思いで見つめてみると。

「み……源センパイ……わたし……」

「あら？　源センパイ？　違うでしょう？　もうわたしはセンパイじゃないでしょう？　だってあなたたちは、わたしたちに弟子入りしたんだから……」

「は……ハイ！　お師匠さま！」

「ウム！　ユウコよ、東方は燃えておるぞ～！」

　ちずるは、やはり涙顔のユウコとそんなやりとりを交わし、彼女の肩を抱いて、窓の外の沈む夕日なんかを指さしていた。

　なんなんですかー、それー。

　なにがなんだか、耕太にはさっぱり理解ができなかった。

　と、このとき。

　たまたまちずるが指さした窓の外から、耕太たちを見つめる視線があった。

　校庭に生える、一本の桜の木。

　みごとに咲きほこって、はらはらと薄桃色の花びらを散らす桜の、その花はな霞がすみに隠れるようにして、少女がひとり、枝の上に潜んでいる。

　年のころは、中学生くらいだろうか。

　ちょうど新入生たちとおなじくらいの背丈、体つきで、少女は、白いひらひらしたドレスのようなワンピースを身にまとっていた。

　その髪は黒く、とても長い。

　膝ひざまで届くほどの長さで、とくに整えられてはおらず、そのため、伸びた前髪ですっかり顔が隠れてしまっている。

　手には、大きなぬいぐるみを抱いていた。

　そうして少女は、桜の枝の上に立って、ぬいぐるみを抱きしめながら、校舎の窓ごしに耕太たちの姿を見つめていた。見つめて、顔を隠す前髪からわずかに覗のぞく口元に、にぃ、と笑みを浮かべていた。

　風が吹く。

　舞い散る花びらのなか、少女は動かない。

　笑みを浮かべながら、耕太たちを見守り続けていた。

　飽きることなく、いつまでも――。
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　その日の夕食後。

「ちずるさん……どうしてなんですか？」

　思いきって、耕太はちずるに尋ねてみた。

　あれから、耕太は呆ぼう然ぜんとしたまま学校をでて、弟子入りに喜ぶ北ほく斗とセイジ、南みなみユウコのふたりと別れ、自分の家に帰った。

　家というか、学校の寮だったのだが。

　元々はアパートだったものを寮として転用したもので、建物自体はけっこう古い。

　その寮の二階に、耕太たちは住んでいた。

　二階の、三つの部屋を、壁をブチ抜くことでひとつの大部屋へと無断かつ強引にリフォームし、耕太、ちずる、望のぞむの三人は、いっしょに住んでいたのだ。

　ちなみに下の一階には、ちずるの母、玉たま藻もが、配下の雪女たちとともにいた。

　やはり玉藻も無断かつ勝手に内部を改装しており、ってゆうか、地下に広大な迷宮なんかを作りあげていたりする。地下十階を目指しているらしいが、はたしていまは何階層まで完成させたのだろうか？　すこしばかり怖くて、耕太は訊きけずにいた。

　そんな自宅である学校の寮に、耕太たちは帰って、夕食をとった。

　今日の夕食は、ちずるの予告どおり、たけのこご飯だった。下に住む玉たま藻もからおすそわけしてもらったものらしい。なにせ玉藻は山奥の温泉旅館の女将おかみであり、付近の山々の持ち主でもある。山の幸にはことかかない。

　その旬であるたけのこご飯のほか、山菜やら、お刺身やらが食卓には並んだ。

　耕太、ちずる、望のぞむ、そして夕食にお呼ばれした蓮れん、藍あいの五人は、それらを美お味いしくいただく。望は肉分が足りなかったのか、冷凍のからあげをレンジでチンして、さらに追加していたが。

　で、きれいに、すべて平らげたあと。

　あとかたづけも終え、あとは就寝まで、まったりと時間をすごすばかり……となったとき、思いきって耕太はちずるに弟子入りの件を尋ねてみたのだった。

　もちろん、耕太はそれまでにも、なんどか尋ねようと試みてはいた。

　が、そのたびにうまくはぐらかされていた。

『やっぱりたけのこご飯だけじゃ足りないよね～？』

　とか、

『あー、蓮、藍？　ちょっと手伝って～？』

　とか、かわすかわす。

「……うん？　なにが、耕太くん？」

　やはり今回も、かわすつもりなのだろうか。

　ちずるは、耕太に尋ね返してくる――娘であるまどかに、食事を与えながら。

　赤ん坊であるまどかへの、食事。

　すなわち授乳であった。

　ちずるは学校の制服から、ゆったりとした上下のスエットに着替えていたが、その長なが袖そでシャツの裾すそを大きくまくりあげ、胸のふくらみ――大きなおっぱお、略しておおおっぱお――をぶららーからだし、まどかの口にふくませる。

　ちうちうちう。

　もこもことした肌着に包まれたまどかは、じつにいきおいよく、おっぱおを吸っていた。

　吸っているといっても、実際にちずるのおっぱおからはミルクはでていない。

　でているのは〈気〉だった。

　ちずるの〈気〉。

　まどかは耕太とちずるの〈気〉が合わさることで誕生した子供なため、もうすこし成長するまでは、食事ではなく、両親が〈気〉を分け与えるのがいちばんいいらしい。そう玉藻から説明された耕太が「だったら自分が与えても……？」と尋ねたら、意味ありげに笑われた。笑いの理由を訊きくと「だって耕太さん、もう与えてるじゃない……ちずる経由で」とのことだった。なるほど、たしかに耕太は、毎晩毎晩、ちずるに〈気〉を吸いとられていた。あー、そっかー、そうですねー、あはははー。耕太は笑った。玉たま藻もの前では笑って、あとですこし泣いた。くすん。

「……くん。耕太くん。耕太くーん。どうしたのー、耕太くーん」

「……え？　あ、なんです、ちずるさん？」

　呼びかけに、耕太は顔をあげる。

　すると、ちずるだけではなく、その左右でおっぱおを吸うまどかをうらやましそうに指をくわえて眺めていた蓮れんと藍あいも、指をくわえたまま、耕太を見つめていた。

「いや、なんです？　じゃなくって。耕太くんのほうからわたしに尋ねてきたんでしょ？」

「ぼくから……？」

　あ。

　耕太は思いだした。

「そ、そうです、そうでした！　あ、あの、今日の弟子入りの件なんですけど！」

「ああ……その件ね」

　ちずるはうっすらと微笑ほほえみ、授乳……ならぬ授気？　していたまどかへと視線を移す。

「はい。あの、どうしてちずるさんは、あのふたりの弟子入りを受けてしまったんですか？」

「それも勝手に？　みんな反対してたのに？　断りもなく？」

「え……ええ。まあ、そういうことです」

　まどかを見つめながら、ちずるは耕太が訊ききにくかったことを自分からズバズバとあげていった。そんなちずるに、耕太はなかば呑のまれるかたちで、うなずく。

「あなたたちも？」

　ちずるは左右に視線を走らせた。

　蓮と藍も、指をくわえたまま、おずおずとうなずく。

「そう……」

　ちずるは、ふっ、と静かに笑った。

　顔をあげ、なにやら遠くを見つめだす。

　耕太は振り返って、ちずるの視線を追ってみた。天井しかなかった。

「だって……耕太くん、わたしたち、もう、三年生なんだよ？」

「え？　あ、ハイ。そうですね」

　なにか、どこかで耕太が聞いたことのあるセリフだった。

　あれはそう、たしか、今日の午前中――体育館の用具室で――。

「三年生……それは、後輩を導かなくっちゃいけない、最上級生の立場……だからだよ、耕太くん。わたしだって悩んだ。みんなが反対するなか、悩んだわ。だけど、わたしたちは三年生なんだもん！　後輩に頼られたら、すがられたら、応こたえなくちゃならない三年生なんだもん！　だから……ああ、だから！　わたしは！」

「――って理由にかこつけて、純愛技を追求できるからだよね、ちずる」

「そうそう。ほら、コンプリート・カップルとはなにか？をあのふたりに教えるとなれば、当然、〈あまえんぼさん〉やらなにやら、そっち方面も教えてあげなくちゃダメなわけだし……人に教えるためには！　あらためて自分たちでもやってみなくては！　そうこうしているうちに、あらたな純愛技のひとつやふたつ、たくさん……」

　ここで、ようやくちずるは、自分がなにを発言していたのか、気づいたらしい。

　その発言を引きだした相手、望のぞむを見つめる。

「……望？」

「まあ、春だからしかたないよ、耕太。春はケモノのさかる季節だから。かくいうわたしも、けっこうキテる。耕太、今夜はよろしく」

　望はテレビを見ながら、背中ごしにひらひらと手を振った。

　テレビ画面のなかでは、ぶ厚いステーキ肉を芸能人が食べている。望はその様子を前のめりになって眺めながら、だらだらとよだれを垂らしていた。

「望ー！　フォローになってないッ！」

　ちずるは吠ほえるも、望はテレビに夢中になったまま、振りむこうとすらしない。

「あ、違う、違うんだよ、耕太くん？　蓮れん、藍あい？　わたしはね、ただ純粋にね……」

　耕太は、蓮は、藍は、微笑ほほえんだ。

　あわてて言い訳しようとするちずるに向かって、微笑んだ。

　さすがです――ちずるさん――。

「や、やめてよ、耕太くん、蓮、藍！　その顔は！　責められたほうがまだマシだから！　う、うううう～」

　ちずるはうなる。

　そんな母の姿に、おっぱおを口にふくんだままのまどかが、眼めをぱちぱちさせた。

　と。

　うなっていたちずるが、突然、笑顔を見せる。

「もう、やだあ、耕太くんたらあ。まどかが終わるまで待てないのお？　そんなに欲しいのなら、ほら、右が空いてるから、吸えばいいじゃない！　っていうか吸って！　吸いなさい！　吸うのです！　さあ、耕太くん！」

　まどかが吸っていない、もう片方のおっぱおをちずるは手で持って、示した。

「――ふえ？」

「吸え、吸うんだ、じょー！」

「ち、ちずるさーん！　そのごまかしかたは、あまりにも！」

「なにがごまかしよ！　吸えぇえええ、オラァァァァァ！」

「んじゃー、お言葉にあまえてー」

　そういって飛びこみ、ちずるのおおおっぱおをくわえたのは。

　耕太――ではなく、望のぞむだった。

　ぢうううううー！

　望は吸う。吸う吸う吸う。容赦なく吸いまくった。

「ちょ、ちょっと、望……あなたじゃなくって……いや！　いやああああ！　縮む！　縮んじゃう！　そんないきおいで吸いまくられたら、ぺたんこになるぅうううー！」

　ちずるはもがいた。

　どうにかして自分のおおおっぱおから望を振り払おうとするが、離れない。

　そんな母の姿を見て、まどかは「きゃっきゃ」と喜びの声をあげた。蓮れんと藍あいは自分の指先をくわえた。

　そして耕太は、窓の外を見た。

　カーテンを開け、夜空を、春の星座を眺めた。

　ああ、あれ、もしかして、乙女座かな？

「やーめーてーえええええ！」

　うん、あれは、たぶん、こぐま座だな！



    

  
    
      

三、脂肪遊技
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　翌日。

　新入生の歓迎会やらなにやら、さまざまな学校行事を終えたのちの、放課後。

　耕こう太たたちは、また視聴覚室に集まっていた。

　ただし、こんどは話しあうためにではなく、レッスンのために。

　耕太とちずるに弟子入りした一年生のカップル、北ほく斗とセイジと、南みなみユウコに対するレッスンのため、一同、集結したのであった。

　集まったメンバーは、つぎのとおり。

　小お山やま田だ耕太、源みなもとちずる、犹えぞ守もり望のぞむ、七な々な尾お蓮れん、七々尾藍あいの、五人。

　耕太とちずるは講師なため壇上にあがり、残りの望たちはセイジ、ユウコとともに、席に腰かける。

　そして――。

「なんであなたがここにいるわけ？」

　ちずるが、視聴覚室の最後尾の席に勝手に座っていた人物へ、呆あきれ半分で尋ねた。

「ん？　だって、おもしろそうだしー」

　その勝手に座っていた人物、三み珠たま未み弥やは、自身のツインテールの一本をくりんくりんと指先でもてあそびながら、にゃははー、と笑って答える。

　でもって――。

「あなたたちはなんなの？　あなたたちもレッスン、希望？」

「違います！」

　ちずるに問いかけられ、ぴしゃりとはねつけるように返事をしたのは、クラスの委員長、朝あさ比ひ奈なあかねだった。

　その横で、源みなもとたゆらが「そこまでハッキリと否定しなくてもさ……」と静かにへこむ。

　へこんだたゆらを無視して、あかねはいった。

「わたしは、小山田くんとちずるさんがそのふたりに妙なことを教えこまないよう、監視しにきたんです！」

　びしっ、といいはなち、メガネの位置を直す。

　その言葉どおり、あかねは教室全体を見通せるようにか、視聴覚室の真ん中の席に座っていた。たゆらはその横の席に腰かける。

「もう、あかねったら心配性なんだから……」

　うふふ、とちずるは上機嫌で笑った。

「だいじょぶだいじょぶ！　実践経験からの役立つ知識しか教えないからあ」

「それが心配なんです！」

　しかし、ちずるはひたすら上機嫌で笑うばかり。

「さあ、それじゃあ、耕太くんとわたしのようなコンプリート・カップルを目指すためのレッスン、始めるよー？　みんな、準備はいいー？」

　壇上からのちずるの声に、あかねとたゆらを除く全員が、はーい、と答えた。

「では、まず……カップルにとっていちばん大切なものって、みんなはなんだと思う？」

　と、いきなりちずるは質問を浴びせた。

「いちばん大切な、もの……」

　みな、悩みだす。

　視線をさまよわせたり、腕を組んでうなったり。最前列の席に座る北ほく斗とセイジと南みなみユウコのふたりは、小声で相談まで始めた。

　その様子を耕太は壇上から、ちずるの横に立って眺め、ほっ、と安あん堵どの吐息をつく。

　正直、かなり不安だったからだ。

　いきなり〈あまえんぼさん〉とか始めたらどうしよう……そうどきどきしながらのレッスン・スタートだった。だがこれなら、けっこうまともに進みそうな……耕太はとなりに立つちずるの、その自信に満ちた横顔を眺め、そっと微笑ほほえんだ。

「ハイ！　お師匠さま！」

　目の前の席に座るセイジが、元気よく手をあげる。

「やっぱり、カップルにとっていちばん大切なのは、愛情だと思います！」

　セイジは立ちあがり、ハキハキと答えた。

「うんうん、たしかに愛情は大切よね。ほかには？　ない？」

「あ、あの……ハイ」

　続けておずおずと挙手したのは、その横に座るユウコだった。

「互いを思いあう気持ち……ですか」

「うん、それも大切ね。相手のことをまったく考えずにおこなう行為は、たとえ善意からのものだって、やっぱり身勝手だもの……でもけっこうやりがちなのよねー。自分がいいと思ったものは相手もいいんだって。相手と自分は違う存在なのにねー？」

　わ、なんかちずるさん、スゴクいいことをいってる!?

　いってるんだけど、ぼくのことをあまり考えずに押し倒したりする行為はどうなんですかー。わかっていてやってるんですかー。とても耕太は尋ねてみたくなったが、自重した。

「ハイハイ、ほかにはー？」

　ぱんぱん、とちずるが手を叩たたき、うながす。

「ういーっす」

　ここで手をあげたのは、たゆらだった。

「お？　たゆら、なあに？」

「金だな。マネー。シビアなようだが、お互いを幸せにするためには必要だぜ。やっぱり、なるべくならいいもんを食べたいし、いいもんを着たい。いいところに住みたいし、いいところで遊びたい。それにはまず、金だろ？」

「なるほど、さすがは世の中を斜めに見る男ね！　鋭いところをつくわー。たしかにこの現代社会、たいがいのことはお金があれば片がつくしねー。んー、でも、となりの意外とロマンチックな女の子に対する回答としては、ちょっとダメダメかなー？」

「へ？」

　ちずるの言葉に、たゆらは真横を向いた。

　あかねは、じとっ、と眼めを細めて、たゆらを見つめていた。

「うあ!?　ち、違うよ、朝あさ比ひ奈な!?　ただおれは、頼りがいのあるところを見せようと思って……ほら！　病気になったときとか！　お金がないと大変だから！」

「へー、そうですかー」

「朝比奈さーん！」

「――で、あかね？　真横の守銭奴を軽けい蔑べつするあなたとしては、カップルにとっていちばん大切なものって、なにかしら？」

「だ、だれが守銭奴だー！」

　たゆらは抗議するも、ちずるもあかねも聞いちゃいなかった。ちずるは壇上でにこにこと微笑ほほえみ、あかねは席で「ん……」と考えこむ。とうとう、たゆらはぐすっ、と鼻を鳴らして、「わーん！」と机に突っ伏した。

　た、たゆらくん……。

　ぼくは見てるからね！　たゆらくんを見てるからね！　たゆらくん、ファイト！　と耕太は心のなかでたゆらに声援を飛ばす。

　と、耕太が応援しているうちに。

「恋人同士にとっていちばん大切なことは……節度、でしょうか」

　あかねが答えた。

「節度？　へー、あかねらしー。決して互いの分は侵さず、深く入りこみすぎずってことね？　『いちど燃えあがったら灰になるまでッ！』なわたしたちの哲学とは違うけど、でも、自分を律するあかねらしいわ」

「……そうですか」

　照れ隠しだろうか、ぷい、とあかねは視線を逸そらした。

　その横ではたゆらが、「節度か……どうしても夢中になっちゃうんだよな……」とつぶやき、くすん、と鼻をすすって、あかねに「バカ」と小声でささやかれていたが、耕太はちずるの『いちど燃えあがったら灰になるまでッ！　がわたしたちの哲学』発言が気になって、それどころではなかった。

　そ、そんな哲学があったんだ！

　ちっとも知らなかった……いや、でも……なんだかわかるような……ってゆーか、『わたしたち』ってナニ？　ぼくも？　ぼくもふくまれてるの？　それに、『灰になるまで』っていうけど、毎日毎夜、燃えあがっているような気が……もしかしてぼくのせい？　ぼくが毎日毎夜、燃えちゃうから？　無限軌道？　エブリディ・バーニング？

「あとは……後ろの未み弥や、あなたはどう？　せっかくなんだから、意見ちょーだい？」

「うん？　わたし？　そーだねー……」

　ちずるの呼びかけに、未弥はさきほどくるくると指を絡めていた自分のツインテールの一本を、丹念に伸ばしながら、答える。

「あまり、期待しすぎないことかな」

「期待？」

「うん、そう。だってほら、あまり重い期待は、相手にとっても負担でしょ？」

「……未弥、あなたって、けっこー苦労人？」

　ちずるの質問に、未弥は、にゃははー、と笑った。笑って、ごまかした。

「まあ、まちがってはないけど。期待するってことは、つまりなにかしらの見返りを求めてるってことで、それって本当の愛じゃないしね。んー、あ、蓮れん、藍あい。おなじく苦労人のあなたたちは？　愛に飢えてるぶん、真に迫った答えが得られそうじゃない？」

「わ……」

「わたしたちは……」

　望のぞむとはならびの席に座っていた蓮と藍は、互いに顔を見交わす。

「ご、ごはんが……」

「暖かい家が……」

「う～ん、なるほど！　苦労人らしい、違った意味で飢えてる回答、ありがとうね！　わかる、わかるわ。大切よね。満足に食べられる食事。雨風をしのげる家屋。すっごく大切よね！　命がつなげなかったら、カップルうんぬんじゃないもんね！　贅ぜい沢たくのことしか考えてなかったどこかの守銭奴とは、シビアさの度が違うわ！」

「だから、だれが守銭奴だよー！」

　と、たゆらは魂の叫びをあげるも、やはり反応するものはだれもなかった。

　今回ばかりは耕太も、蓮と藍の過酷な生活環境を思って、にじんだ涙を拭ぬぐうので忙しい。もっとふたりにいいもの、食べさせてあげなくっちゃ……！

「さて、望は？　いっとくけどボケはいらないからね」

「ん？」

　んー……と望は、ゆっくりと首を傾けだした。

「んんんー……肉？」

「お、近い！」

　また望さんたら天然ボケてー。

　そう心のなかでツッコミを入れていた耕太は、思いもよらぬちずるの反応のよさに、「ええ？」と戸惑う。

「ち、近いって……まさか、お肉がですか？　カップルにとっていちばん大切なものはって質問の正解が、え？　お肉？」

「そうだよ、耕太くん！」

　ちずるは、なぜか得意げに、ふふーん、と笑った。

「カップルにとって、いちばん大切なものとはッ！」

「とは？」

「この！」

　じぇろーむ。

　ちずるは、思いきりよく胸を突きだす。

「大きな！」

　れ。

　さらに、思いきりよく制服の前を引っぱり、なかのブラウスごと、ボタンをぜんぶ引きちぎった。

「胸なのよー！」

　ばんなー！

　飛びだした白いぶららーに包まれた巨大なふた組のファイターが、その飛びだしたいきおいで、どん・でぃん・だん・うん！　と重々しいティンパニーの響きのような暴れっぷりを見せる。

「……ちずるさん？」

「そう、カップルにとっていちばん大切なものとは、このお肉！　あぶらみならぬ、色気肉なのです！　この色気肉さえあれば、だいたいの問題は解決してしまうんです！　なにせ見てよし揉もんでよし吸ってよし、サイズ次第ではあるけれど、挟んじゃってもよし！」

「あ、あのー、ちずるさん」

「おっと、勘違いしないでねー、ユウコちゃん？　べつにわたしみたいに最上級神戸ビーフクラスの霜降り色気肉じゃなくったって、ユウコちゃん、あなた程度の大きさがあれば、充分に愛いとしのセイジくんは癒いやしてあげられちゃうんだから☆　まあ、そこのぺたんこオオカミみたいなすかすかすじ肉じゃ厳しいけど！　おほほほほー！」

「ですから、ちずるさん？」

「ええ、癒しましたとも！　昨夜、しっかりと耕太くんのこと、この極上霜降り色気肉で、ぞんぶんに癒しましたから！　耕太くんたらこのお肉とお肉のあいだに挟まれて、『へふー』なんてまるで温泉につかったかのような声をあげたんだから！　ねー、耕太くん？」

「だー、かー、らー、ちずるさんってばー！」

　たまらず耕太は叫んだ。

　しかし、ちずるの暴走レッスンは止まらない。

「あなたたち……こんな話は聞いたことはあるかしら？　クレオパトラの胸があと数センチ小さかったら、歴史は変わっていたと！」

　と、下着に包まれた胸をさらけだしたままで、そんな与太話までくり広げだす。

「いや、ちずるさん、それ、鼻ですから。胸じゃなく、鼻ですから！」

「そして、銀河！　夜空にまたたく銀河！　あなたたち、銀河を英語でいってみなさい！　銀河よ銀河！　星の集まり！　天の川のこと！」

　そして、完全にブレーキの壊れたちずるは、さらにアクセルを踏みこんだ。

「あ……えっと……ギャラクシー、ですか？」

　おずおずと手をあげて答えたユウコを、ちずるは「イエス、イエス！」となにかイケナイお薬でもやっているかのような高いテンションで、両手でもって指さす。

「その銀河という意味をあらわすギャラクシーって言葉はね、ギャラクシアスっていうギリシャ語からきてるの！　で、そのギャラクシアスというギリシャ語の意味するところとは……ズバリ、『乳の川』！　かの英雄ヘラクレスが赤ん坊のころ、お母さんである女神ヘラのおっぱいを思いっきり吸ったら、あら大変、あふれでて、あの天の川になっちゃったんだって！　スゴイよね！　ギリシャ神話、スゴイよね！」

「なるほど！　そういえば天の川のこと、ミルキーウェイっていいますもんね！」

　と、セイジは同意した。

　テンションだだあがりのちずるを前に、さすがというか、若いって素晴らしいというか、敬意はときに人を盲目にさせるというか、一年生カップルふたりに引いたところはまったくない。あいかわらずのきらきらした瞳ひとみで、ちずる師匠を見つめていた。

「そうそう、そのとおりなわけよ、セイジくん……と、いうわけで、さあ、耕太くん！　言葉で教えたあとは、実践タイムよ！　ふたりに実際に教えてあげましょう、この色気肉をどう使用するのか！　レッツ・ビギン！　あー、『ちちだれを　集めて早し　最上川』」

　意味がよくわからない俳句を吟じて、ちずるは耕太に抱きついてくる。

「わー!?　ちずるさーん!?」

「――ハイ、そこまでです、ちずるさん」

　と、いまにも耕太を押し倒しそうになっていたちずるの肩を、いつ近づいてきたものか、あかねがつかみ、押さえた。

　そのあかねのまわりには、たゆら、望のぞむ、蓮れん、藍あい、それに未み弥やらの姿が、ずらり並ぶ。

「はえ？　あ、ちょ、ちょっと、なにを……なにすんのよ、こら、たゆら！　望！　わ、蓮に藍に……未弥まで!?　え、なんで？　あ……あー!?」
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「ふごー！　ふごふごー！　ふごー！」

　かくして、ちずるは取り押さえられた。

　もちろんちずるは最後まで抵抗したが、なにせ多勢に無勢。

　セイジ、ユウコの前では妖よう狐こに変化することもできず、けっこうあっさりと押さえこまれ、なぜか未弥が「こんなこともあろうかと」持ってきていた縄で縛りあげられて、口にはさるぐつわまでかまされた上で、教室の隅に置かれる。

　身動きできないちずるは、せめてもの抗議として、こちらを睨にらみ、うなっていた。

　もちろん、耕太は彼女を助けてあげたかった。

　が、縄をほどけば、きっとまたちずるは暴走してしまうだろう。

　ああ、すべては春の陽気のせいなのか――？

　昨夜もすごかったもんなあ、ってゆーか、たしかに最近、ちずるさんたらすごいもんなあ。やっぱり春だから……？　さかりの季節だから……？　狐きつねだしー……？

　とか、耕太がつらつらと考えていたら、取り押さえられたちずるに代わって、なぜか望のぞむが壇上にあがった。

「えー、アイジンにとって、いちばん大切なものとはー」

　ぶふー、と耕太は噴きだす。

「の、望さん？　なにを？　なにを教えようと？」

「ハイ、それは、積極的に迫ることなのでーす」

「ほえ？」

　耕太は、壇上の横、捕縛されたちずるの近くに立っていた。

　その耕太の元へ、望はつかつかつかつかと迫ってくる。

「もっとも技術が発達するのは、戦争のとき」

「あの、望さ」

「すべては、競いあうことで発達する」

「ですから、ちょっと」

「愛もまたしかり……ゆえに！」

「ふえ？」

　望は、耕太の制服の、その胸元をつかんだ。

　一気に、引き裂く。

「のわー!?」

　びりびりびりびりびり。

　上半身が、あらまあ、すっかりあらわに。

「きゃあああー!?」

　きゃー、きゃー、きゃー!?

　耕太は望に服を引き裂かれて、思わず女の子のような悲鳴をあげてしまった。

　あらわとなった胸元を両腕をクロスするかたちで隠そうとするも、がっき、と望に手首をつかまれ、防がれる。

「や、やだ……望さん、なにを？　なにをするの？」

「へっへっへっ……ダンナさん、覚悟しなー」

「いーやー！」

　かぷっ。

　望は耕太に噛かみついてきた。

　といっても甘あま噛がみではあったが、かぷっ、かぷっ、かぷっ……と、望の口は耕太の首筋から肩口、胸元、脇わき腹ばら、おなかと、だんだんに下へとさがってゆく。

　や、やだ、ぼく、感じちゃう！

　びくんびくん。

　敏感なところをやや乱暴に甘あま噛がみされて、耕太は震えた。

「へへっ、上の口じゃあ嫌がっていても、下のぱおーんは正直だぜー？」

「やめてええええ！」

「――本当に、やめなさい」

　ずびしっ。

　ようやくやってきたあかねに、望のぞむは脳天チョップを食らう。
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「がおー？」

　教室の隅に、またひとり、縛りあげられるものは増えた。

　そのあらたなひとり、望は、やはり縄にさるぐつわの状態で転がり、すでに転がっていたちずるに、怒りもあらわにぐりぐりと身体を押し当てられている。なにせイモムシ状態なので、そうやって身体を押し当てるほか攻撃の手段があまりなかった。

　そして。

　うう……。

　耕太は泣く。

　さめざめ泣く。

　衆人環視の前で暴行されたことにショックを受け、その場にへたりこみ、顔を手で覆って、ぐすりぐすりと泣きじゃくる。

　あ、あんな！

　みんなの前で！

　えぐえぐえぐ。

　耕太の涙は止まらなかった。

「パパ……」

「さあ、もうそろそろ、元気になってください」

　そんな耕太を心配してくれたのか、蓮れんと藍あいが、なぐさめるように声をかけてくる。

「う、うん……そうだね……」

　耕太は鼻をすすりながら、立ちあがった。

　ぼろぼろに引き裂かれた服から露出する肌を隠すため、自分の身体を抱きしめるようにしつつ。

「ありがとう……蓮、藍……」

「いいえ」

「わたしたちは、パパの娘ですから」

　蓮れんと藍あいは、にかっ、と笑った。

　そして、なぜだろう、壇上へと向かった。

　黒板の前に立ち。

「えー、ムスメにとってー」

「いちばん大切なものとはー」

　ぶるーたす、おまえもかー！

　耕太はもう、開いた口がふさがらない。身体の震えも収まらない。口を開けたまま、ぷるぷると震えたまま、壇上のムスメ、蓮、藍を指さした。

　春だから？

　春だからなのか？

　人もやっぱりケモノなのかー！

　進化ってなんだろう？　ダーウィンってなんだろう？　とすっかりスパークした頭でぐちゃぐちゃと考えこみだした耕太の元へ、蓮と藍は近づいてくる。

「ぱぱぁ」

「わたしたちぃ、おまたがむずむずするのぉ」



    

  
    
      



    

  
    
      「――どこで覚えたの、そんな言葉！」

　ぼくじゃないよね？

　ぼくたちじゃあないよね？

　くら、と一瞬、遠のく意識のなか、耕太は、どだだだだ……とだれかの足音を聞いたような、そんな気が、した。

　アグネスじゃ、ないよね？
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　アグネスじゃなくて、あかねだった。

　あかねは怒りに両肩を持ちあげ、どすどすと足音も大きく、自分の席へと戻ってゆく。そのあとを、こわごわといった様子で、たゆらがついてゆく。

　あとに残されたのは、追加の捕縛者、二名だ。

　ちずる、望のぞむ、蓮れん、藍あいで、仲良く縛りあげられ、口にはさるぐつわをかまされ、教室の隅に転がる。

「はあ……」

　耕太の口からは、深い深い、ため息がでた。

　いや、と思い直す。

　これでもう、教えるものはだれもいなくなったはずだ。

　となれば、セイジとユウコに、本日のレッスンは終了との言葉を告げれば、今日のところは帰れるはず。まあ、帰って、家に戻ってからがなんだか怖いような気もするんだけど……とにかく終わらせようと、耕太が破れた服を押さえながら壇上に向かおうとした、そのときだった。

　ひょい。

　耕太は足下をすくわれた。

「わ！」

　まったく予想だにしていなかった出来事に、耕太はみごとに転ぶ。

　どすん、とその場に尻しりもちをついた。

「あたたた……」

　耕太はうめく。

　そこに、ふっ……となにやら人影がかかった。

　え？　と涙目で耕太が見あげると、目の前には――。

「み……未み弥やさん……？」

　三み珠たま未弥が、腰に手を当て、耕太を見下ろしていた。

　未み弥やはその口元に笑みを浮かべ、にぃ……と眼めを細める。

「いやあ、なあにね……あんまりおもしろそうだから、せっかくだし、わたしも交ざろっかなー、なんて思ってさ」

「交ざる……？」

　未弥は、ツインテールを踊らせて、後ろへと振りむいた。

「そこの一年生たち！　ついでに教えてあげるよ！　人の上に立つものとして、いちばん大切なものが、なんなのか！」

　そう宣言するなり、未弥は脚をあげた。

　あ、上履き、履いてない……と、耕太がその黒い靴下だけの足先を、確かめたとき。

　ぽふっ、と未弥は踏んだ。

　耕太の股こ間かんを。

　靴下だけの足で。

　軽く、やわらかく踏み、そして。

　ふみん、ふーみん、ふみふみふみーん。

　ふみみみみみみみみ!!

　細かく、まるで電動のマッサージ器のように、足の裏を震わした。

「はががががががが!?」



    

  
    
      



    

  
    
      　耕太は叫ぶ。

　ダイレクトに脳髄へと伝わってゆく刺激に、叫ばざるを得ない。

「ほら、ほら、ほーら！　どうだい、耕太！　ああ見えてちずるも望のぞむも、ふたりとも本質はＭだろうから、なかなか新鮮だろー!?　んー？　んんー？」

「はががががががが……はがれん!?」

　いわゆる人間の尊厳的な、なにか大切なものを、耕太が失いかけた、その刹せつ那な。

「――エロース、禁止ィイイイイイイ！」

　救いの女神の声が、こだました。
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　けっきょく、五人の人物が、教室の隅に転がることとなった。

　その全員が女性だったというのは、なにか理由があるのだろうか？　やっぱり春のせい？　ぼくのせいじゃ、ないよね？

「わあ、ためになるなあ！」

　縛りあげられた五人、ちずる、望、蓮れん、藍あい、そして未み弥やを眺めながら、なぜこうなったのか原因探しをしていた耕太は、そんな若人の声を聞いた。

「――ためにするんじゃありません！」

　その声に、びくくう、と耕太は震えあがる。

　おそらく、怒られた一年生、北ほく斗とセイジ、南みなみユウコのふたりもおなじなのだろう。背後から、「ハイ……」「すみません……」と謝る声が聞こえてきた。

　ご愁傷さま……。

　ある意味では暴走した五人の巻き添えとなった若きふたりに、耕太は同情の念を寄せる。

「さあて、小山田くん？」

　びくくう！

　わ！　こっちにもきた!?

　耕太は、おそるおそる、振りむいた。

　ひぃ。

　あかねが、怒りのにじんだ顔つきで、耕太を見つめていた。おそらく、興奮さめやらぬのだろう。その顔つきは、ほんのりと赤い。

「きみ……いつのまに、ちずるさん、望だけじゃなく、蓮ちゃん、藍ちゃん、さらには三み珠たまさんにまで手をだしていたの？」

「お、おえ!?　ご、誤解です！　そんな、ぼくは……」

「だったら、どうしてあんなことをきみにしたの！」

「ぼ、ぼくにもわからないんですよう！　お、おそらく、春が！　ダーウィンが！」

「なにをわけのわからないことを！」

「だから、わからないんですってばあ！」

「――まあまあまあまあまあ」

　もうすっかり耕太は泣きだしてしまいそうだったが、そこに、たゆらが割って入ってくる。

「落ちつけよ、朝あさ比ひ奈な。ほら、新入生のやつら、怯おびえてるじゃねーかよ」

　たゆらの指さした先では、たしかにセイジとユウコが、すっかり縮こまっていた。その様子を見て、さすがのあかねも「む」と小さく声をあげる。

「な？　とりあえず、もうあの新入生たちにヘンなことを教えこむやつはいねーんだからさ……ほら、深呼吸、深呼吸。息を吸って、吸って、吐いてー」

「むー……」

　たゆらの指示に、あかねは不承不承な顔つきながらも、従った。息を吸い、吐く。

「ほれ、耕太も……んな情けねー顔してねーで、これでも飲んで、落ちつけ」

　と、たゆらは耕太にも、ペットボトル入りのお茶をくれた。

「あ、ありがとう、たゆらくん……」

　思わず耕太は泣きそうになる。

　ただしこんどは感動でだ。人の情けが身に染みる……たゆらくんは化ばけ狐ぎつねだけど……耕太は、ぐす、と鼻をすすって、ペットボトルのキャップを開けた。すでにたゆらが口をつけたあとなのか、キャップの封は開いていた。が、とくに耕太は気にしない。

　くるくると回して、キャップを外し、飲む。

　いざ飲んでみると、ずいぶんと自分の喉のどが渇いていたことに耕太は気づいた。

　まあ、あれだけされればね……。

　けっこう悲鳴もあげたしね……。

　ぐびぐびぐびぐび。

　ごきゅごきゅごきゅごきゅ。

　喉を鳴らして、耕太はお茶を飲み干す。

　さわやかな香りと苦さが、喉の渇きにたまらなかった。

「ふー……」

　と、口からペットボトルの先を外して、耕太がゆったりと息を吐いたとき。

　どくん。

　鼓動が跳ねる。

　いや、身体の奥から、なにかが耕太を揺さぶる。

　こ、これは……？　これは!?

　湧わきあがる、力。

　こみあげてくる、情熱。

　そして、突きぬけるような、いまにも鼻血が噴きでそうな、興奮。

　受け覚えのある作用に、耕太はたゆらを見た。

「ま、まさかッ！　たゆらくん……ッ！」

「おやおや～？　どうしたのかなあ～、耕太く～ん？」

　たゆらはあかねから自分の表情が見えないように、身をすくめた耕太の肩を抱くようにして、にたり。笑みを浮かべた。

　その表情は、「計画どおり――」と、そう語っていた。

　九く尾び湯とう。

　白はく面めん金こん毛もう九きゆう尾びの狐きつね、玉たま藻もの暗あん黒こく妖よう気きを染みこませて作る、酒。

　その九尾湯は、人間に対しては酒として、妖あやかしに対しては超強力な催さい淫いん剤ざいとして効果を発揮した。

　その、九尾湯が。

　いま、耕太が飲んだお茶のなかに。

「た、たゆらくん……どうして……」

「悪いな、耕太……おれはおまえが邪魔なんだよ。いや、おまえはいいやつさ。わかってる。悪いのはおれなんだ。朝あさ比ひ奈なを実力で振りむかせられない、情けないおれなのさ……だから、なあ？　頼むぜ。ほら、九尾湯の影響で、もうしんぼうたまらなくなってきただろ？　べつに我慢することはねーよ、そこに縛りあげられたやつら、なんなら五人ぜんぶ好きなようにして、さあ、朝比奈に嫌われてくれ！　頼む！　後生だ！」

「あ、朝比奈さんに……？　な、なんで、ぼくが、朝比奈さん？」

「気にすんな。考えるな。ほれ、ほれほれほれ。いつも、家でちずるや望のぞむ相手にやってるようにさ……〈あまえんぼさん〉だったか？　やっちまえよ……」

「う……く……」

　耕太は、おのれのなかで暴れだそうとした獣を抑えこんで、ぶる、と震えた。

　はっ、と気づく。

「も、もしかして、たゆらくん？　みんなにも九尾湯を？　だからあんな？」

「いんや？　あいつらは素だぞ？　つーかな、ちずると望はともかく、蓮れん、藍あいや、未み弥やのヤロウはニンゲンだろーが。九尾湯を飲んだって酔っぱらうだけだろ」

「えええ？　じゃ、じゃあ、なんで？　どーして？」

「さあなあ……やっぱり春だからなのかなあ……しかし、おまえはマトモじゃないやつにやたら好かれるねえ。なんでだろうな、いったい」

　そんなの、ぼくが知りたいですぅう。

　あ、ダメだ。

　もう、耕太はおのれのなかの獣を止められない。

　人間に対しては酒として、妖あやかしに対しては超強力な催さい淫いん剤ざいとして効果を発揮する九く尾び湯とう。

　その九尾湯は、現在、人間のような、〈神〉のような、ヒジョーに中途半端な立場にある耕太には、半分ずつ、中途半端に効いた。

　すなわち。

　耕太はとろーん、と酔っぱらって。

　さらに、すんごく興奮しちゃう！

「う、う、うう……」

「ん？　あら、小山田くん、どうしたの？」

　と、あかねが、不用意に耕太を覗のぞきこんでくる。

　たゆらが制止する間まもなかった。

　そして耕太は、酔った獣になっていた。

　だから、耕太は動いた。

　激情のままに、目の前にあった乳を、わしづかむ。

「いいか！　一年坊！　乳というものはだなあ！」

　ギャラクシアス、ギャラクシアス！

　ギャラクシアス、ギャラクシアス！

　耕太は揉もんだ。

　両手でつかんで、揉んだくれた。

　あれー、なんだかいっつも揉んだくれてる乳と、感触が違うような～？

　いつもより、あぶらみっぷりがかなり足りないような～？　あれ～？

「ぎやあああああああああ！」

　と、なんだろう、耕太の耳元で、非常ベルのような、けたたましい叫び声があがった。

　その叫び声ときたら、もちろん耕太は知る由もなかったが、学校の屋上にて澪みお相手に〈あまえんぼさん〉なんぞ興じていたボンクラ大学生、桐きり山やま臣おみに、「ん？」と反応させるくらいの大きさだった。
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「なんだ！　いまの叫び声は！　だれか不法栽培したマンドラゴラでも抜いたか！」

　叫び声を聞きつけ、薫くん風ぷう高校の教師にして〈葛くずの葉は〉の一員、八や束つかたかおと砂さ原はら幾いくは、廊下を駆けぬける。

　ふたりは耕太たちがいた視聴覚室へとたどりつき、そのドアを思いきりよく開いた。

「おお？」

　どうじに、なかから人影が飛びだし、八や束つかにぶつかった。

　視聴覚室から飛びだしてきた人物、それは朝あさ比ひ奈なあかねだった。

　あかねはよほど興奮しているのか、顔が真っ赤で、いつもはぴっちりと整えてある髪もわずかに乱れ、すこしおでこにかかっていた。メガネの奥の眼めもすっかり充血している。

「お、おい、朝比奈……」

　声をかけた八束を、あかねは無視した。

　走りだす。

　止める間まもなく、あかねは廊下の向こうへと走り去ってしまった。

「な……なんだ？」

「青春……ですかね～？」

「しかし、あの叫び声は……」

　そういって、八束は視聴覚室のなかを覗のぞきこむ。

　固まった。

　視聴覚室のなかには、じつにカオスな光景が広がっていたからだ。

　まず教室の隅には、ちずる、望のぞむ、蓮れん、藍あい、そして未み弥やと、五人の女性が制服姿のまま、縄で縛られ、口にはさるぐつわをされ、転がっている。

　そして、教室の真ん中では、耕太とたゆらが、なにやら揉もめている。

　といっても、たゆらが一方的に耕太に向かって、「ダメなんだからな！　あの乳はおれのもんなんだからな！　オイ、わかってんのか！　聞いてんのかー！」となぜか泣きながら怒鳴り、怒鳴られた耕太は、赤ら顔でぐでんぐでんになって、「乳はー？　乳はどこだあー？」と両手をさまよわせ、空中を揉んだくれていたのだが。

　さらに、教室の机には、一年生らしきふたりの姿もあった。

　その少年と少女は、なぜだか、懸命にノートにメモをとって、「すごい！　すごいや！」と興奮した様子でいた。

「な、なんだというんだ、いったい……？」

　八束と砂さ原はらは、顔を見あわせた。
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「……う、うう？」

　耕太は、まぶたをうっすらと開く。

　やたらまぶしくて、すぐに閉じた。

　こんどはゆっくり、ほんのすこしだけ開く。なんだろう？　まず最初に耕太の眼に映ったものは、見知らぬ天井だった。んん？　ここ、どこ？　それにぼくは？　耕太は現在の状況を思いだそうとしてみるが、なにやら妙に頭がぼんやりしていて、働かない。

　んー？

「あ、耕太くん？　耕太くん、起きた？　耕太くーん」

　と、ちずるが耕太の視界のなかに入ってきて、こちらの顔を覗のぞきこんできた。

「あ……ち、ちずるさん……」

　耕太はちずるの呼びかけに応こたえようと、横たわっていた自分の身体を起こそうとして。

　つっきーん。

「あう！」

　痛！

　突然、耕太の頭のなかには痛みが走った。

　それは、まるで太い針を頭のなかに突き刺して、ぐじりぐじりとかき回したような痛みだった。たまらず耕太はうめく。悶もだえる。

「あん、だいじょうぶ、耕太くん、耕太くん！」

　ちずるだけではなく、まわりには望のぞむに、蓮れんや藍あいもいた。みんな集まってきて、心配そうに耕太を取り囲む。

「ん。耕太、完全に二日酔い」

「え？　パパ、二日酔いなんですか？」

「まだ一日経たってないのに？　数時間前の出来事なのに？」

　え？

　二日酔い？

　ぼくが？

　なんで？

「ったく、たゆらのバカが、耕太くんに九く尾び湯とうなんか飲ませるから……無理しないで、耕太くん。だいじょうぶだよ、ここは理事長室だから。理事長室っていうか、まあ、ようするに〈御お方かたさま〉の部屋なんだけど」

「たゆらくんが……？　理事長室……？　〈御方さま〉……？」

　耕太は、いまいち状況が飲みこめなかった。

　どうやら自分はたゆらに九尾湯を飲まされたようだが……それっていつ？　望たちの話によれば、数時間前の出来事？　で、いまは理事長室？　なんで？　どうして？

　とにかく、起きよう。

　そう耕太は心に決めて、また頭が痛くならないよう、慎重に慎重に、ゆっくりと身体を起こす。

　まず耕太は、自分がやたら高級そうな革製のソファーに寝かされていたことを知った。

　身体には、タオルケットまでかけてある。

　なんだか申し訳ないなあ……と思いつつ、耕太はなんの気なしにタオルケットをめくってみた。とたんに驚く。タオルケットの下、自分が着ていた制服の上着が、すっかりぼろぼろの状態になっていたからだ。なにものかに強引に引き裂かれたのだろうか、ずたずたに破れ、胸元なんかはすっかり丸見えになってしまっている。

　あ……あれ……？

　なにも思いだせなかった。

　どうも、耕太はたゆらに九く尾び湯とうを飲まされた前後の記憶を、ほとんど失ってしまっているようだった。しかし、ぼろぼろになった制服と、そこから露出する自分の肌を見つめていたら、なんとなーく思いださないほうがいいような気がしてきたので、耕太は、そっとタオルケットを元に戻した。

　うん、これでいいんだ、うん！

　耕太はタオルケットを引きよせつつ、身体を完全に起こして、まわりを見回す。

　理事長室との言葉どおり、耕太が寝ていた革製のソファーをふくめて、室内の調度品は豪華なものだった。床はふかふかの絨じゆう毯たんで、壁には油絵がかかり、やたら大きな花瓶にはちゃんと花が生けてある。本棚も豪華で、そのガラスケースに並ぶ本の背表紙も、厚く、上等で、高そう。なにやら外国語で書かれたタイトルも数点、見えた。

　耕太が寝ていたソファーの前には、小さなテーブルがある。

　その向こう側に、おそらく理事長が座るのだろう、しっとりとした色あいの、重厚な木製の机があった。

　そこに。

　砂さ原はら幾いく、八や束つかたかお、そして、三み珠たま未み弥やの三人が、いた。

　この学校の理事長であるらしい〈御お方かたさま〉をその身に宿す砂原は、だからなのか、理事長の席に座って、こちらに向かって微笑ほほえみかけている。そんな砂原の横に立って控えているのは八束だ。で、未弥は、なんと、理事長の机の、その机の上に腰かけていた。

「やっほー。さっきはヒドかったねー、耕太？」

　机の上に腰かけたまま、未弥は手を振って、そんなことをいう。

　え？　さっきは？

　なにが？

　耕太はなにも思いだせなかった。そう、思いだせなかった。思いだすもんか！

「あれ？」

　ここで耕太は気づく。

「あの……たゆらくんは？」

「ああ、あのバカ？」

　ちずるが顔をしかめながら答えた。

「あのバカなら、なんか知らないけど泣きながら帰っていったよ、耕太くん。『天に唾つば吐くと……自分に還かえってくるんだなあ、姉さん』とかいいながら。ホンット、自業自得だよね！　耕太くんに、あんな、あんなこと……キー！」

　奇声をあげたちずるに、耕太はこの問題はあまり深く追究しないほうがよさそうだと心から理解する。

　はあはあ。

　望のぞむが平然とし、蓮れんと藍あいがあわあわするなか、どうにかちずるは興奮を静めた。

「で、でね、耕太くん？　あかねはあのまま帰ったみたいだし……セイジとユウコちゃんのふたりも帰ったよ。帰ったっていうか、八や束つかが怒鳴り散らして強引に帰らせたんだけど」

「当たり前だ、阿あ呆ほう。先輩の飲酒姿なんぞ、新入生に見せられるか！」

　しかめっ面で、八束が吐き捨てる。

「はあ……す、すみません」

　耕太は本当になにも覚えていないのだが、とりあえず頭をさげた。

「ああ……だからぼくのこと、この部屋に運んだんですか？　その……酔っぱらってる姿を、ほかの生徒たちには見せるわけにはいかないから……」

　なるほど、それなら酔った耕太を保健室に運ばなかった理由がわかる。

　とか、耕太は思ったのだが。

「まあ、それもあるんだけどねー？」

　未み弥やが、猫のように眼めを細めた笑い顔で、いった。

「え？　『それ』も？」

「そうなの～。ちょっと、問題が起こってしまって～」

　理事長の席に座る砂さ原はらも、やはり微笑ほほえみながら告げた。しかし、なぜみんな笑顔で語るのだろう？　それだけ余裕があるっていうことなのだろうか？

「問題……ですか」

「最近、校内で不審者の目撃情報が得られるようになった」

　と、八束だけはいつもと変わらない、苦虫を噛かみつぶしたような仏頂面で語った。

「それも、ただの不審者ではない。一般の生徒たちの眼には映るが、そうでないものには見えんという、奇妙な不審者なのだ。まったく、おかしなことにな」

「え？　一般の生徒たちには見えるのに……そうでないものには見えない？」

「つまりね、耕太」

　耕太の疑問に、答えたのは未弥だった。

「なんの力も持たない、極々普通の生徒たちから、いくつか目撃情報が届いたのさ。ところが、その情報を元にして、わたしたち〈葛くずの葉は〉のものや、学校の妖よう怪かいたち――耕太も知ってるように、熊くま田だのような、ね――に、校内をくまなく捜索させても、ちっとも見つからない」

「正直、勘違いではないかと思ったのだがな」

　未み弥やの話に、八や束つかが続く。

「生徒たちの見まちがいではないのかと……だが、不審者の目撃情報は続いた。最初に不審者が目撃されたのは、昨日。始業式と対面式があった日だな。それを受けて、我々は校内をくまなく見回った。発見できなかったが、念のため、監視を置いた。なのに……」

「また今日、なんども目撃されたんだなー、その少女は」

　と、いって、未弥は笑った。

　耕太は笑えない。

　未弥が告げた『少女』という言葉の響きに、なにか嫌なものを感じたからだ。

「少女……？」

「そうだよ、耕太。背格好は中学生くらい。まあ、新入生も最近まで中学生だったんだから、新入生くらいっていってもいいかな。で、格好は白いドレス。もしかしたらドレスっぽく見えるワンピースかもね。髪は黒く、やたらと長い。膝ひざに届くくらい長くって、でもって、ぜんぜんセットしてないらしくって、前髪で顔が隠れてるんだってさ。そして……手には、大きな大きなぬいぐるみを抱いているって。その少女を見た生徒たちは、みんな幽霊だっていってたけどね……どう？　耕太、いまいった外見の持ち主に、ひとり、心当たりがない？」

　その人物の姿を思い浮かべて、ぐっ、と耕太は奥歯を噛かんだ。

　美み乃の里り――。

　三み珠たま美乃里――！

　耕太とおなじ父と母の遺伝子から、人工的に作られた少女。耕太の妹。

　しかし、〈神〉の転生体である耕太のスペアーとして作られた美乃里は、かなり過酷な人生を歩んだらしい。実験動物のようなあつかいを受け、産みの母からは愛されず――そのため、美乃里は耕太を恨んだ。自分が誕生する原因となった耕太を恨んだ。

　恨んで、耕太に闘いを挑んで、そして――。

〈神〉の力を持った耕太に負け、どこかへ消えた。

　とうとう。

　耕太は思った。

　とうとう、動きだしたんだ……美乃里が！

「耕太くん……」

　そんな耕太の反応を見てとったのか、ちずるが、そっと肩に触れてくる。

　耕太はちずるの手に触れ返し、にこっ、と微笑ほほえんだ。

　自分のまわりで、めずらしく真剣な顔つきとなっていた望のぞむや、不安そうに口を引き結んでいた蓮れんと藍あいにも、微笑ほほえみかける。

「――まあ、まだ相手が美み乃の里りだと決まったわけじゃないんだけどね」

　ふふっ、と未み弥やが笑った。

「ただ、ひとつ、妙なことがあるのよね～？」

　と、あくまでものほほんとした砂さ原はらの声が、場の空気をなごます。

　なんとなく、耕太は砂原や未弥がいつも余裕顔でいる理由がわかったような気がした。

「みょ、妙なこと、ですか？」

「そうなのよ～？　だって、ほら、普通の生徒さんたちには見えるのにー、わたしたちみたいな普通じゃない人や妖よう怪かいさんたちには見えないのよ～？　おかしいと思わなーい？　小山田く～ん？」

「え？　あー、えっと？」

「わざわざ普通の生徒たちに目撃される理由がないってことだよ、耕太くん」

　まだうまく頭が働かない耕太に、ちずるが助け船をだしてくれる。

「そうそう、源みなもとさんのいうとおり～。わたしたち〈葛くずの葉は〉や、妖怪さんたちの眼めをごまかせる力があるのならー、普通の生徒さんたちの眼もごまかしてしまえばいいじゃない～？　なのに、どうして普通の生徒さんたちにはバレてるのかしら～？」

「あ、なるほど」

　いわれてみればそうだった。

　一般の生徒たちの目撃情報――幽霊情報？　のおかげで、こうして耕太たちも警戒できるようになったのだから。

「どうして……なんでしょうね？」

「さあな。捕らえてみればはっきりする」

　八や束つかの回答は、じつにシンプルなものだった。

「というわけで、不審者の件については、こちらも引き続き警戒にあたる。で……問題なのは、小山田、源、おまえらに弟子入りしたとかいう、あの一年生ふたりのことだ」

　思いもよらなかった問題点を指摘されて、耕太は口を「あ」と開く。

「あ……」

「あ？」

「あ……怪しい……ですか？」

「怪しんで当然だろう？　まあ、若さというのは向こう見ずなものではあるが……いくらなんでもカップルのなんたるかを学ぶためにおまえたちに弟子入りというのは、無謀にもほどがある。はっきりいって、理解の範はん疇ちゆうの外だ」

「そ、そうです……よね……」

　正直、自分たちに弟子入りって……どうだろ？　とは耕太自身も思っていた。

　思ってはいた、が、こうしてきっぱりと教師である八や束つかの口から聞かされると、なんというか、こう、すごく心が沈むというか、どよーん。

「ちょっと……八束、それってどういう意味！」

　と、落ちこんだ耕太の代わりに、ちずるが立ちあがって、八束に向かって怒鳴った。

　しかし、八束も負けてはいない。

「わからんのか、ど阿あ呆ほう。おまえらがどれほど高校生としては不適切な生活を送っているのか、いい機会だ、生徒指導を担う教師のひとりとして、ゲップがでるほど教えこんでやろう！」

「やれるもんならやってみなさいっての！　ふふーんだ、わたしたちはあなたたち〈葛くずの葉は〉が文字どおり〈神〉とあがめる、素戔嗚尊すさのおのみことと奇稲田くしなだ姫ひめなのよ？　ひかえひかえ、ひかえおろー。ここにおわすコンプリート・カップルをどなたと心得るかー」

　が、八束は静かにこう告げた。

「残念だが、我が校の生徒である以上、〈神〉である前におまえたちは生徒だし、おれは教師だ。手加減はせん！」

「え？　なにを、そんな熱血な……えー！」
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　と、理事長室にて、熱血教師、八束たかおの大説教会が始まろうとしていたとき。

　その外。

　ブラインドの隙すき間まから明かりが洩もれる理事長室の窓には、ひとりの影が、ぺとりと張りついていた。

　夜風にたなびく、黒く長い髪。

　着ていた白いワンピースもなびき、細い足を覗のぞかす。

　小こ脇わきに大きなぬいぐるみを抱えたその少女は、例の不審者だった。

　少女は、まるでクモかなにかのように校舎の壁に張りつき、窓からじっ、と理事長室のなかを覗きこんでいる。無造作に伸びた前髪の隙間から、大きく見開いた眼めと、夢中になっているせいか尖とがっている唇が見えた。

「――そろそろ、お帰りになられてはどうですか？」

　と、その少女に、語りかける声があった。

　声に従って、少女がゆっくりと顔をあげると、その声の主は、校舎の壁に二本足でもって立っていた。夜の闇やみに溶けこむようにか、その人物の姿は全身、黒ずくめ。かなり身体にぴったりとした服装らしく、風にもほとんどなびくことがない。

　顔もすっかり布で覆われていたが、唯一、両眼めの部分だけは開いていた。

　その眼で、じっ、と全身黒ずくめの人物は、少女を見つめる。

「お気をつけて。いかにあなたといえども、油断すればわかりませんよ。なにせ相手は……」

　そう告げられて、少女は、にっこりと笑った。

　笑って、うなずく。

　黒ずくめの人物とともに、瞬時にして姿を消した。
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　夜になって。

　耕太は、娘のまどかといっしょにお風ふ呂ろに入っていた。

　もっとも、耕太たちが暮らす薫くん風ぷう高校の学生寮には、なにせ古い建物なため、お風呂がない。なので、学校の敷地内にある合宿用施設の、その大きな浴場を使わせてもらっていた。

　シャワー、ガラス、椅い子すがひとセットになった、三人分の洗い場に。

　やはり三人ほどがゆったりとつかれる、広い湯船。



    

  
    
      



    

  
    
      　そんな、湯気がたちこめる浴場で、耕太はまどかの身体を洗う。

「はーい、まどか、バンザイしてー」

　まだ小さなまどかを抱きかかえて、すでに洗面器で泡だててあった乳児用の刺激がすくないボディーシャンプーの、その泡を手にとり、撫なでるようにして洗ってやる。

「だーう、だーう！」

　くすぐったいのか、まどかは笑って、身をよじった。

「あああああ、ごめんごめん、もうすこしやさしくするから！」

　へふう。

　耕太はため息をつく。

　まったく、神経を使う作業だった。

　なにせまどかは、まだ乳幼児である。金髪のおかっぱ頭からは狐きつねの耳が生え、かわいいお尻しりの上からはかわいい狐のしっぽがちょこんと伸びていたが、それでも、やっぱり、まどかは小さな赤ん坊なのである。

　さっきなんか、万が一、身をよじったときに泡ですべって、転んだりしたら――。

　大・惨・事。

　耕太は想像しない。

　なんか思い浮かべちゃったら本当に起こりそうで、絶対に想像しない。

　が、想像してないのに恐ろしくって、ぶるりと震えてしまった。

「だあ？」

　そんな耕太を、不思議そうにまどかが見つめる。

「な、なんでもないよ？　さあ、あわあわしようねー？」

「だーう、だーう！」

　ううううー！

　お願いだから、暴れないでー！

　もう耕太は泣きそうになりながら、懸命に娘の身体を抱えこんで、洗う。まどかときたらパパの気持ちも知らないで、くすぐったさに笑い、じたばたと動いていた。

「まーどーかー！　おーねーがーいー！　あーばーれーなーいーでー！」

「だうだう！　だうだう！」

　泡だらけになったまどかの楽しそうな声が、浴場のなかにはこだまするのだった。
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「ああ……」

　耕太は、ぐったりしながら、湯船につかっていた。

　もちろん、まどかも横には抱え、いっしょにお湯のなかに入っている。きちんとお湯の温度はぬるめに設定してあった。多少、耕太にはもの足りない温度だったが、赤ん坊といっしょなんだからしかたない。

「だう……」

　耕太の真似なのか、まどかが気持ちよさそうに声を洩もらした。

　ふふっ、と耕太は笑う。

　あれから、まどかの身体を洗ったあと、こんどはシャンプーだった。怖い。すっごく耕太は怖かった。シャンプーの泡が眼めに入ったら!?　耳に入ったら!?　シャワーは!?　痛いって泣いたら!?　びょ、病院、病院いかなくちゃ！　お医者さんはどこですかー!?

　じつにまどかはおとなしいものだったのだが。

　耕太の声に素直に従って、固く眼を閉じ、決して開けなかった。おかげで耕太はどうにかシャンプーをし終え、シャワーで流すことができた。

　まあ……考えてみれば、ずっとちずるさんといっしょに入ってたもんなあ……。

　自分に抱かれ、うっとりした顔つきでお湯につかるまどかを見つめて、耕太は思った。

　そう、いつもはちずるがまどかをお風ふ呂ろに入れていた。

　まどかの身体を洗って、シャンプーして、湯船につからせていたのだ。

　では、なぜ今日にかぎって耕太ひとりで悪戦苦闘しているのかというと、なにせ家に帰るのが遅かったからである。熱血に火がついてしまった八や束つかに、さんざん、こってりと絞られて……かなり遅くに家に帰って、おおあわてで夕食をとり、でもって、早くまどかを寝かせるため、今日の入浴は耕太に任せられた。

　いま、ちずるたちは夕食の後かたづけをしているはずだ。

　たぶん、あとからくるとは思うんだけど……。

　ふう。

　息を吐き吐き、耕太は尊敬の念をあらたにする。

　ちずるへのだ。

　こんな大変なことを、ちずるはいつもやっていたのだ。すごい。母性ってすごい。まったく、世のお母さんたちには頭がさがる。子供をお風呂に入れているお父さんたちにも。

　サボりすぎたかな……。

　子育てのほとんどを、耕太はちずるや玉たま藻もに任せきりでいた。

　いや、なにか手伝おうとしても、「ダメ！　またまどか中毒になったら困るから！」と断られて、できなかったりもしたんだけど。それでも、こうして入浴を頼まれたということは、すこしずつ許されているんだろうか？　どうなんだろ？

「だあ？」

　湯船に胸元までつかっていたまどかが、耕太を見つめ、首を傾かしげてくる。

「いや……もうちょっとパパ、がんばんなきゃなあって。それだけ」

　耕太はまどかを両手で抱え、湯船のなか、揺らしてやった。

「ほーらほらほら、ほーらほらほら」

　ちゃぽちゃぽ。ちゃぽちゃぽ。

　お湯が揺れるたび、きゃっきゃっとまどかは声をあげ、喜ぶ。

「ま、いろいろと大変なんだけどね……三年生になったとたん、本当、いろいろ……春のせいか、ママはスンゴイし……弟子になる子たちはいるし……それに……」

　耕太は、まどかを上下させる腕の動きを止めた。

「だ？」

「う、ううん、なんでもない。ごめんごめん」

　あはは、と耕太は笑って、まどかとの遊びを再開させる。

　再開させて、お湯を波うたせながら、考えていた。

　美み乃の里りのことを、だ。

　本当に……校内で見かけられた少女は、美乃里なのだろうか？

　もし美乃里だとしたら……やはり、また闘わなくてはならないのだろうか？

　できることなら――。

　もう、美乃里とは――。

「だうだう、だう！」

　まどかの声に、はっ、となって耕太は顔をあげる。

　いつのまにか、自分の手は止まっていた。

　中途半端に、足先だけを湯船に入れられたまどかが、んじっ、と耕太を見つめてくる。

「まただね。ごめん」

「だう」

「パパ、反省」

「だーう」

「でもね……本当、できることなら、美乃里は――救ってやりたいって――いや、そう思うことが、やっぱり傲ごう慢まんなのかな？　こんな態度が、かえって彼女を苦しめたりするのかな？　――って」

　なにをぼくは、娘に相談しているんだ？

　自分の行動に気づいて、耕太は、ははっ、と笑った。

　と、そのとき。

　ぴちゃ。

　お湯が、耕太の顔にかかった。

「え？」

　ぴちゃ、ぴちゃ、ぴちゃぴちゃぴちゃ。

　ぴちゃちゃちゃちゃちゃちゃ――。

「わ、わぷ!?　まどか!?　まどかー!?」

　まどかが、懸命に両足をバタつかせて、耕太にお湯のしぶきをかけてくる。

　耕太はあわてて立ちあがって、ずぶ濡ぬれの顔をぶるりと振り、いっしょに持ちあげたまどかを見つめた。

「な、なに？　なにを怒ってるの、まどか？」

「だう？　だうー、だう！」

「え……？　美み乃の里りなんか、全力でブチのめせって？」

「だうううう！」

　ぶんぶんぶん、とまどかはいきおいよく首を横に振る。

　さきほどシャンプーしたために濡れそぼっていた金色のおかっぱ頭から、ぴちゃちゃ、とまたしぶきが耕太の顔に飛んだ。

「ぷぷぷ！　え？　違う？　えーっと……美乃里は妹で、ぼくは兄なわけで、お兄さんなんだから、手のかかる妹にはやさしくしてやれ……とか？　ですか？」

　と、おそるおそる、耕太が尋ねてみたら。

「だーう！」

　ぶんぶんぶん、とこんどは縦に、まどかは首を振ってくれた。

「そ……そっかあ！　そうだよね！　なんたってぼくは兄貴なんだもんね！　いやあ、兄貴っていい言葉の響きだなあ！　うん、うん……兄が妹の心配をして、なにが悪いんだって話だよね！　よーし、こんど会ったら、美乃里にはガツンと……わーい！」

　耕太はまどかを抱きしめる。

　すりすり、すりすり。

　喜びのあまり頬ほおずりしたら、「だあだあ、だあだあ」とまどかも嬉うれしげな声をあげた。

「そうだよ……たとえ、あいつの目的が……」

　まどか。

　きみだったとしても――。

　耕太は、こすりつけていた頬を、まどかから外す。

　きょとんとした様子のまどかの、そのあどけない顔を、まっすぐに見つめた。

　耕太とちずる、ふたりの〈神〉の力を受け継ぐ赤子、まどか。

　そんなまどかを狙ねらう存在は、きっと多いのだろう。

　おそらくではあるが、耕太たちが住む寮の、その下の階に玉たま藻もたちが引っ越してきたのは、まどかを狙う存在への備えからではないだろうか？　直接、耕太が訊きいたわけではないが、なんとなく、未み弥やたち〈葛くずの葉は〉もそれとなく守ってくれているような気がする。

　きっと――。

　美み乃の里りだって、狙ねらいは――。

「守る。ぜったいに、守ってみせるよ」

　耕太はまどかに向かって、そう宣言した。

　まどかはただ、眼めをぱちぱちとまばたきさせるばかりだったが。

　ははっ、と耕太は笑う。

　と、そこに。

「おまたせー、耕太くーん！　まどかー、ママのご登場だよー！」

「お姉さんも！」

「ご登場なのです！」

「オオカミも！　がーうー！」

　がらがらと浴場の戸を開き、ちずる、蓮れん、藍あい、そして望のぞむが入ってきた。

　ちずるはじつに開けっぴろげに、肩にタオルを一枚ひっかけて、あとは髪が濡ぬれないようにか頭にバスタオルを巻いただけで、そのゆたっぷ、ゆたっぷ、と揺れるおおおっぱおや、するんとした贅ぜい肉にくのないおなか、その下のもさもさもっさーに、プリン体の多そうなおしり、太ももなど、いっさいがっさい隠すことなく、大おお股またで上機嫌に歩いてくる。

　蓮と藍もほぼ同様で、タオル一枚、身につけてはいない。

　ただし彼女たちの場合、ちゃんと腰のあたりが隠れる位置で、それぞれ洗面器をさげ持っていた。おかげで平たい胸はともかく、大事なところはシークレットなままであった。

　そして望は、食べに食べたからだろう、すこしふくれたおなかを、まるですもうとりのようにぺちこぺちこと叩たたきながらやってくる。やはりなにも隠してはいないので、その繊細なガラス細工のような胸のふくらみや、いまはでているおなか、その下のつるりんしゃんに、細い手足なんかが、すっかりオープン・オフィスであった。

　そのすっぽんぽんな四人が、耕太を見て、びたりと動きを止める。

「ん？　み、みなさん？」

　わなわなと、ちずるは震えだしていた。

「こ、耕太くん……そんな……」

「ぱ、パパ……」

「も……もう治ったとばかり！」

「がう……」

　ちずるはすっかり青ざめ、蓮と藍は手に持っていた洗面器をダブルで落とし、望は胸の前で腕を組んで、意味ありげにうなずく。

「ほへ？」

　と、ここで、ようやく耕太は理解した。

　自分が、湯船のなかに立ちあがり、まどかを両手で掲げ持って、熱い視線を注いでいたことに。

　そう、裸体のまどかに向かって。

「ぬおわー！　ご、誤解、誤解ですよ、ちずるさん！　これはあの、決意のあらわれといいましょうか、まどかに対する宣言といいましょうか！」

「なにを？　なにを決意するつもりだったの？　なにを宣言するつもりだったの、耕太くん！　だから耕太くん、ダメだってばあ！　ロリコンは監獄に至る病なんだよ！　それが家族じゃ、もう鬼畜だよ！　外道だよ！　通報するしかないよ！」

　まったくちずるは聞く耳を持ってくれない。

　興奮のあまりか、頭を押さえていたバスタオルがほどけ、しゅるりと髪が背中をすべり落ちていった。

　そのちずるの前に、蓮れんと藍あいが、泣きながら、そして微笑ほほえみながら、立つ。

「パパ……そんなに娘が欲しいのなら……」

「まどかではなく、血のつながらないわたしたちを……」

「覚悟は、できてますから……」

「やさしく……してくださいね……？」

　蓮と藍は、ぐすっ、と鼻をすすって、にこり、笑った。

「だーかーらー！」

　違うんだってば違うんだってば！

　いっそ耕太は暴れだしたくなったが、まどかを両手で掲げ持っている以上、そんな乱暴なことはできない。

　と。

　望のぞむが、まだ泣いたまま、微笑んだままでいる蓮と藍の、その両方の肩に、ぽん、と手を置いた。

「勘違いしては、いけない」

「の、望さん……！」

　やったあ、さすがは望さんだ！

　誤解を解いてくれるものと期待をこめて、耕太は見つめた――の、だが。

「蓮、藍。あなたたちの年齢では、まだ法に触れる。耕太は捕まってしまう。そう、だから耕太、わたしの身体で欲望を発散するのだ。この全年齢対応型のマルチボディーで！」

　へっ。

　耕太は笑って、そして知った。

　いちど失った信用は、なかなか取り戻すことはできないのだと。身をもって。ぎゃふん。



    

  
    
      


四、スゴイオッパオ・キング
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　翌日。

　耕こう太たとちずるは、例の一年生カップル、北ほく斗とセイジと南みなみユウコを、念のため、調べることにした。

　耕太自身は、ふたりが敵だとはぜんぜん思っていない。

　ふたりから悪意を感じとることがまったくできなかったからだ。

　だが、たとえ本人に悪意がなくても、なにものかに意識を操られたりすれば、耕太やちずるに害を及ぼすことは充分にあり得る。そう昨日、八や束つかや未み弥や、それに蓮れんや藍あいたちに説得され、念のためにふたりのことを探ってみることに決めたのだった。

　まあ、まどかが狙ねらわれてるかもしれないんだし……。

　そう思って、耕太は自分を納得させた。

　おそらく、もうちずるが狙われることはないだろう。なぜなら、すでに一度、ちずるを奇稲田くしなだ姫ひめとして復活させることには失敗していたからだ。結果として、奇稲田姫はほかの七つの〈龍りゆう〉たちによって厳重に封じられることとなった。

　だから、とりあえずちずるに関しては安心していいはず。

　もし狙われるとしたら、目的はまどかだった。

　すべては、娘のために――。

　耕太とちずるは、昼休みになって、セイジとユウコの元へと向かった。

　なにかふたりに様子のおかしいところがないか、陰から見守って、確認するためだ。

　都合がいいことに、セイジとユウコは自分たちの教室ではなく、校舎の裏庭に置かれたベンチで昼食をとっていた。ふたり、ベンチに座って、ユウコの手作りらしいお弁当を、じつに初々しく食べていた。

　そんなふたりを、耕太とちずるは、裏庭に茂っていた草木の陰から、覗のぞきこむ。

　なお、今回、望のぞむ、蓮、藍の犹えぞ守もり望探偵事務所チームの面々はいなかった。

　三人は別ルートから調査するらしい。今朝から学校にも姿を見せていなかった。

　と、いうわけで、現場には耕太とちずるのふたりっきりだったわけなのだが。

　ああ、それが――。

　それが、いけなかったのかナア――。

　いま耕太は、理科室にいた。

　ちずるによって運ばれたのだ。

　セイジとユウコがいた校舎の裏庭から、校舎内の理科室まで、お姫さま抱っこで、全力ダッシュで。

　ふしゅー、ふしゅー、ふしゅー。

　そうやって耕太を理科室まで運び、たったいま後ろ手にドアをがちんとロックしたちずるの、その呼吸は荒い。

　もちろん、ここまで耕太をお姫さま抱っこ＆全力ダッシュで運んだせいもあるだろう。

　だが。

　それだけではなかった。

　ちずるは興奮していた。

　いや、ズバリいって、ちずるは発情していた。だってほら、眼めがうるみきっているし。

「あ……あの、ちずるさん？」

　耕太の声に、息を荒げていたちずるが、んくっ、と喉のどを鳴らす。

「ごめんね、耕太くん……」

　な、なにが？

　なにがごめんねなんですか？

　と、耕太が訊きくまでもなかった。

　ちずるはよろめくように駆けだしたと思ったら、耕太に飛びつき、そして唇を奪う。

　んー！

　眼を白黒させる耕太の唇を強引に割って、ちずるの舌は入りこんできた。

　ぬめろん、ぬめろん、ぬめろんろん。

　耕太の口のなかを思う存分にかき回し、味わって、ようやくちずるの唇は離れてゆく。

　つつーう。

　唾だ液えきの橋が、耕太とちずるの唇のあいだにかかり、垂れて、やがて、切れた。

「ち、ちずるさん……どうして……」

「だって……あのふたりったら、あんなイチャイチャ……初々しくって……」

　あー、やっぱりー。

　耕太は思った。

　あのふたり――北ほく斗とセイジと南みなみユウコときたら、もう見てられないほどのラブラブっぷりだったのだ。

『ハイ、あーん』

『あーん』

　と、お互いのお弁当のおかずを『あーん』と箸でつまんで食べさせあうのはもちろん、そのたびにお互いに照れて、口の横についたごはんつぶをとってやって食べちゃって、やっぱり照れて。とにかく照れて。照れまくって。

　あげくの果てには。

『ぼく……こんな美お味いしいたこさんウインナー、初めて食べたよ！』

『やだ……セイジくんたら、いつもおなじこというんだから……』

『本当だよ！　ユウコちゃんのお弁当はね、食べるたびに美味しくなってゆくんだ！　昨日より今日、今日より明日って！　不思議だなあ！』

『それは……』

『うん？　それは？　それは、なに、ユウコちゃん？』

『それはね……わたしがセイジくんのこと、昨日より今日、今日より明日、好きだから……』

『……ぼ、ぼくだってそうさ！　昨日より今日、今日より明日、北ほく斗とセイジは南みなみユウコのことを、好きになってる！　愛してる！』

　とかなんとかやりあって、最後にはふたり、見つめあって。

『ユウコちゃん……』

『セイジくん……』

『ユウコちゃん……』

『セイジくん……』

　で、チュウですよ、チュウ！　かー！　若いって素晴らしー！

　いや、まあ、たったいまぼくたちもしたんですけどね！　チュウ！　若いふたりとは違った、ディープ極まるやつを！　めろりんＱって！

　なので、耕太はちずるが発情してしまうのも理解できないことはなかった。

　だって春だし。

　さかりの季節だし。

　あれだけラブラブなカップルっぷりを見せつけられたら、そりゃ触発されるよねー。

「ねえ、耕太くん……」

　と、ちずるが、制服のブレザー、ブラウスのボタンをすべて外し、さらにはなかのフロントホックなぶららーまで自分で外して、耕太にすがるような眼めを向けてくる。

　ハイ、かちこまりまちたー！

　耕太はすべて了承した。

　だって春だし、さかりの季節だし！　そして人はケモノだし！　ぼくも人だし！

　しかたないっスー！

「ちずるさん……」

　耕太はちずるが自分であらわにしたふくらみに、両手を伸ばす。

　ふくらみは、耕太をお姫さま抱っこして全力ダッシュしたためか、しっとりと汗ばんでいた。

　ふにゅん、ふにゅん。

　耕太は揉もむ。揉んだくれる。

　揉んだくれつつ、ちずるの唇にキス――こんどは軽く――して、続けて、ちゅっ、ちゅっ、ちゅっ、と小鳥がエサをついばむかのように、スライドしながらキスしていった。

　やがて、ちずるの首筋へ。

　首筋も、やはり、小鳥なキス。ちゅっちゅっちゅ。

　耕太が揉んだくれるたび、ついばむたび、ちずるは「んっ、んんっ」と詰めた息を洩もらす。

　と。

　耕太はふくらみを揉んだくれていた指先に、とある変化を感じた。

「おや？　ちずるさん……もうこんなに？」

「だ、だって……耕太くん、すっごく上手だから……」

「まるでぼくが悪いみたいじゃないですか……鍛えたのはちずるさんでしょう？」

「そ、そんな……やんっ」

　耕太は両の指先で、その変化をつまむ。

　くりくりくりー。

　固く尖とがったそれを、くりくりくりー。

「や、やあん、耕太くん、やあんっ」

　ちずるは身をくねらせた。腰を引いた。しかし、耕太は指先を離さない。そのため、ちずるは腰を引いたまま、ただただ身もだえるしかなかった。

　さんざんにちずるを踊らせた、そのあとで。

　ゲスゲスゲス！　ゲスゲスゲス！

　ついついそんなゲスな笑いかたをしてしまいそうになって、耕太は思いとどまる。

　はあ、はあ、はあ、とすっかり息も絶え絶えになったちずるの眼めには、涙が浮かんでいた。ぐすっ、と鼻をすすって、耕太を睨にらむ。

「もう、耕太くんたら、本当にいじわるになったんだから！　昔は、もっと……」

「くっくっくっ……人は変わるんですよ、ちずるさん。ぼくたちが出会って、どれくらい経たったと思うんです？　って、いうか、どれくらい愛しあったと思ってるんですか？」

「えっと、耕太くんの回数だと、五千と……」

「数えてるんですか!?」

「冗談だよ、冗談」

　うふふふっ、とちずるは笑った。

　耕太は、はあ、とため息をつく。

　ため息をつきつつ、これがいいタイミングだとも感じたので、いってみた。

「あの……ちずるさん……そろそろ、ぼく……このワイルド・スタイルは厳しくなってきたんですが……」

「えー？　もう？　ダメ？　無理？　けっこういい感じだったのにぃ」

「無理ですよう。なんとかここまではがんばってみましたけどぉ。限界ですぅ」

　そう、ここまでの押せ押せな耕太くんは、かなりの無理をしてやったものだった。

　だって、ちずるさんが、今回はワイルドな耕太くんで来てって、そう濡ぬれた瞳ひとみのアイコンタクトで告げてきたから――。

　だから耕太は努力してみた。できる範囲で。

　しかしもう限界であった。だってぼく、小動物だもん！

「そっか……残念。でもよかったよ、耕太くん。新鮮で。ワイルドな耕太くんっていうよりは、ダークな耕太くんって感じだったけど！」

「ダークでしたか……すみません、どうもぼくにはワイルドとダークの違いが……」

「ま、そのうち理解してくれれば。でもね、耕太くん。すっごく上手だったのは本当だよ？　その証拠に、ほら……」

　ちずるが、耕太の手をとる。

　そっと、下に運ぶ。

　ひらひらした布地のなかに潜りこませ、そして。

　ちゅくっ。

「わお！」

「やんっ」

　思わず耕太はびくついてしまい、その刺激でちずるをびくつかせてしまった。

「ご、ごめんなさい」

「もう……でも、すごいでしょ？　我ながらすごいことになってるでしょ？」

　こくこく。

　耕太はうなずく。

「このすごくなっているのを使ってね……耕太くんのに……でね、うふふっ」

　き・も・ち・よ・く・し・て・あ・げ・る。

　ちずるが耕太の耳元で、そうささやいた。

　その際、ワイルドなのとダークなの、どちらがいいのか尋ねられたので、後学のため、耕太は「ダブルで！」と返事をしておいた。ええ、後学のためです。あくまでも。
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　放課後になった。

　耕太たちは、例のごとく空いていた教室へと集まる。

　例の一年生カップル、北ほく斗とセイジと南みなみユウコについて、各自で調査した結果を報告しあうためだ。

　集まった場所は、昼、耕太とちずるがアレコレやらかした理科室の、そのとなり。

　標本やらなにやらがところ狭しとならぶ、理科準備室のなかだった。

　なぜいつもの視聴覚室を使わなかったのかといえば、まさか調査した当の本人、セイジとユウコを前に報告しあうわけにはいかなかったからである。ふたりは今日のレッスンを受けるため、すでに視聴覚室にいるはずだった。怪しまれないよう、耕太たちは手早くお互いへの調査報告を終えたら、視聴覚室に向かう予定になっていた。

　集まったメンバーは、耕太、ちずる、望のぞむ、蓮れん、藍あいの五人。

　ちなみに、たゆらはこの前のレッスンのとき以来、あまり耕太に近づこうとしない。あかねも同様、近づこうとしない。あのとき、いったいなにがあったんだろう？　思いだそうとすると頭痛がするので、耕太はいまだ思いだせずにいた。本人に確認もせずにいた。

　と、いうわけで。

　狭い理科準備室のなかに、耕太、ちずる、望、蓮、藍の五人は思い思いに席を占め――といっても、椅い子すは一脚だけで、あとはダンボール箱や積み重なった本しかない――セイジとユウコについて、互いの調査結果を報告しあおうとしているのだった。

　まず、耕太とちずるが、調査の結果について説明する。

「ま、とくに不審なところはなかったって感じ？　見ていたこっちが嫌になっちゃうくらい、見事なまでのバカップルだった。ね、耕太くん？」

「え？　あ、ハイ、ちずるさんのいうとおりです！」

　嘘うそは、ついてない。

　しかし、耕太は脇わきの下したに嫌な感じの汗が流れるのを止めることができなかった。

「ん？」

　すんすん、すんすん。

　なにを不審に思ったのか、望が耕太に近づき、匂においを嗅かぎだす。

　すんすん、すんすん。

　匂いを嗅ぎ終えて。

　望は耕太の正面に立ち、じっ、と見つめてきた。

　耕太は身をすくめる。

　ああ、きっと「耕太……いやらしい匂いがする……」って告げられるんだ！　望たちが懸命になって調査しているあいだ、耕太とちずるがワイルドかつダークなあれやこれやにふけっていたことを暴露されてしまうんだ！

　断罪の瞬間に怯おびえ、耕太はぎゅっ、と眼めをつぶった。

　なのに。

　望のぞむはなにもいわなかった。

　ただ、肩をすくめて。

　へふう。

　と、ため息をつき。

　そうして、蓮れんと藍あいが見守るなか、元いたダンボール箱のところに戻り、ちょこん、と腰かける。

　な……。

　なんかいってください、望さん！

　そういうのって、なにもいわれないのって、かえって、辛つらい！

　黙ってダンボール箱に腰かけた望に、耕太は逆に激しい精神的ダメージを受けて、どうーん、とうなだれた。

　ところが。

「――で？　あなたたちはどうだったの？」

　と、ちずるは望の態度をまったく気にすることなく、尋ねる。

　強い！

　なんて強いんだ！

　耕太は、ちずるに対する尊敬の念をあらたにした。

「ハイ！　ちゃんと調査しました！」

「バッチリです！」

　ちずるの問いかけに、蓮と藍が挙手して立ちあがる。

　望も、へふう、とため息をつきつつ、ゆっくりと立ちあがった。

「とくに怪しいところはない……いまのところ、あのふたりに関しては」

「あのふたりに……関しては？」

　望たちの調査によると、セイジとユウコは、中学校の卒業間際につきあいだしたらしい。

　告白したのはセイジからで、ユウコが受け、それからふたりはつきあい始めた。

「そのあとは、べつに特筆すべきこともなし……ごくごく普通の、バカップルだった。だから、セイジとユウコにはとくに怪しいところはない。怪しいのは……」

「ある人物が、いたんです！」

「ふたりにパパとママへの弟子入りを熱心に勧めた、第三者が！」

　と、蓮、藍が意気ごんだ顔で語る。

「第三者？」

「それが、パパ、聞いて驚いてください！　女だったんです！」

「それも、セイジとユウコ、ふたりの友人だったんです！」

「女性……」

「ふたりの、友人……」

　くり返した耕太とちずるに、蓮れんと藍あいは力強くうなずいた。

「ハイ！」

「それが！」

「――この、梅うめ津づカヨ」

　と、いつのまにか理科準備室の隅にあった、おそらくは掃除用具入れなのだろうロッカーの前に移動していた望のぞむが、そのロッカーのドアを、開く。

　え？

　この？

　いま、望さん、『この』っていった？

　望の発言の意味を計りかねて、いぶかしさに耕太が眼めを細めた、とき。

　どさり。

　望が開いたロッカーから、なにかが倒れて飛びだしてくる。

　それは少女だった。

　ホウキやらモップやらの掃除用具ではなく、薫くん風ぷう高校の制服を着た、まだ幼い感じの、たぶん新入生だろう少女だった。

　少女は縄で縛られ、口にはさるぐつわをかまされていた。

　そしてすっかり怯おびえた様子で、顔を青ざめさせていた。

「……は？」

　完全に言葉を失ってしまった耕太の前で、えっへん、と蓮、藍が胸を張る。

「このほうが早いと思って」

「連れてきました！　問答無用で！」

「いや、連れてきたって、蓮？　藍？」

　それは、拉ら致ちっていうんじゃないの？

　しかし、蓮と藍はあくまでも得意げだった。

「さあ、パパ、ママ、尋問をどうぞ！」

「こいつ、セイジとユウコとは仲良し三人組だったんです！　なのに……」

「んー、ねえ、ちょっと、蓮ー、藍ー？」

　ここで、ちずるがやさしげに蓮と藍のふたりに向かって話しかける。

「あ、ママ！」

「どうぞ、煮るなり焼くなり……」

「――この、おばかさん！」

　べべしっ。

　ちずるが、蓮れんと藍あいのおでこを、思いっきり人差し指で弾はじいた。

　ぎゃーん！　と子犬のような悲鳴をあげて、蓮と藍はおでこを押さえ、飛びあがる。

「そして、望のぞむ！　あなた、なんてことしてんのよ！　いくら怪しくても、いきなり拉ら致ちしてロッカーのなかに押しこめておくなんて、やりすぎでしょーが！」

「ちずる……」

　望は、表情ひとつ変えず、まばたきすらせず、ちずるを見つめて、いった。

「な、なによ」

「わたしたちが懸命になって調査しているあいだ、ちずるは耕太と……」

「い、いまそれをいう!?」

「お互いのサンクチュアリを、チュアリチュアリ……」

「だから、いまそれは関係ないでしょ！　あー、もー！　耕太くん！　耕太くん！　その子の縄、早くほどいてやって！　かわいそうだから！」

「は、ハイ！」

　耕太はあわてて、拉致されたあわれな被害者である少女の元へと、駆けよる。

「し、しっかり！　いまほどくから……」

　とりあえず、耕太は少女の口をふさいでいたさるぐつわを外してやることにした。

　間近で見ると、彼女は髪を頭の両側で丸くまとめていることがわかった。いわゆるお団子頭というやつだ。身体は小柄で、眉まゆは細く、すこし気が弱そうに感じなくもない。

　と、ようやく、耕太はさるぐつわを外してやることができた。

　はーっ、と少女は詰まっていた息を吐き、そして、耕太を見あげてくる。

「ゆ……」

　と、見あげながら、いった。

「ゆ？」

「ゆるしてください、ゆるしてください……」

　がたがた、震えだす。

　まあ、無理もないんですケド。

　突然に拉致されてロッカーのなかに押しこめられたりなんかしたら、そりゃあさぞかし怖かったことだろう。耕太だって泣く。余裕で泣く。

「どう？　耕太くん」

　そこに、ちずるがやってきた。

　どうやら、ちずるは望にもデコピン――おでこを人差し指で弾くことによる痛撃――のおしおきを与えてきたらしい。ちずるの背後で、望がおでこを押さえて唇を尖とがらせていた。

「あの……」

　耕太は、自分の下で、震えながら「ゆるしてください」をくり返す少女を指さす。

　それだけでちずるはすべてを察したようだ。

「ごめんね、怖かったでしょう？　もうだいじょうぶよ、えっと……梅うめ津づカヨちゃん、だっけ？　いまそこのバカ三人にはおしおきしておいたから。カヨちゃんが望のぞむむなら、さらにきつーくおしおきだってするから。だから、お願い、許してね？」

　さらにきつーくおしおきの言葉に、蓮れんと藍あいが、がーん、とショックを受ける。

「で、カヨちゃんが、セイジくん、ユウコちゃんに、わたしたちへの弟子入りを勧めたんだよね？　だったら知ってるとは思うんだけど、わたしが源みなもとちずるで、こちらは……」

　耕太の紹介をしかけたところで、ちずるの眼めが、ん？　と鋭くなった。

「あなた……」

　カヨと呼ばれたお団子頭の少女の顔を、その鋭くさせた眼のままで、見つめる。

「ひっ」

　とたんに、カヨは表情を強こわばらせ、そして、頭をぺこぺことさげだした。

「ゆるしてください、ゆるしてください、食べないで……裸にして鍋で煮て食べたりなんかしないでください！　性的な意味でも！　お願いします、お願いします！」

「ち、ちずるさん、ちずるさん、そのへんで」

　耕太はちずるを抑える。



    

  
    
      



    

  
    
      　なにせ少女は、いま、非常に怯おびえた状態だった。だから、ちょっと鋭くした眼で見つめられただけでも被ひ害がい妄もう想そうをたくましくしてしまうのだろう。犯罪者あつかいされたちずるが怒りだす前に抑えて、耕太は少女の身体を縛る縄をほどくことに専念した。

　あと、もう、すこし、で！

　縄がほどけそうに、なったとき。

　ここんこんこん。

　なにものかが、理科準備室のドアをノックする。

　見ると、ドアのガラス窓から、例の一年生カップル、北ほく斗とセイジと南みなみユウコが、仲良く顔を並べて、こちらを覗のぞきこんでいた。

　がちゃ、とふたりはドアを開いて、なかへと入りこんでくる。

「いやあ、捜しましたよー、お師匠さまたち！　いつもの視聴覚室で待っていたんですけど……ちっともやってきてくれないんですもん！」

「すみません……わたしは止めたんですけど……」

　笑いながら頭をかくセイジの横で、ユウコが頭をさげた。

「いってたよね、ユウコちゃん。『きっとこれは放置プレイの特訓だよ』ってね！　だけどスミマセン！　ぼく、心配性なもんで……もしかしたら、ぼくたちがどれだけ臨機応変に動けるのかを試しているのかもとか思っちゃったら、どうにもたまらなくなってしまって！　捜しにきちゃいました！　……って、あれ？」

　セイジの視線が、床で縛りあげられたままの少女へと、向けられる。

「ウメちゃん？　ウメちゃんだよね？　どうしたの、こんなところで？」

「え？　カヨちゃん……？」

　ユウコも気づいて、床の少女を見つめ、軽く首を傾かしげた。

　しかし、お団子頭の少女は、身体をひねり、ふたりに対しては背中を向けて、決して見返そうとはしない。

　と、そのとき、ようやく彼女を縛りあげていた縄はほどけた。

　しゅるりと縄がゆるんだ瞬間、少女は駆けだす。

　身体にまとわりつく縄もそのままに顔を伏せて駆けだし、ドアの前に立っていたセイジ、ユウコのあいだを強引にぬけて、理科準備室から飛びだしていってしまった。

　そんな少女の背中を見送って、セイジとユウコは、あれー？　と首を傾げる。



★



　それから、のち。

　本日のレッスンは中止だとセイジとユウコに告げて、耕太たちは家路についていた。

　ガードレールによって隔てられた横の車道を、ぶおおおん、と車が走りぬけてゆくなか、耕太とちずるは並んで歩く。

　まだ早い時間なので、あたりは明るかった。

　そのためか、あたりには、薫くん風ぷう高校の制服を着た生徒たちや、カゴに買い物袋を入れて自転車を走らせる奥さま、スーツ姿でどこかへと急ぐ社会人などの姿もちらほらと見える。

　でもって、望のぞむたちの姿も。

　望、蓮れん、藍あいの三人は、耕太とちずるの後ろを、すこし離れてついてきていた。

　少女拉ら致ち監禁の件で、ちずるにデコピンを食らってしまったのがまだ尾を引いていたのだ。望は平然としたものだったが、蓮と藍のふたりは、普段、めったに叱しかることのないちずるにおしおきされたのが効いて、ずーん、と深く深く沈んでいる。青々と茂った街路樹の下、肩を落としてうなだれて、とぼとぼと歩いていた。もしかしたら望がいっしょじゃなかったら、立ち止まっていたかもしれない。

　しかし、なんだってあんな、拉致監禁なんてしたんだろ？

　蓮と藍はともかく、望はああ見えて冷静な計算もできるはずだ。

　なのになぜ、あんな急ぐような真似を？

　そんな耕太の疑問に、望は「んー？　勘？」なんて答えていた。

　野性の勘が、あのお団子頭の少女、梅うめ津づカヨを拉致監禁させたのだと……その言葉に、てっきりちずるはさらなるおしおきを与えるのかと思いきや、なぜか「なるほど、野性の勘ね……」と妙に納得した様子でいたりして、それもまた耕太を困惑させたのだが。

「――耕太くん、なに考えてるの？」

　と、問いかけてきたのはちずるだった。

　ちずるは耕太の横にならんで歩きながら、横目で「ん？」と見つめてくる。

「あの女の子のこと？　梅津カヨちゃん」

「あ、ハイ」

「ま、あんまり気にしなくっていいんじゃない？」

　ちずるは口元に笑みを浮かべ、前を向いて耕太には横顔を見せたまま、いった。

　え？

「で、ですけど、どうも事態はなかなかに複雑な様相を見せてですね」

「そーお？　いたってシンプルなものだと思うケド？　あのお団子頭の女の子、梅津カヨちゃんが、親友である北ほく斗とセイジ、南みなみユウコのふたりに、わたしたちへの弟子入りを勧めた……ただ、それだけのことでしょう？」

「いや、問題なのは、どうして彼女はぼくたちへの弟子入りを勧めたのかという点でして」

「そりゃー、わたしたちがコンプリート・カップルだからでしょ？」

　耕太は、変わらず前を向いたまま答えたちずるの横顔を、ぬじっ、と見つめる。

「……ちずるさん、それ、本気で思ってます？」

「まっさかー」

　ちずるは笑った。

　耕太は、ほっ、と息を吐く。だよね、そうだよね、いやあ、ちずるさんたら、あいかわらず冗談がキツイんだから、もう！

「だってそうでしょ？　コンプリートってことは、完かん璧ぺきってことで、つまりわたしたち、それ以上高まることはないってことじゃない！　そんなことないもーん。耕太くんとわたしの仲は、まだまだ進化するし、成長するし、もっともっとえっちなことだって……いやーん。ねー、耕太くん？」

　って、そんな、にこやかに同意を求められましても。

　耕太は、また息を吐いた。

　こんどは長く、深く、へふう……なんて、ため息を。

「あ、あれ？　耕太くん？　耕太くん？　なんでいきなり落ちこんでるの？　なんで？　どうして？　いまわたし、なにかヘンなこといった？　あれー？　いま、自分ではけっこうイイこといったような気がしたんだけどなー？」

　と、ここで。

　耕太は、いきおいよく振り返った。

「……あや？」

　しかし、後ろにはついてきていた望のぞむと蓮れん、藍あいの三人しかいない。

　突然、なんの脈絡もなく振り返った耕太に、望は「ん？」と首を傾かしげ、どんよりと落ちこんでいた蓮と藍も、「あ……？」「パパ……？」と生気のない顔を向けてきた。

「……ね、ねえ、耕太くん？　本当に、どうしちゃったの？」

　そこにちずるが、不安そうな笑みを浮かべ、耕太の顔を覗のぞきこんでくる。

「あ、いえ、その……なんとなく、いま、だれかに見られていたような、そんな気がして……」

「五月病には……まだ早いよね」

「の、ノイローゼじゃないですよ、ちずるさん！　でも……あれー？　あれれー？」

　おかしいなあ……と耕太は元どおり、前を向いた。

　その首をひねりながら歩く耕太の姿を、真後ろから、望は見つめていた。

　望も、突然、くるりと振りむく。

　歩道に並んでいた街路樹の、その綺き麗れいに茂った葉へと視線を向け、しばらく、黙って眺めていたが――。

　耕太とおなじく、「んー？」と首をひねって、けっきょく、元どおりに前を向いた。

　やはり不安そうに、こちらは笑みを浮かべていたちずるとは違って、眉み間けんに皺しわを寄せつつ凝視していた蓮と藍に「なんでもない」と告げ、歩きだす。

「――危なかったですね？」

　声は、さきほど望のぞむが不審の眼めを向けていた街路樹の、茂みのなかからあがっていた。

　街路樹のなかには、例の白いワンピースに大きなぬいぐるみ、そして顔を覆うほどに長い黒髪を持った少女と、以前、その少女とともにいた全身黒ずくめの人物とが、いっしょになって潜んでいた。

　黒ずくめの人物の言葉に、黒髪の少女が、ふふっ、と嬉うれしそうに笑う。

「そんなに嬉しいですか？　ふたりの能力の高さがわかって……」

　そう黒ずくめの人物が問いかけると、少女は、その顔を覆う黒髪の隙すき間まから、にこっ、と笑みを浮かべるのだった。
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　と、じつにさまざまな出来事があった日の、夜。

「ねえ……耕太くぅん……」

「ち、ちちち、ちずるさん!?」

　耕太は、ちずるに迫られていた。

　まわりには、ほかにだれもいない。

　すでに消された天井の蛍光灯のなかで、唯一、ぽつんと点ともった小さな常夜灯。

　その橙だいだい色の淡い光があたりを薄ぼんやりと浮かびあがらせる、薫くん風ぷう高校学生寮、耕太、ちずる、望、そしてまどかの共同寝室には、いま、耕太とちずるのふたりしかいなかった。

　望は外にでかけていた。

　家に戻ってもまだ落ちこみのひどい蓮れんと藍あいをなぐさめるため、「ちょっと食べてくる」といってでかけたまま、戻ってこない。「飲んでくる」ではなく「食べてくる」というあたりが望らしいが、しかし、だいじょうぶなのだろうか。きちんと夕食を食べたあとだったのだが。望はともかく、蓮と藍のふたりは？

　そしてまどかは、下の階の玉たま藻もたちに預かってもらっていた。

　めずらしいことではあった。

　耕太たちが学校にいっている日中はともかくとして、普段、夜は親子、アイジンの四人、たまに蓮と藍もくわわって六人で眠る。

　なのに、今日は預けた。

　預けて、ふとんを敷いて、まどかができてからは着ることもなかったシースルーなネグリジェ姿になって、電気を消して、でもって、ちずるは耕太に迫ってくる。

　迫られ、パジャマ姿の耕太はふとんの上、尻もちをついたかたちで、後ずさった。

「なあにぃ？　嫌？　わたしの身体、飽きちゃった？」

「いえ！　そんなことはありませんけど！　日々進化を遂げ、成長を遂げるちずるさんの身体には、ぼく、飽きることを許されませんけど、でも、今日はお昼に、あれだけ――」

「うん、したね。しちゃったね。耕太くんにちずるのイケナイ身体のイケナイ部分、いっぱいいっぱい乾布摩擦ならぬ耕太摩擦されちゃって、もう下は洪水、そして大火事、な～んだ？　状態になっちゃったね」

「え……ええ……」

　耕太はいろいろと思いだしてしまう。

「ぼくも、ちずる摩擦で……なのに、また、ですか？」

「うん……」

　ちずるは自分の指先を、ちゅう、と吸って、いった。

「やっぱり……春だから、かな……」

　さかりですかー！

「ダメ？　もしかして、耕太くん……もう無理？　お昼、あれだけやっちゃったから？」

　指をくわえたまま、ちずるは小首を傾かしげ、すがるような眼めを向けてくる。

「む、無理ってことは……あれから時間も経たちましたし、たぶん、まだまだ……」

「じゃ、摩擦しよ？　マサチューセッツ工科大学しよー？　ね、ねー？」

　マサチューセッツ工科大学のみなさん、ごめんなさい、と耕太は心のなかで深々と謝罪して、ちずるに向き直った。

「で、ですけどぉ！」

　と。

　耕太が向き直ったら、そこでは、すでにちずるがシースルーなネグリジェをまくりあげ、つけていた薄桃色のぶららーを外し、ふたつの大きなぷるぷるを解放していた。

　そのぷるぷるの下に、ちずるは自分の両腕を回す。

　まるで自分の身体を抱きしめるようにして、ぷるぷるを腕でもって持ちあげ、ぷるぷる、ぷるぷる、震わせだした。

「ぷるぷる、ぼく、悪いスライムじゃないよう！」

　なーッ！

　いろんな意味で衝撃を受けた耕太の前で、ちずるは、かわいらしい声音を作り、ぷるぷる、ぷるぷる、ふたつのキングスライム――いや、ジャイアントスライムを、細かく揺する。

「ち……ちずるさん……」

「ん？　なあに、勇者さん！」

　まだかわいらしい声のままで、ちずるは返事をした。

「ぼくは――」

「ぷる？」

「ぼくは、悪い勇者なのかもしれません――」

　ぷるーん！

　ジャイアントちずるスライムが、かわいらしい声のまま、喜びの声をあげる。

　悪い勇者だから、耕太は斬きるしかなかった。

　斬るしかなかったんだ。

　勇者の剣で。

　一刀両断で。

　だけど、スライムったら、強いんだもん！

　耕太の勇者の剣は、ジャイアントちずるスライムに真剣白羽取りされ、どりんどりん。

　あにょーん、めにょーん、「おおゆうしゃよ、しんでしまうとはなさけない！」、だいじょうぶです、だってぼく勇者だから、なんどだって復活して、あにょーん、めにょーん、「おおゆうしゃよ――」ごめんなさい油断しました、こんどこそはー！　あにょーん、めにょーん、「おおゆうしゃ――」うう、だったらもうひとつのスライムだー！　こっちなら……あにょーん、めにょーん、「おお――」がんばるからがんばるからー！

　かくして、春の夜は更けてゆくのだった。
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　視聴覚室の壇上にて、望のぞむが一席ぶつ。

「えー、地球温暖化が叫ばれる昨今――」

　耕こう太たとちずるが、自分たちに弟子入りした一年生カップル、北ほく斗とセイジと南みなみユウコへのレッスンを始めてから、もう一週間が経たっていた。

　今日もまた、放課後になって、みな、視聴覚室へと集まる。

　今回のレッスンに参加しているのは、耕太とちずる、望、蓮れん、藍あいに、そしてセイジとユウコの、計七名だった。たゆらとあかねは初回以来まったく顔を見せないし、ってゆーか、なんか耕太は避けられてるっぽいし、未み弥やは気ままに参加したりしなかったりで、どうやら今日は欠席する日らしかった。

　その七人が参加する、本日のレッスン。

　壇上では、引き続き、望が熱く地球温暖化問題について語っていた。

　地球温暖化問題とカップルにいったいどんなつながりがあるのか、非常に興味の尽きないところではある。

　あるが、いま耕太が考えていたのは、べつのことだった。

　ひとりの少女――。

　セイジとユウコの友人である、お団子頭の少女、梅うめ津づカヨについて、耕太はひたすら考えこんでいたのだった。

　耕太とちずるは、彼女に会っていた。

　あまり刺激しないよう、彼女を拉ら致ち監禁した望のぞむ、蓮れん、藍あいの三人には待機してもらって、耕太とちずるのふたりだけで、少女の自宅を訪れた。

『――めちゃくちゃになってしまえばいいって、そう思ったんです』

　前触れもなく自宅を訪れた耕太とちずるを、さして驚いた様子もなく招き入れ、自分の部屋へと案内したカヨは、静かにそう語った。

　愛欲と淫いん欲よくとまみれた生活を送る、コンプリート・エロス・カップルとして名高い耕太とちずるに弟子入りして、セイジとユウコはめちゃくちゃになって、破滅してしまえばいいと思ったのだと。

　その言葉に、耕太は衝撃を受けた。

　自分たちがコンプリート・エロス・カップルだなんて欲しくもない名声を得ていたことにはもちろん、親友であるはずのセイジとユウコを陥れようとしていたカヨに対しても。

　ぽつぽつと、少女は告白する。

　カヨは、セイジとユウコのことが、本当に大好きだった。

　友人として、どちらもおなじくらい、大好きだった。

　なのに、ふたりは恋人同士になってしまった。

　そして、カヨを仲間外れにしてしまった。

　いや、おそらくセイジとユウコのふたりに、カヨを仲間外れにするつもりはなかったのだろう。だが、結果としてはそうなってしまった。愛しあうお互いを優先して、友人であるカヨは二の次になってしまった。無意識のうちに。

『だから……だから！』

　少女は泣いた。

　耕太とちずるの前で、まるで感情のタガが外れたかのように、わんわんと、声をあげて――。

　そんなことってあるんだ、と耕太は思った。

　大好きな相手に仲間外れにされたから、その相手を破滅させようとする――？　耕太にはわかるような、わからないような、そんな感情だった。

　しかし、ちずるは少女を見つめていた。

　目の前で泣く少女を、愛いとおしむような、かすかに憐あわれむような、そんな表情で。

　そんなちずるの表情を眺めてたら、ふいに耕太は思い知った。

　ああ、ぼくはまだ、お子さまなんだなあ――。

　ふっ。

　その瞬間の、甘く痛んだ自分の感情を思いだして、耕太は笑った。

　と。

「――かくして、我々も削減せねばならないのです！　そう、πパイＯオー２ツーを！」

　梅うめ津づカヨについて考えているあいだに、望のぞむの演説は終わった。

　そっか、そうだよなあ、減らしていかなくちゃならないよなあ、πＯ２……。

　ん、と耕太は違和感に気づく。

　πＯ２？

　ＣシーＯオー２ツーじゃなくって？

　しかし、決して聞きまちがいではなかったらしい。

　なにせ視聴覚室の壇上に立つ望ときたら、いつのまにか左右に並んでいた蓮れん、藍あいとともに、その繊細な淡い胸を、ぽむん、と叩たたいていたのだから。

「……ちょっと、意味がわからないんですケド？」

　と、耕太の横の席に座っていたちずるが、机に頬ほお杖づえをつきつつ、ツッコミを入れる。

「そ……そうですよね、ちずるさん。だって地球温暖化対策に必要なのはＣＯ２の削減であって、πＯ２は関係が……」

「地球を救うためには、むしろπＯ２が必要でしょ！　愛は地球を救う！　そしてこのふくらみには愛が詰まってる！　ゆえにπＯ２は地球を救う！　うん、証明終了！」

　立ちあがっていきおいよく胸のふくらみを揺らしたちずるに、耕太はズッコケた。

　ズッコケ、机の上に突っ伏しながら、ああ……また始まるんだ、暴走が……と、これから始まるだろうレッスンの暴走っぷりと、おそらくはそれに巻きこまれるだろう自分の姿を想像して、げんなりする。

「ねえ、耕太くん！　地球にπＯ２は必要だよね！」

「耕太……地球のために、まず自分にできること、すなわちあぶらみ削減を」

　ほら、始まったー！

　耕太は机に突っ伏したまま、そのときをなるべく遅らせようと、自分でも無駄だとはわかっていながら、寝たふりを試みた。

　ぐー。

「耕太くーん！」

「耕太ー」

　ぐー！
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　案の定、ぐちゃぐちゃに暴走して、本日のレッスンは終了した。

　みながぞろぞろと視聴覚室からでてゆくなかを、耕太はぐったりしながらついてゆく。

　ここまで耕太を消耗させた当人、ちずると望のぞむは、まだ「πＯ２増量！」「πＯ２削減ー」と互いの意見とπＯ２をぶつけあっていた。蓮れんと藍あいは犹えぞ守もり望探偵事務所の元所員である関係か、それとも自身もノットπＯ２だからか、望の側に立つ。そんな暴走レッスンを目の当たりにした一年生カップルのひとり、南みなみユウコは自分のπＯ２にしっとりと触れて、「……」となにやら深く考えこみ、その恋人である北ほく斗とセイジは「だいじょうぶ。どんなπＯ２でも、ぼく、受けとめるよ！」とハキハキした口調で告げていた。

　なんだかなあ、もう。

　ちずると望、どちらのπＯ２がより地球にふさわしいのか、顔や手や胸やなにやらでπＯ２比べをさせられた耕太は、すでに日が沈み、暗くなりつつあった廊下をぐったりと歩きながら、こんなことでいいのだろうか、と思う。

　いいわけないよねー！

　こんなレッスンを続けていたから、十年持つ耕太の選手生命が、一年で終わってしまうかもしれない――じゃなくって、こんなレッスンを続けていたら、あのお団子頭の少女、梅うめ津づカヨの狙ねらったとおり、北斗セイジと南ユウコは破滅してしまうよ！

　それは、いまとなってはあの少女自身も、決して本意ではないはずだった。

　だから、耕太は相談してみることにした。

　とりあえず、自分といっしょにセイジとユウコへ教える立場にあった、ちずるへと。

「あの……ちずるさん、ちずるさん」

「だから、むしろ地球なんて暖かくなったほうが、みんな露出も増えて……え？　なあに、耕太くん？」

　望に対して熱く持論をぶつけていたちずるが、耕太の呼びかけに応じて、振りむく。

「いえ……ちょっと、北斗くんと南さんに対するレッスンについてなんですけども」

「あ、やっぱり耕太くんも思ってた？」

「え……？　なにを、ですか？」

「生ぬるかったよね！　まだわたしたちが実際に〈あまえんぼさん〉するところも見学させてないし……うーん、どうする？　いっそこれから、保健室にでもいく？」

「保健室にいってナニをするつもりなんデスか！　ぜんぜん違いますよう、ちずるさん。むしろぼくはレッスンの内容が厳しすぎるんじゃないかって……いろんな意味で！」

「え？　そう？」

「そうですよう！」

　まったく、ちずるはどこまで本気なのだろうか。

　怖おそろしいのは、どこまでも本気な場合なのだが。

　でもって、その可能性はけっこう……。

　耕太は、んー？　と唇に人差し指を当てて、本気で悩んでいるらしいちずるを見つめ、若干の戦せん慄りつを覚えた。

　と、その戦慄に、べつの感覚が混じる。

　背後からのものだった。

　耕太は、自分の真後ろに、それもすぐ近くに、なにものかの気配を感じていた。

　なにものかが、耕太のすぐ後ろに、いる。

　振り返れば、捕まえられるほどの、近さで。

　が、耕太は振り返らなかった。

　あえて無視した。

　なぜか。

　どうも、ここ最近、耕太の神経は過敏になっているようだったからだ。

　ふいに、だれかの視線を感じる。

　すぐさま振り返る。

　しかし、だれもいない。

　そして、まわりからはヘンな顔をされる。

　そんなことが何日も続けば、いいかげん耕太は自分の感覚がおかしくなっているのだと認めざるを得なかった。

　だから耕太は、今回は振り返ったりなんかしなかった。

　だってまたヘンな顔、されたくないもん！

　そう、振り返ったりなんか、絶対、しないのだ。

　しない。するもんか。してなんかやらないんだ！　でも、だけど、うーん、なんていうか、もう、すっごく気になって、ええい、あっちいってよ、ああ、うう、おお……。

　うぬぬぬー！

　ちっとも消えてくれない後ろの気配に、耕太はもう、じたんだを踏みたくなった。

　ううう、もうかまうもんか！

　しんぼうたまらなくなって、耕太は振り返った。

　そうしたら。

「……」

　いた。

　耕太の後ろには、今回ばかりは本当に、なにものかがいた。

　黒い髪を、それはもう、顔が隠れるほどに無造作に伸ばして、身体には白いドレスのようなワンピースをまとい、でもって、大きなぬいぐるみを抱えた少女が、なんとまあ、耕太のすぐ後ろに、立っていたのだった。

「き、きみは……！」

　だれ？

　耕太の知らない相手だった。

　いや、まったく見覚えがないのならまだいいのだが、困ったことに、どうもどこかで耕太は彼女と会ったような感覚があった。

　え？　どこで？　なんで？

　ただ、すくなくとも――美み乃の里りではなかった。

　美乃里ならば耕太は会えばわかる。どんな姿に化けていようとも見破れる。自信があった。それは耕太が、〈神〉であり、美乃里の兄だから――。しかし、目の前の少女は美乃里ではなかった。第一、持っているぬいぐるみが違う。いつも美乃里が持っているのはくまさんのぬいぐるみだったはずだ。ところが目の前の少女が持っているのは、妙にブサイクなうさぎだった。違う。もしかしたら趣味が変わったのかもしれないが、違う。

　と、耕太が突然の出会いに固まりつつ、さまざまに考えを巡らせていたら。

　落ちた。

　飛び退のく間まもなく、耕太の足下の床が消失し、そして――。

「わー!?」

　耕太は、下へ。

　廊下の、下へ。

　叫びながら、落ちていって――。



★



「――わがっ!?」

　耕太は、落ちた先で、激しくお尻しりを打ちつけてしまった。

　はがぎごげっ!?

　突然の足下の消失に、耕太はバランスを崩した。崩して、ちょうど尻もちをつくような体勢で落下した。そして、思いっきり尻から落ちた。

　耕太の尾てい骨から脳天へ、すこーん、と痛みは突きぬけてゆく。

　その衝撃で、いったん、耕太は膝ひざ立だちとなった。膝立ちとなって、ダメージを受けたお尻を両手で抱え、「く～～～～～っ！」と声を洩もらす。洩らしながら、前のめりになって、そのまま、こつん、と床におでこをついた。

　そんな、まるで尻を突きあげながら土下座するかのような体勢となって、うめく。

「うううう……な、なんなの？　これってなんなの？」

　さっきの女の子は？　だれ？　だれだったの？

　ぜんぜん知らない相手だというのに、なぜか見覚えがあるというのが厄介だった。

　でもって、この事態はなんなんだろうか。

　どうしていきなり床が消えたんだろう？

　そしてここはどこなんだろう？

　耕太は、尻しりを突きあげながら土下座するような姿勢のまま、あたりを見た。

　なにも見えなかった。

　闇やみだった。

　光ひとつない完全な暗闇で、だから耕太は、いま自分が激しくお尻を打ちつけた場所がどんなところなのか、さっぱりわからなかった。

　とりあえず、床は平らで、けっこう固かったということだけは理解できたのだが。

　さて、どうしよう？

　耕太は闇のなか、尻を突きあげたまま、んー、と考えこむ。

　たぶん、ここは学校のなかだろう。

　いや、もしかしたら耕太が床の下に落とされた瞬間、どこかべつの場所へ飛ばされた可能性はあった。瞬時のうちに、空間を越えて――しかし、耕太はさきほど、それらしい力の発動は感じなかった。以前の耕太ならともかく、いまの〈神〉の力を手に入れた耕太なら、そんな異変が起こればなにかしら感じとることはできるはずだ。

　でも。

　ということは、ここは学校のなかなわけで。

　つまり、廊下の下にある空間なわけで。

　なんだってそんなものが、学校のなかにあるんだろーか。いや、玉たま藻もに仕える忍び、雪ゆき花はなが校舎内に隠し通路を作っていることは耕太も知っている。が、それにしたって、こんなところに？　だって廊下のど真ん中だよ？

　むう。

　もしここが隠し通路のひとつなのだとしたら。

　通路にしては少々、広いような気もするが、もし隠し通路なのだとしたら、なぜ耕太は落ちてしまったのだろう。突然、床が消えて、そして耕太はお尻から――。

「ねえねえ耕太くん。いつまでそんな姿勢でいるつもりなの？」

「ぱぷあっ!?」

　予期せぬときに、予期せぬ場所で、予期せぬ相手から声をかけられて、耕太は飛びあがった。尻を突きあげながら土下座する姿勢だった耕太は、驚きに飛びあがって、声のした方向を向きながら、いきおいよく尻もちをつく。

「あだっ！」

　まだ、耕太のお尻しりからはさきほどのダメージが抜けてなかった。

　いきおいよく尻もちをつくことで追加のダメージを与えてしまったお尻を抱えて、耕太はうめく。そんな耕太を見て、声の主は笑った。

「ごめん、ごめん、耕太くん……驚かせちゃった？」

「そ、そ、そ……そりゃ驚きますよ、ちずるさん！　真っ暗でなんにも見えないのに、いきなり声なんてかけられたら！　い、いるならいるって、いってくださいよう……」

　そう。

　声の主は、ちずるだった。

　まさかこんな場所にちずるがいるとは思わなかったものだから、そりゃ驚く。当たり前ですよ……と耕太は鼻をすすって、そこで気づいた。

　あれ？

　どうしてちずるさんまで、ここにいるんだ？

「本当、ごめんねー、耕太くん。あの子の巻き添えで耕太くんが落ちちゃうのを見て、思わずいっしょについていっちゃったんだけど……耕太くん、なんかヘンな姿勢になったまま、「んー」とか「むう」とかうなって、ちっともわたしには気づいてくれないんだもん。いつになったら気がつくのかなー、と思って、じーっと見つめちゃった」

「――へ？」

　一瞬、耕太は固まる。

　ぼくは……あの少女の巻き添えで落ちた？

「あ、あの、ちずるさん。ぼく、あの子の巻き添えで落ちたってことは……つまり、あの少女が、床を消したってことですか？　廊下の床を？」

　なにせ真っ暗なものだから、あいかわらずちずるの姿は見えず、なんだかすこしだけ変な感じを覚えながら、闇やみのなか、耕太は確認してみた。

「うん、そうだよ？　耕太くん。ほら、耕太くんに見つかっちゃったものだから、あの子ったらすっかりあわてて、この雪ゆき花はなが作った隠し通路に……」

　闇の向こうから返ってきたちずるの言葉に、耕太は、え？　と眼めを見開く。

「雪花さんが作った隠し通路!?　やっぱりここ、そうなんですか」

「隠し通路っていうか……ちょっとした隠し部屋？　通路と通路をつなぐポイントで……ほら、そこやあそこにあるでしょ、通路。まあ、部屋というにはちょっと天井が低いのが難点だけど……でもしかたないよね、なにせ二階と三階のあいだに作られてるんだし」

　なるほど、だから突然、耕太の足下の床は消えて、そして少女の姿はないのか。

　廊下のど真ん中に隠し部屋があったこと――というより、雪花の作った隠し通路がずいぶんと校舎の隅々まで張り巡らしてあったことに驚きつつ、耕太は、もうひとつ、いまのちずるの話を聞いて湧わきあがってきた疑問を、ぶつけた。

「ちずるさん、すみません……なんだか、ちずるさんのお話を聞いてると、どうもあの少女に対して、ちずるさんは親近感らしきものを持っているような気が……」

「え？」

　闇やみのなか、ちずるがびっくりしたような声をあげた。

「あれ？　耕太くん、まさか……あの子がだれだか、わかってないの？」

「え？」

　こんどは耕太がびっくりしたような声をあげる番だった。

「ちょ、ちょっと待ってください、ちずるさん。と、いうことは……ちずるさんは、わかってるんですか？　あの少女がだれなのか」

　と、尋ねてみたら。

　ふふ、ふふふ、ふふふふふふ……。

　なんて、肩を揺するような鼻から抜ける感じの笑い声のあとで、こらえきれなくなったのだろうか、あはははははは、とちずるは声をあげて笑いだした。

「ち……ちずる……さん……？」

「いや、ごめんごめん、耕太くん……でもそっか、耕太くん、わからなかったかあ。あの子がだれなのか……なるほどねー、たとえ耕太くんでも、〈神〉の力を持つものに化けられたら見破ることは難しいのか……だからあの子の正体もわからなかったんだ」

「あ、あの子？　〈神〉の力？」

〈神〉の力を持つ子と聞いて、まず耕太が思い浮かべるのは我が子、まどかだ。

　だが、しかし、まどかの〈神〉としての力は封じてある。

　ほかならぬ耕太とちずるの手によって、かなり強く封じてあった。

　いわば〈神〉の力による封印であった。

　そうそう簡単に解けるはずはなく、だから耕太の頭から、あの謎なぞの少女がまどかが化けたものであるという考えはすっぽりと抜け落ちていたのだが。

　だけど、じゃあ、あとはだれ？

〈神〉の力を持つあの子って、だれー？　だれなのー？

「耕太くん」

　悩む耕太の前で、闇のなか、なにやらちずるが動きだす。

　どうやら立ちあがったようだが、さきほどちずるが『天井は低い』といっていたので、実際にどうなのかはよくわからない。なにせ真っ暗なので耕太には見えないのだから。

「あのね、耕太くんにいっておかなくちゃならないことが、いくつかあるの……」

「ぼくに、いっておかなくちゃならないこと、ですか？」

「そう、耕太くんに、いくつか。まずはね、あの子のこと、怒らないで欲しいんだ。きっと、わたしたちのこと心配してのことだろうから……」

「す、すみません。あの、その『あの子』って、いったいだれなんですか？」

「それは……まあ、すぐにわかると思うよ。耕太くんに姿を見られちゃった以上、たぶん、あっちは正体も見破られたと思ってるはずだから。上に戻ったら、自分からあらわれるんじゃないかな？　謝りに」

「謝るために……？　自分から……？」

「あとはね、このあと、すっごく耕太くんが驚くことが起きるんだけど……」

「すっごく!?　なんですか、いったい!?」

「それもヒミツ。あとのお楽しみ……まあ、楽しくはないと思うけど、うん、きっとショックだし、落ちこむだろうとは思うけど……でも、だいじょうぶだから。耕太くんなら、ぜったいにだいじょうぶ。だいじょうぶだって……わたし、信じてるから」

「あ、あの、ちずるさん？」

「最後は、まどかのこと。あの子のこと、大切にしてあげてね。あの子が、あの子こそが、耕太くんの希望なんだから。だから……」

「ちずるさん！」

　たまらなくなって、耕太は大きな声をあげてしまった。

　なんだ？　なんなんだ、これ？

「おかしい……おかしいですよ、ちずるさん。そんな、なんだか、まるでちずるさんがどこかへいってしまうみたいな……やめてくださいよ、そんなの」

　耕太は、不安と、すこしばかりのいらだちをこめて、いう。

　だが。

　暗くら闇やみの向こうのちずるから、返事が返ってくることはなかった。

　声はおろか、身じろぎする音ひとつ、ちずるはあげてくれない。

　どうして――。

　耕太は突きあげてくるようなもどかしさに、立ちあがった。

　どうして、ちずるさん、なにも答えてはくれないんですか？

　ただ黙ったままでいるんですか？

　まさか……まさか、本当に？

　ここから……いなくなってしまったんですか!?

　こみあげてきた恐怖に耐えきれなくなって、耕太は駆けだしてしまいそうになった。暗闇のなか駆けだし、ちずるの元へと向かってしまいそうになった。

「ちず――！」

　愛する彼女の名を叫びながら、耕太が大きく足を踏みだしかけた、そのとき。

　突然、耕太の眼めは闇を見通しだす。

　いままでずっと、耕太の眼めは暗くら闇やみによって真っ黒に塗りつぶされていた。当然、なにも見えないし、だからあたりの様子はおろか、ちずるの表情だってわからなかった。

　それが、すっ……と映りだした。

　おそらく、耕太が暗闇のなかを駆けだそうとしたため、身体のほうで自動的に順応したのだろう。考えてみれば耕太は普通の人間ではなかった。前世が素戔嗚尊すさのおのみことで、〈神〉の力を使えちゃう人間だった。校舎ひとつ、簡単に吹き飛ばせてしまう人間なのである。

　だったら、たかが暗闇ぐらい、簡単に見通せたっておかしくはない――はず。

　これまでは、見えるなんて思わなかったから、見えなかった。

　本気になって見ようなんて思っていなかったから、見ることができなかった。

　しかし、いま、耕太は暗闇のなかちずるの元に向かうため、視界を必要とした。だから見えるようになったのだ。〈神〉の力を持つ肉体が、自動的に見えるようにしたのだ。

「わ……」

　駆けだしかけていた耕太は、いきなりの視界の変化に、大きく戸惑った。

　ほ、本当に……低い！

　あたりの様子がわかるようになって、まず耕太が思ったのは、そのことだった。

　ちずるのいっていたとおり、耕太たちがいた部屋の天井は本当に低かった。耕太の身長よりやや高いくらいしかなく、ジャンプすれば余裕で頭をぶつけてしまえるほどだ。代わりといってはなんだが、広さはそこそこある。長方形の部屋で、壁に隠し通路だろう、いくつかの穴が開いており、その穴自体はけっこう狭く見えたのだが。

　そして。

　ちずるは、泣いていた。

　彼女も立っていたので、耕太よりもやや背が高かったちずるの頭は、もう天井ぎりぎりの位置にあった。そんな状態で、ちずるは涙を流す。無言で、しゃくりあげすらせず、ただただ耕太を見つめて、そして口元にはたしかに笑みを浮かべて。

「あ……」

　なぜ？　どうして泣いているんですか、ちずるさん？

　そう耕太は尋ねたかったが、声がでない。

　自分を見つめて微笑ほほえみながら、無言でひたすら泣き続けるちずるの姿に気け圧おされて、耕太は唇をぐにぐにと噛かみつつ、その場に立ちつくすことしかできなかった。

「う……く……くく……！」

　どうにかがんばって、耕太は唾つばを飲みこむ。

　ぐびりと喉のどを鳴らして、それでようやく息を大きく吸いこんで。

　ちずるさん、と呼びかけようとしたら、こんどは視界が白くくらんだ。

　な!?　なんだ!?　なに!?

　こんどは激しく輝きだした視界に、耕太は驚きつつ、すぐにこれは天井から光が差しこんだためなのだとわかった。いわゆる暗視モードだったため、わずかな光であってもとんでもなくまぶしく感じてしまうのだ。そのことに気づいたとたん、またもや身体のほうで自動的に調整を始める。暗視モードを解除して、元の視界へと戻してくれた。

　耕太は、普通の視界で、頭上を見あげる。

　すぐそばにあった低い天井には、大きな正方形の穴が開いていた。たぶん、さきほど耕太が謎なぞの少女とともに落下して、さらにちずるが続いた穴だろう。

　その穴から、望のぞむ、蓮れん、藍あい、そして未み弥やが、顔を覗のぞかせている。

「耕太。ちずる。またふたりっきりでえっちなこと――」

「パパ！　ママ！」

「だいじょうぶですか！」

　なにかを勘違いしているのか、望は渋い顔で渋い声を浴びせかけてきたが、その両脇わきの蓮と藍はちゃんと心配そうな顔で心配そうな声をかけてくれた。

「うん、だいじょうぶよ？　こっちは平気」

　と、心配顔の蓮と藍に答えたのは、ちずるだった。

　ちずるは、さきほどの泣き顔がまるで嘘うそだったかのような笑顔で、天井穴の蓮と藍に向かって手を振る。

　しかし、耕太は見逃さなかった。

　ちずるの眼めが、たしかに赤かったことを。

　そして、その制服の胸元には、頬ほおを伝って落ちた涙の跡が残っていたことを。

「ちずるさ――」

　そうだ、絶対にさっきのは自分の見まちがいなんかじゃあない。

　だから耕太は、こんどこそちずるに涙の理由を尋ねようと、して。

「どう～？　おふたりとも、元気～？」

　あらたに頭上から降ってきた声に、ぎょっ、となって固まる。

　い……いまの声は!?

「た、玉たま藻もさん!?」

「は～い～。どうもね～、耕太さん～」

　天井の穴に並ぶ、望、蓮、藍、未弥の顔のとなりに、いつのまにか玉藻がくわわっていた。玉藻は耕太に向かって、じつににこやかに微笑ほほえみかけてくる。

　と、そこに。

「……」

　無言で、もうひとりがくわわった。

「なっ!?」

　それは、あの謎なぞの少女だった。

　美み乃の里りによく似た外見の、だけどあくまでも別人の少女。

　彼女は前に耕太が目撃したときとおなじく、無造作に伸ばした感じの長い黒髪に、ドレスのようなワンピースをまとって、手には大きなぬいぐるみを抱えていた。そんな姿で、天井の穴から顔をだし、なんとも哀かなしげに表情を歪ゆがめて、耕太へと視線を向けてくる。

　え……？



　　　３



　廊下にあがったら、さらにもうひとり、いた。

　全身黒ずくめの格好をした人物で、顔まで黒い布で覆ってある。その人物は例の美み乃の里り似の少女のそばにぴたりと控えていて、まるで彼女を守っているかのようだった。

　すでに日が落ち、すっかり暗くなっていた廊下には、耕太たちのほかだれもいない。

　耕太、ちずる、望のぞむ、蓮れん、藍あい、未み弥や、それに玉たま藻も、謎の少女、謎の黒ずくめの人物の、総勢九人のほか、まわりに人影はなかった。

　あの一年生カップル、北ほく斗とセイジと南みなみユウコの姿は、ない。

「所長――ええと、アイジンセンパイが、匂においをかいで」

「パパとママが床の下だということはすぐにわかったんですが」

　蓮と藍が、これまでの説明をしてくれた。

　耕太とちずるが謎の少女とともに床下へと消えたあと、蓮と藍のふたりは、これは一般の生徒にはあまり知られてはいけない部類の事件だと判断した。そこでまず、一般の生徒であるセイジとユウコをなだめすかして、どうにか先に帰らせたのだという。

　それから床を調べようとしたとき、こんどは未弥がやってきた。

「――ひさしぶりに耕太たちと遊ぼうかなー、でももう今日のレッスンは終わっちゃったかなー、と思いながらやってきたら、視聴覚室の前で蓮と藍が青い顔しててね」

　蓮と藍は、いま起こった出来事を未弥に伝えるべきかどうか、迷った。

　が、未弥に訊きかれた望が素直に答えてしまって、あっさりとバレた。

　結果として、それが功を奏して、校内の隠し通路を勝手によく使っていた未弥の手によって、隠し部屋にいた耕太たちは無事に見つけだされたのだが――。

「わたしが廊下の入り口を開けていたとき、こちらのお三方がいらっしゃってね」

　と、未弥が三人――玉藻、謎の少女、謎の黒ずくめの人物を、示す。

　その三人のうち玉藻は、いつもの着物姿ではなく、紺色のスーツ姿だった。

　紺色のスーツに、タイトなスカートを穿はき、その足は黒のストッキングで包みこむ。頭の後ろでまとめた黒髪とあいまって、まるで授業参観日に訪れた母親のように見えた。

「――ほら」

　そんな、めずらしく洋装だった玉たま藻もが、美み乃の里り似の少女の肩に、手を置く。

「謝りにきたんでしょう？　勇気をだして……だいじょうぶ、正直にいえば、耕太さんはきっとわかってくれるわ……」

　うつむいていた少女の唇が、ぎゅむ、と真一文字に引き結ばれた。

　顔をあげ、ざんばらと垂れた前髪の隙すき間まから、耕太を見つめ、そしてそのまま、意を決したように近づいてくる。

　みなが息を呑のんで見守るなか、少女は耕太の前に立った。

　うつむき、ためらい、唇を噛かんで。

「だうあうあー……」

　と、頭をさげながら、少女はいった。

「……は？」

　耕太は意味がわからなくて、尋ね返す。

　その『だうあうあー』なる言葉の意味自体もよくはわからなかったが、なにより、彼女が『だうあうあー』と発言したことにより導きだされる事実が、耕太は理解できなかった。いや、脳が理解を拒絶した。

　まさか、まさか、そんな！

「そのまさかなのよ～、耕太さん」

　笑いながら、玉藻がいう。

「ま……」

　玉藻の言葉に、耕太は半分無意識で、呼びかけてみた。

「まどか……？　なの……？」

「だあ……」

　なんともすまなそうに、上目づかいで耕太を見あげ、少女は返事をしてくれた。

　うええええええー!?

　耕太は驚いた。

　蓮れんと藍あいも驚いて、未み弥やまでもが「へー……」と驚きの声を洩もらす。望のぞむはもしかして予想していたのか、それともいつもどおりなにも考えていないのか、とくに反応はなく、そしてあらかじめわかっていたらしいちずるは、ただ薄く笑みを浮かべるだけだった。

「ちょ、ちょっと待った！」

　耕太は、少女に飛びかかる。

　まるですだれのように少女の顔にかかっていた長い長い黒髪を、両手でもって分け、大きく開いた。

　突然の耕太の行動に、びっくりしたのか眼めを丸くした少女の顔が、あらわれる。

　似てる。

　そのすこしつりあがった目め尻じりや、大きくて綺き麗れいな瞳ひとみなどが、じつによくちずるに似ていた。じゃあ、本当に、彼女は、まどかが化けて――。

「やっぱり似てるね……パパに」

　その言葉に耕太が振りむくと、いつのまにだろう、そばにちずるが立っていた。

「ち……ちずるさん？」

　ちずるは耕太の横に並んで、あらわになった少女の顔を覗のぞきこみ、そして微笑ほほえむ。

「ほら、つぶらなおめめとか。かわいらしいお鼻とか。そっくりだよ、耕太くんに」

「そ……そうですか？」

　耕太の眼めには、あくまでもママにそっくりなように映るのだが、当の本人にはまた違った風に見えるものらしい。

　と。

　このとき、ちずるは、微笑みながらまどかの顔を見つめていたのだが。

「ありがとう……」

　そういって、いきなり抱きついた。

「だ!?」

　抱きつかれたまどかは、眼を白黒とさせる。

「ありがとう、まどか……ママに、成長した姿を見せてくれて……あなたはこうなるのね？　こんな、かわいい女の子になるのね？　ありがとう……ありがとう……」

　ちずるはまどかを強く抱きしめたまま、なんどもなんどもお礼をくり返した。

　その光景を耕太は横で呆ぼう然ぜんとしながら、眺める。

　これじゃ、まるで――。

「こらこら、ちずる」

　すっかり呆あきれた口調でやってきたのは、玉たま藻もだった。

「それじゃまるで末まつ期ごの別れみたいじゃない。縁起でもない、やめなさいな」

「そ、そうですよ、ちずるさん！　さっきから本当、おかしいですよ！　まるでここからいなくなっちゃうようなことばっかり……」

　しかし、玉藻はちずるに向かって、続けた。

「帰ってくるんでしょう。あなたは。絶対に」

　……え？

　耕太は、玉藻の顔を見つめる。

　その表情は、真剣そのものだった。いつものからかうような表情など、みじんも浮かんではいなかった。玉藻の視線を受けとめるちずるも、涙でうるんだ眼で見つめ返して、しっかりとうなずく。やはり、真剣そのものの顔で。

「あ、あの――！」

　と、耕太がふたりに向かって尋ねようとした、その瞬間。

「――えー、ご家族でご歓談中、まことに申し訳ないんですけども」

　割って入ってきたのは、未み弥やだった。

「そろそろ部外者にもわかりやすく教えていただけるとありがたいんですケド。どうやら彼女は耕太くんとちずるさんのお子さまらしいですけど、どうしてそんな姿に化けて学校にやってきてたんでしょうかねー？」

「ああ、ごめんなさいね、未弥さん。この姿に化けたまどかちゃんのせいで、ここ数日、徹夜だったみたいね？」

　玉たま藻もが、未弥に向かって微笑ほほえみかけながら、答える。

「ええ、まあ、謎なぞの不審者に対する警戒を厳重にしたり、なんだりで……それはともかく」

「どうしてまどかがこの姿に化けて、学校にやってきてたかね？　それは、だって……学校にいるパパとママが気になってしかたがないって、まどかちゃんがいうから。『だああ！　だあああ！』ってぐずられたら、子守をしているわたしとしては、ねえ？　しかたがないじゃない？」

　玉藻にはまったく悪びれた様子がなかった。

「ですけど――そのまどかちゃんには、ほかならぬパパとママの手によって、力の封印が施されてあったはずですよね？　力が封じられているのに、どうやってその姿に？」

　さすがは〈葛くずの葉は〉の頭領というべきか、未弥は耕太とちずるがまどかに対して封印を施してあったことを知っていた。

「うん？　ああ、封印ね。あれなら解いちゃったわ。で、耕太さんたちが家に帰ってくる前に、またわたしで施した」

　未弥の問いかけに対する玉藻の回答は、なんともあっさりしたものだった。

「なるほど……さすがは白はく面めん金こん毛もう九きゆう尾びの狐きつね。〈神〉の封印を解いて、また封じますか……で、化けさせた理由はどうしてなんですか？　それもわざわざ、こんな姿に……」

　未弥が問う。

　なぜわざわざ、まどかを美み乃の里りと似た姿に化けさせたのか？

「だって、まどかちゃんは悪いやつらに狙ねらわれていたでしょう？　だから念のために、ね。姿を変えさせて、で、ほら、ボディーガードもつけたわ」

　玉藻の言葉に、まどかの近くに控えていた全身黒ずくめの人物が、軽く会釈をした。

「――申し訳ありません。ちずるさま、耕太さま。断りなく、このようなことを」

　その声色に、耕太はゆっくりと眼めを見開く。

「え……？　雪ゆき花はなさん……だったんですか？」

「はい。わたしは雪花ですが。どうかいたしましたか？」

　と、雪ゆき花はならしい黒ずくめの人物は、頭ず巾きんの隙すき間まから覗のぞく眼めをぱちくりさせた。

「いや、だって……その格好は？　いつもと違いますよね？」

「いつもの服はもう古くなってしまいましたので……あたらしくしてみたんですが、おかしいですか？　前よりも忍びやすいと、自分では気に入っていたのですが……」

「いえ……似あってると思います。たしかに、忍者らしいです」

「なあに、そのやりとりは。ふたりとも」

　耕太と雪花の会話に、玉たま藻もが苦笑とも呼べるような笑みを浮かべる。

「で、ええと……あとは、どうしてまどかちゃんをわざわざこんな姿にしたのか、だったわね？　それは……まあ、たまたま？　かしら？」

「たまたま……ですか？」

　笑みのかたちで、糸のように細くなっていた未み弥やの眼が、わずかに開いた。

「ええ。たまたまよ？　この髪は、すこし成長した姿にさせたら勝手に伸びちゃっただけだし……服は、まどかちゃん本人が着たがったの。ぬいぐるみだってそう」

　その言葉に、耕太は、まどかが抱きしめていた大きなうさぎのぬいぐるみを見つめる。

　この……ヘンなうさぎのぬいぐるみを？　まどか自身が？

「もしかしたら、だけど……感じていたのかもしれないわね。たとえば、おなじ姿をしただれかさんが、パパとママのすぐそばにいた、とか……」

　耕太の身体は、びくりと震えた。

　あの姿をした、だれか――？

「玉藻さん……それって」

　耕太が、玉藻に向かって確認しようとしたときだった。

　突然、まどかが動きだす。

　はっ、と顔色を変えた。と思ったら、くるりと身を返す。

　廊下の向こう側、すっかり暗くなって、しっとりと闇やみに沈んだ奥の奥へと、鋭い視線を注いだ。

　そして。

「るりらららー、るらー！」

　と、なにやらよくわからない言葉を叫びつつ、まどかは流れるようにポーズを決める。

　決めた瞬間、まどかの身体は光りだした。

「ま!?　まどか!?」

　眼がくらむほどの光を放ちながら、まどかはくるくると回り、そして踊る。

　その回転とともに、まどかの黒く長かった髪は、金色へと変わって、さらに短く縮まってゆく。頭からは狐きつねの耳が、腰からはしっぽが生える。さらには着ている服まで変化して、白いワンピースだったはずの布は、七色の光で輝きながら、その姿を変えた。

　やがて、光が収まったとき――。

　そこには、あらたな外見へと変化したまどかの姿があった。

　黒髪から金髪へとなった頭は、さきほどとは違ってきちんと整っていて、かわいらしい顔がすっかりとわかるようになっている。頭からは狐きつねの耳が生え、腰からはしっぽが伸びと、完全に妖よう狐この状態だ。

　でもって、着ていた服は、なぜか薫くん風ぷう高校の制服だった。

　いや、よく見ると細かいところが違う。やけにスカート丈は短いし、スパッツらしきものも穿はいている。上着はブレザーのままさほど変わったところは見受けられないが、首もとのリボンが、なにやら鋭角的なデザインへと変化していた。

　そんな、制服もどきを着た妖狐の姿で、まどかは、びしっ、とポーズを決めている。

　変身する瞬間とはまた違った、まるで歌舞伎で大見得を切るかのような勇ましいポーズで、まどかは叫んだ。

「るらー！」

　ぱちぱちぱちぱちぱち。

　唖あ然ぜんとする耕太たちを脇わきに置いて、玉たま藻もと雪ゆき花はなのふたりは拍手した。

「あ、あの……玉藻さん？」

「あら、どうしたの、耕太さん？　そんな、まるでちずるのおっぱいビンタを食らったような顔をして……まさかご存じないの？　これは日曜の朝にやってる、変身ヒーローもののテレビ番組の真似よ？　どうやら変身後の格好は、パパとママへのあこがれなのかしらねえ、ここの制服をベースにしているみたいだけど……」

「いや、それはまあ、わかるんですが」

　本当はよくわかっていないが、とりあえず耕太はそう答えておく。

「でも、どうして、突然、まどかは変身なんか……？」

「変身する理由なんて、決まってるでしょう、耕太さん？」

「え？」

「闘うためよ。敵とね……」

「――だー！」

　耕太がその玉藻の言葉の意味を理解する前に、まどかがどこから取りだしたのか、もしかして自分の〈神〉さまパワーで作りあげたのか、やたらごてごてした飾りのついたステッキを手に持ち、振り回して、そして、その先から七色の光を放った。

　七色の光は、虹の輝きとなって、廊下の奥まで飛んでゆく。

　吸いこまれるように、消えて。

　爆発した。

「おおおおお!?　おお!?」

　巻き起こった爆風が、耕太たちほうにまでやってくる。

　その爆風から耕太をかばおうと、望のぞむ、蓮れん、藍あいが前に立った。それでも抑えきれずに、耕太の顔は風に襲われる。耕太は両手で顔面を覆って、眼めを細め、懸命にこらえた。

　すぐに爆風は去ってゆく。

　あとには、もうもうと立ちこめる埃ほこりが残された。

　おそらくはさきほどのまどかのレインボー攻撃によって細かく砕かれた、校舎の破片だろう。すっかり廊下は覆われて、なにも見えやしない。

　と、思ったら。

　埃のなかに、ひとりの人影が浮かびあがった。

「ふ、ふふ、ふふふふふ……」

　影は、小さく、細い。

　まるで小柄な女性のようなシルエットを持つその人物は、笑いながら耕太たちのほうへと、ゆっくり、近づいてくる。

　その彼女の、頭の部分には。

　ふたつ、まるでお団子のような影が、あった。

「さすが、〈神〉の子だよね……バレちゃってたか」

　埃のなかから姿を見せた彼女の顔に、耕太は息を呑のむ。

「きみは――！」

　それは、あの少女だった。

　北ほく斗とセイジと南みなみユウコの友だち。

　お団子頭の少女、梅うめ津づカヨ。

　カヨは、不敵な笑みを浮かべながら、さきほどのまどかのレインボー攻撃によるものだろうか、手からたらりたらりと、床に血を滴らせていた。

「だって……まさか、そんな？」

「うん？　まだわからないの、兄さん？　わたしだよ、わ・た・し」

　認められない、認めたくない耕太に向かって、梅津カヨなはずの少女は、にこりと微笑ほほえむ。

「み――」

　耕太は、声を振り絞って、いった。

「美み乃の里り――なの？」

「はあーい」

　ひらひらと、梅津カヨの姿をした三み珠たま美乃里は、にこやかに手を振る。

　耕太は、ただただ眼を見開くしかなかった。
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「そんな……そんなわけは……だって、もしきみがそうなのだとしたら！　美み乃の里りなのだとしたら！　ぼくが、わからないはずは！　見破れないはずは！」

「ああ、だって兄さんは、〈神〉さまなんだし？」

　くくく、とお団子頭の少女の姿で、美乃里は笑った。

「それはつまり、こういうことじゃないのかな？　わたしは……〈神〉である兄さんと、すくなくとも同等の力を持っているんだって」

「――たあ！」

　ここで、突然、美乃里に向かって襲いかかったのは、未み弥やだった。

　いつのまに手にしたのだろう、未弥の身長ほどもある長い柄のハンマーをふりかぶって、美乃里のお団子頭めがけて打ちかかる。

　が、その攻撃が届くことはなかった。

　未弥が美乃里に打ちかかるのとおなじタイミングで、なにものかが廊下の窓ガラスを割って、外から入りこんできたからだ。

　外からの侵入者は、手に剣を持っていた。

　その剣によって、未弥が振るったハンマーは柄の部分から断ち切られてしまう。

　断ち切られたハンマーは、回転しながらあらぬ方向へと飛び、床へと落ちて、盛大にヒビを作った。

　そして、柄の部分を断ち切られた未み弥やは、そのままの状態で、固まっていた。

　未弥は、たったいま彼女の武器を断ち切った相手を見て、つぶやく。

「四し岐き――？」

　そう、たしかに四岐だった。

　未弥の兄であり、現在、行方不明なはずの三み珠たま四岐。

　その彼が、突然あらわれ、美み乃の里りの横に立っていた。

　糸のように細い眼めや、やや痩こけた頬ほお、酷薄そうな薄い唇に、短めのオールバックなど、四岐の顔つきに変わった様子はない。

　ただ、表情から感情というものがまったく抜け落ちてる以外は、だが。

　まるでマネキンかなにかのような顔つきで、四岐は身体にぴったりとした黒い長袖丈のシャツを着ていた。下もやはりぴったりしたもので、足のスニーカーといい、ぱっと見にはトレーニングウェア姿に映らないこともない。

　そんな姿で、四岐は手に、両刃の剣をさげていた。

　その黒い刀身へと、未弥の視線は向けられる。

「四岐……その剣は！」

　ふふっ、と美乃里が笑う。

「まったく、心配性なんだから、四岐は……べつにだいじょうぶなのに。たかだかいまの攻撃くらいで、いまのわたしがどうにかなるわけもないって、わかってるくせに。だってわたしは、〈神〉の力を……〈八岐大蛇やまたのおろち〉の力を手に入れたんだから。ああ、それとも、もしかして妹さんに会いたかったのかな？　因縁の相手だし――」

「やまたの……おろち？」

　耕太は、美乃里の言葉をぼんやりとくり返した。

　その耕太に、美乃里は「そうだよ、兄さん」と笑顔を向けてくる。

「なかなか大変だったよー？　なにせ〈神〉の力だからさ……鵺ぬえといっしょになってがんばったんだけど、写しとるのにいままでかかっちゃった。だけどやったかいはあったよね。だって兄さんの眼すらあざむくことができたんだもん。〈神〉である兄さんのね！」

「美乃里……！」

　耕太は、歯を食いしばった。

　そして、美乃里へと飛びかかった。

　それはまったくもって衝動的な行動だった。

　怒りか、焦りか、怖おそれか、そのすべてか。とにかく、このまま美乃里を放っておいたら、きっとなにかとんでもないことが起こる。もしかしたらさきほどの未弥もおなじだったのかもしれない予感に押されて、耕太は手のなかに、瞬時のうちに剣を作りあげた。

〈神〉の力によって光り輝く、天あまの叢むら雲くもの剣つるぎ――。

　その光の剣で、耕太は美み乃の里りへと斬きりかかる。

　受けとめられた。

　耕太の光の剣を受けとめたのは、対照的な闇やみの剣だった。

　といっても、四し岐きではない。四岐は美乃里の指示によるものか、あの黒い剣をだらりとさげて、彼女のそばで控えていた。

　その闇の剣を作ったのは、美乃里だった。

　光を放つ耕太の剣と、闇を押し固めたような美乃里の剣。

　ふたつの刃はぶつかりあって、光と闇、互いの粒子を散らす。

「あははははは！」

　二色の粒子のなか、美乃里は笑った。

　笑って、そして、その正体を明かす。

　またたく間まのうちに美乃里は、お団子頭の少女、梅うめ津づカヨの姿から、いつもの姿へと変わった。まどかが化けたように、無造作に伸ばした感じの長い黒髪に、白いドレスのようなワンピースをまとう。ご丁寧にも、剣を使わない片手で、大きなくまのぬいぐるみまで抱きしめた。

　その顔には、斜めに深い傷跡が走る。

「美乃里!?　その傷は……」

「前の闘いのときの傷だよ、兄さん。前の闘いのとき、兄さんにその剣によってつけられた傷……せっかくの記念だからね、残しておいたんだよ」

　そう明かして、美乃里は笑った。

「ところで、いいのかな、兄さん？　こんなことしていて……もう別れのときは近づいているというのに？　ほら、後ろ。あなたの愛する女が、苦しんでるよ？」

　美乃里の言葉に、耕太は眼めを剥むき、そして飛び退のく。

　振り返った。

　美乃里のいったとおり、ちずるが、倒れていた。

「――ちずるさん！」

　耕太は駆けだす。

　このとき、耕太は背後で剣を構える美乃里の存在なんてすっかり忘れていたのだが――後ろから攻撃がくることはなかった。

「耕太……くん」

　ちずるは、蓮れんや藍あい、そして変身したまどかに囲まれ、懸命に名を呼ばれていた。

　その輪のなかにくわわった耕太を見あげ、うっすらと笑みを浮かべる。

「ちずるさん！　ちずるさん！　どうしたんですか、ちずるさん！」

「時間が……きたの」

　答えるちずるの顔には汗がびっしりと浮かび、呼吸も荒かった。

「時間って……なんですか、ちずるさん」

「耕太くんや……望のぞむ、蓮れん、藍あい、あとたゆらに、熊くま田だに、ああ、朔さくもか……そんな、みんなのおかげで、引き延ばすことができた時間……ほかの七しち龍りゆうたちに彼女を封じてもらうことで、稼ぐことができた時間……でも、だけど、とうとう……」

「ちずるさん……？」

　耕太の眼めからは、ぼろぼろと涙がこぼれだす。

　まわりの蓮や藍、それにまどかは、とっくに泣きじゃくっていた。望に未み弥や、それに玉たま藻もと雪ゆき花はなは冷静に美み乃の里りたちと対峙しつつ、ちらちらとこちらへと視線を向けてくる。そのときの望の顔つきは、ぞっとするほど怖いものだった。

「――すでに種は蒔いてあったんだよ」

　美乃里が、じつにおかしそうにいった。

「ねえ、兄さん？　本当に〈龍りゆう〉の力で、奇稲田くしなだ姫ひめが封じられると思っていたの？　奇稲田姫は〈神〉なんだよ？　そして〈龍〉はその奇稲田姫に使役される存在……できるわけないでしょう？　封印なんて、しょせんは気休めだったんだよ。そう、前の闘いのとき、じつはわたしは目的を果たしていたんだ。奇稲田姫が復活しかけた、その瞬間にね！」

　そういって高笑いをあげる美乃里を見つめて――ちずるは微笑ほほえむ。

「ふふふ……美乃里、わたしは、もう、わかってるんだからね」

　汗にまみれた顔で、美乃里を見つめ、いった。

「あのカヨちゃんは……ふたりのことが大好きで……なのにふたりは恋人同士になってしまったから……そうして、自分を仲間外れにしたから……だから……」

　そのちずるの言葉に、美乃里の高笑いは止やむ。

　強こわばった美乃里の顔つきを見て、ふっ、とちずるは笑い、視線を耕太へと移した。

「耕太くん……まどかを、くれぐれもお願いね」

　ちずるは顔に、満面の笑みを浮かべる。それは明らかに無理をした笑顔だった。

「まどかは……希望……耕太くんと……わたしの……だから……」

　うっ、とちずるは、苦しさにか、背を反らせた。

「ち、ちずるさん！　ちずるさん！」

「は……離れて、耕太くん……みんな……早く！」

「ちずるさん！」

　そう、耕太が叫んだ瞬間だった。

　耕太は跳ねとばされた。

　耕太だけではなく、蓮れんに藍あい、そしてまどかと、まわりにいたものすべてを、ちずるは吹き飛ばす。

　吹き飛ばしたのは、ちずるの〈気〉だった。

　ちずるの身体から噴きだす、黄金色のまばゆい〈気〉。その〈気〉で床から宙に浮かびあがりながら、ちずるはしっぽを、ひとつ、またひとつと、増やしてゆく。

　やがて、しっぽの数は、九つに。

　金色のしっぽがひとつに、黒々としたしっぽを八つ生やしたちずるは、激しく黄金色の〈気〉を放ちながら、ゆらりと宙に立ちあがって、そして――。

「……スサ、ノオ？」

　耕太を見て、そういった。

　いって、表情を崩した。

　歓喜を爆発させた笑顔へと、その顔つきを変える。

「スサノオ！　スサノオ！　会えた！　ようやくあなたに、会うことができた！」

　耕太は、ぼんやりと聞いた。

　完全に時の流れが凍りついた世界、氷の世界で、高笑いをあげる、美み乃の里りの声を。

　それはあたかも、呪じゆ詛そのごとく、祝詞のりとのごとく――。



    

  
    
      



    

  
    
      


　　　あとがき



　と、いうわけなのでありました。

　どう、びっくりした？

　びっくりしちゃった？

　あ、戸惑ってる……超展開に口をぽかーんとしてる!?

　いや、まあ、なんといいましょうか、書いたわたしもびっくりしているといいましょうか、なんかこんな感じになっちゃって……この先どうしよう。以上、あとがきから先に読んじゃうタイプの読者さんにはちっともわからない話でしたー。読んでから読んでー。



　ええ、もう十四巻ですね。

　つぎは十五巻ですか。

　そのつぎは……あるかな？　どうかな？

　いまの段階でわたしがいえることは（なにせちゃんとプロットを立てて書いてるはずなのに、どう話が転ぶのかよくわからないという）、あともうちょっと……かな。

　わたしは、この『かのこん』がデビュー作なんですな。

　この『かのこん』がたまたまＭＦ文庫Ｊの新人賞に佳作で引っかかって、本を出させてもらって、で、ひたすらがむしゃらに書き続けてきて、はや四年……と。

　まさしく、光陰矢のごとし。

　時の流れが過ぎゆくのは、マジ早い。

　この四年のあいだ、漫画になって、ドラマＣＤになって、アニメになってと……フィギュアもでたなあ。あ、ゲームにもなった。いろいろあった。本当にいろいろだ。ＯＶＡもでた。ＤＶＤのボックスセットもでた。素晴らしい。じつに素晴らしい。

　みなさまには、感謝しています。

　こんな長いあいだ、耕こう太たとちずるたちの物語につきあってくださって……だって四年でしょ？　中学生は高校生になって、高校生は大学生になっちゃう時間ですよ。大学生だってなにもなければビバ卒業でございます。そう考えると、すっごく長い。でも、実際にはあっというまだったね。でしょう？

　できれば、あともうちょっとだけ、おつきあいしていただければ。

　担当編集さんも、狐こ印いんさんも、そのほか、営業さんとかいろいろなかたがたも、あともうちょっとだけ。わたしもがんばるにょーん。無理しない範囲で。



　　　平成二十一年十二月　たまにはこんなあとがき、どうでしょう？

西野かつみ



    

  
    
      

　著者

　西野かつみ（にしの・かつみ）

　　なんと第一回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞佳作受賞者だったりする。

　　愛ゆえに人はふくらみを求める。愛ゆえに――。

　　趣味は愛を貫くこと。らぶらぶ。



　イラスト

　狐印（こいん）

　　４月20日生まれＡ型の神奈川県出身。

　　じゃがバターが好物。



　　ホームページ「Concrete Jungle」

　　http://www.interq.or.jp/sun/foxmark/concrete/
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